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「見つけたぞ──やっと」

　呟つぶやく声には微かすかな感かん慨がいが滲にじんでいた。

　彼は琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで苦労の末に見つけ出した目標を見み据すえる。

　傍はた目めから見れば、彼の姿は通とおり掛がかりの旅人が一軒の民家を眺ながめているだけの様に見えただろう。大体の部分においてその印象は間ま違ちがっていない。違うのは彼が偶ぐう然ぜんに通り掛かったのではないという点だ。依頼を受けてからその家を見つけ出すまでに半年もの時間を費ついやした。彼がそこに立っているのは地道な捜そう索さくの結果であった。

「随ずい分ぶんと手こずらせてくれたものだ」

　大体の見当はついていたものの、馴な染じみのない土地において、個人の力だけで民家一軒を──正しくはそこに住む人間一人を捜さがし出そうとすれば、それなりに困こん難なんを伴ともなう。彼の様にそろそろ肉体の衰おとろえを自覚せねばならない様な年齢となれば尚更の事だ。

　だが遂ついに彼は此こ処こまで辿たどり着いた。

　これで依頼を──義理を果たせるだろう。後はひどく簡単な仕事だ。細かな方法も彼に一任されている。最も早はや彼の仕事は終わったも同然だった。

　後に残る不安材料といえば……目標の側に居る筈はずの養い親だけであろう。

　あまり迂う闊かつに目標に近付いて彼等に気付かれるとまずい。だからこそ彼は目標の住む家を発見しながらもすぐに近付いたりはせず、やや離れた場所からその建物を観察しているのである。

「ふむ……」

　土地の広い田舎いなかでは珍めずらしい二階建ての家か屋おく。耐たい火か煉れん瓦がを多用した頑がん丈じようそうな造りで質しつ実じつ剛ごう健けんという概がい念ねんをそのまま家の形にしたかの様な印象がある。何となく設計した者の性格が分かりそうな建物であった。

「さてどうするか」

　そう呟つぶやいて──彼は問題の建物に背を向けて歩き出した。

　仕事を果たすのは長旅で疲れた身体からだに充分な休息を与えてからでも遅おそくはない。彼の住む王都に比べると溜ため息いきが出そうな田舎の街だが、探せば宿屋の一軒位は見つかるだろう。

「〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉──か」

　脚あしを止め、彼はもう一度確認するかの様に目標の住む家を振り返る。

　二階建ての家屋の一階部分──店てん舗ぽと思おぼしき部分には、ぞんざいな字でこう刻きざまれた木製の看かん板ばんが掲かかげられていた。

『武具全般取り扱あつかい・カスール商店』──と。





　声がする。

　安あん寧ねいに満ちた闇やみの向こうから彼を呼ぶ声が聞こえる。

「……おにーちゃん……」

　無論……彼はその声に聞き覚おぼえがあった。飽あきる程に聴き慣なれた声だ。甲かん高だかくて舌足らずなその響ひびきを無責任に『可愛かわいい』と評する者も居るが──誰だれであろうと三日も一緒に住んでいればその評価を撤てつ回かいせざるを得ない筈だと彼は信じていた。とにかく必要以上に耳に響くのだ。鼓こ膜まくを直接引っかかれている様な感じである。

「……おにーちゃん……おにーちゃん……」

　しかし声は他の言葉を知らぬとでも言う様に彼の事を呼び続けている。

　ただ──そこに努力の気配はない。新しい遊びを教えられた幼児が夢中になってそれを繰くり返すのと同じだ。最も早はや『おにーちゃん』という言葉の意味も声の主にはどうでも良い事だろう。彼を呼んでいる内にそれが手段ではなく目的にすり替わっていて……しかもそれに本人が気付いていない。

　その証拠に──

「おにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃんおにーちゃん」

　──と声は歌う様に連れん呼こを始めた。

　ひたすら連呼している為、区切りが曖あい昧まいになってきて、元々の言葉が『おにーちゃん』なのか『ちゃんおにー』なのかも分からない状態だ。しかも連呼している内に興奮してきたのか、声はまるで脳天から出ているかの様に益ます々ます高くなり、きんきんと頭ず蓋がいに直接響いてくる。

　耳元で小型の鐘かねでも連れん打だしている様なものだ。はっきり言って拷ごう問もんに等しい。

　だが彼は耐たえた。

　貴重な安あん息そくの時を護まもるために彼は耐えた。具体的には寝たふりを続けた。ここで起きたら彼の負けである。経験上、あと三十回も連呼すれば声の主は飽あきる。そこまで聞こえないふりを維持できれば彼の勝ちだ。

　しかし……

「おにーいちゃんおにーいちゃんおにいちゃんー」

　微び妙みように呼び声が変化する。

　いやそれどころか、とんとことんとこ規則正しい音までする。両手でベッドの端はしでも叩たたいているのだろう。まずい。どうやら敵は節をつけて拍子リズムを刻きざみ、本格的に歌う事で新たな楽しみ方を見いだしたらしい。

「おにいちゃんっおにいちゃんっおにいーちゃんーっ」

「…………」

　──負けるもんか。

　てな事を思いながら彼はベッドの中で無視の態度を決め込んだ。

　折せつ角かくの土曜日──今日は早朝の剣けん術じゆつ修しゆう練れんが休みの日である。これは即すなわち彼が心おきなく惰だ眠みんをむさぼれる唯ゆい一いつの日だという事だ。この程度で屈くつする訳には行かない。

　そもそも育ち盛りの少年にとって、充分な睡眠は食事と同様、健康な体を作り上げる為には欠くことの出来ないものである。当然ながら身体もそれを求める。彼の欲求は決して贅ぜい沢たくなものではない筈だった。

「おにいちゃんっおにいちゃんっおにーちゃんーっ」

「…………うぐぐぐぐ」

　もっとも……歯を食いしばって耐えている時点で、もう微睡まどろむとか惰だ眠みんを貪むさぼるとかそういう状態は通り過ぎてしまっているのだが。結局──目的が手段と入れ替わっているのは彼も同じであった。

　それはともかく。

「──しゃのん・かすーる」

　声が不意に調子を変えた。

　舌足らずで甲高いのは相変わらずなのだが──何かを棒ぼう読よみしているかの様に無理のある口調で声はその先を続けた。

「ただちに、きしょう、せよ。けいこくご、じゅうを、かぞえる、あいだに……えと。べっどから、たいきょ、しない、ばあい、には……えと。えと──」

「貴様の顔に」

「きさまの、かおに……」

「世にも恥ずかしい落書きをする」

「よにもはずかしい、らくがきを、する」



    

  
    
      「うむうむ」

　傍かたわらで誰かが頷うなずく気け配はい。

「くっ──」

　彼は──先日九歳の誕生日を迎えたばかりのシャノン・カスール少年は嫌いやな予感を覚えてベッドから跳はね起きた。

「あ。おにーちゃん。おきた、おきた」

　彼の横できゃいきゃいと声を上げて喜んでいるのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの幼い少女である。

　今年で四歳になる妹のパシフィカだ。

　そろそろ口も頭も回って小こ生なま意い気きになってくる頃だ。とにかくじっとしていられなくて、何かと悪戯いたずらやら何やら、余よ計けいな事をしたくなる時期でもある。だがまあ──それはさしたる問題ではない。憎まれ口にせよ悪戯にせよ、五歳にも満たない幼児のおつむで考えつく程度の事などたかが知れている。

　しかし──

「──父さん」

　シャノンは呻うめく様に言った。

「それは何の積つもり？」

　はしゃぐ妹のすぐ後ろ。

　そこで右手に筆を、左手に油絵の具を載のせた板を持って立つ大柄な中年男を、彼は上うわ目め遣づかいに睨にらんだ。

　こちらは全く油ゆ断だんがならない。何しろ大人の悪わる知ぢ恵えと有り余あまる体力を、余よ計けいな事の為に使うのが何よりも好きな男だからである。

「無論」

　男は──シャノンの父であるところのユーマ・カスールは胸を張って答えた。

「おまえの顔に『世にも恥ずかしい落書き』をする準備だ」

「…………」

「俺は虚こ仮け威おどしはしない主義だ。やると言ったら必ず実行する。これぞ漢おとこ。うむうむ」

　自分に酔よっているのか、感極まった様子で腕を組むとユーマは何度も頷いている。意味が分かっているのかいないのか──多分分かっていないだろうが──パシフィカも同じ様に腕を組むと、父親の真ま似ねをして頷いている。

「うむうむ。うむうむ」

「参考までに聞くけど。『世にも恥ずかしい』って──一体、どんな落書きをする積もりだったの？」

「──うん？」

　改めて息子に尋たずねられ──ユーマはふと思案の表情を浮かべた。

「それはもう『世にも恥ずかしい落書き』という位だからな──」

　考える事──しばし。

　やがて何に思い至ったのかユーマはそのごつい顔を青ざめさせてふらりとよろめいた。

「そ──それは」

「それは？」

　冷さめきった半はん眼がんで父を見み据すえながら訪たずねるシャノン。

　息子のそんな視線に気付いているのかいないのか、彼は一際大きく身を震ふるわせて叫んだ。

「ああっ──俺には、俺には、そんな事……とてもとても恥ずかしくて言えんっ！」

「……あのね」

　かくんと脱力するシャノン。

「でも書けるぞ」

「書くなあああああっ!!」

　絵筆片手ににじり寄ってくる父親に喚わめいてシャノンはベッドから飛び退のいた。

　と──まあそんなこんなで。

　カスール家はおおむねいつもと同じ様な朝を迎むかえていたのだった。





　マヌーリン。

　フランキ伯はく爵しやく領内に存在するこの街は──一言で言ってしまえば田舎いなかである。

　田舎という単語一つでその全てを言い表せてしまえそうな街だ。平凡というか典型的というか……他に目立った特とく徴ちようは無い。他の街に在あるものは大たい抵てい在るが他の街に無いものは此こ処こにも無い。年寄りや子供にはそこそこに住み良いが、野望に燃えていたりする若者にはちょいと不便で色々と物足りなかったりする──そんなところ。

　そして。

　カスール一家五人はその街の片かた隅すみで武具防具商──という建たて前まえの雑貨屋を営いとなんでいた。





「──このところ毎週ね」

　キャロルはそう言いながら子供達の昼御飯を布に包んだ。

　ただし昼御飯と言ってもその内容は主食のパンにおかずのハムやチーズ、それに果物といった料理とも言えない様なものばかりではあるが。中ちゆう途と半はん端ぱな料理よりもこうした簡かん素そなものの方が保もちも良いし嵩かさ張ばらない事が多いのだ。

「それも三人とも……」

　シャノンに弁当を手渡すと彼女は腰こしに手を当てて子供達を見回した。

　キャロル・カスール。

　彼女が二児を生んだ母親であると言われれば驚おどろく者も多かろう。

　その肌はだの滑なめらかさや典てん雅がな顔立ちには少女といっても通用する様な雰ふん囲い気きが──ある種の透とう明めい感かんがある。しかも仕し草ぐさの一つ一つが優美でその姿には所しよ帯たいじみたところが薄うすい。ドレスを着てどこぞの舞ぶ踏とう会かいに繰くり出せば、何も知らぬ若い貴族達が求婚に殺さつ到とうしても不思議ではなかった。

　ただし──彼女の容姿には一つ決定的に欠けているものがある。

　活気。つまりは生命力だ。

　色しき素そそのものが抜け落ちてしまっているかの様に白いその肌、銀ぎん糸しの如ごとき髪かみ、そして鮮あざやかな真しん紅くの瞳ひとみは、彼女の姿に清せい楚そな美しさを与えると同時に、何ど処こか病的な翳かげりをもまとわりつかせていた。

　ただし気の強い彼女はあまりそうした自分の弱々しい部分を積極的にさらけ出したりはしない。子供達の前では尚更の事だ。闊かつ達たつな性格は生せい来らいのものなのだが──時に無む茶ちやとも思える彼女の言動には、そうした自分の儚はかなげな印象を覆おおい隠かくす意味があるのかもしれない。

　それはさておき──

「三人揃そろって何ど処こに行ってるの？」

「んー……まあちょっと……ね」

　シャノンは曖あい昧まいに笑った。

　彼の隣となりには、可愛らしい顔をしかめて欠伸あくびを噛かみ殺している黒髪の少女──双子の姉ラクウェルが居る。

　シャノンとは当然ながらよく似た顔立ちではあるのだが、子供っぽさの中に男の子らしい凛り々りしさを持つ彼に対し、ラクウェルの方はおっとりした穏おだやかな雰囲気がその容姿を特徴づけていた。成長すれば母と同じく相当な器き量りよう良よしになるだろう。

　そして更にラクウェルのその横では早く出掛けたくてうずうずしているパシフィカの姿も在った。

「まあ子供には子供の事情があるんだろうけれど」

　言いながらキャロルはシャノン達と共に家の玄げん関かんに向かう。

　キャロルはこのところ体調を崩くずしがちで一日中ベッドに伏せっている事も多い。だが余よ程ほどに状態が悪くない限り、彼女はこうして出掛ける子供達を見送りに玄関まで出てくる。彼女の体調を承知しているシャノンやラクウェルは『無理をしなくてもいい』と寝ている事を薦すすめるのだが……キャロルは頑がんとして聞き入れずにこの習慣を固こ持じしていた。彼女に言わせると子供達が出掛けるのを玄関先まで出て見送るのは『親としてのけじめ』らしい。

「別に危ない事とか悪い事をしてる訳じゃないよ」

　母の横顔を見上げながらシャノンが言う。

「それなら母さんもこれ以上何も言わないけど。暗くなる前に帰ってきなさいよ」

　あっさりとキャロルはそう言って頷うなずいた。

　放ほう任にん主しゆ義ぎともとれる言葉だが──これがカスール夫妻の教育方ほう針しんなのだ。

　彼等は相手が子供だからといって甘やかしもしないが侮あなどりもしない。自分の言った事は泣こうが喚わめこうが責任をとらせる。だからこそシャノン達もその場限りの適当な言い逃のがれなどはしないし、嘘うそをつけばついたでそれなりの覚かく悟ごをする。

　十歳にも満たないシャノンやラクウェルの言げん動どうが同じ年頃の子供に比べて妙みように大人びているのは、この為であろう。たとえ扶ふ養よう家か族ぞくであろうとも自己責任の原則を適用される立場ではそれなりに自立心が無ければやっていけない。

　それはともかく──

「じゃ──行ってくる」

　こちらも素そっ気なく告げて歩き出すシャノン。

　彼の背中には何やら大きな袋ふくろが背せ負おわれていた。中身に押し上げられ突っ張っている布の形からして何が入っているのかはおおよその想像はついたが……キャロルは特にその事には触れないでおいた。

「ではお母様。行ってきます」

　と言ってからラクウェルも歩き出し、子猫が飼い主にじゃれつくように、二人の間をパシフィカがはしゃぎながらついて行く。

「…………」

　しばしキャロルは玄関に佇たたずんで子供達の背中を見送る。

　やがて彼等の姿が充分に小さくなると、彼女は不意にカスール邸の脇わきに生い茂しげる草むらへと向き直り、小声で素早く呪じゆ文もんを唱えた。

「大たい樹じゆの梢こずえにて・羽はばたくは・骸むくろ喰くう大おお鷲わし・その翼つばさ打うち振りて・烈れつ風ぷうを顕あらわせ」

　魔ま導どう式しき展てん開かい。起き動どう。

　突とつ如じよとして生じた極ごく小しよう規模の空気渦か動どうが、取り込んだ空気を圧あつ縮しゆく。次の瞬しゆん間かんその圧縮された空気の塊かたまりは、キャロルの指さした先へ──草むらの真ん中辺りに躊ちゆう躇ちよ無く叩たたき込まれた。

「ぬおっ!?」

　着ちやく弾だんと同時に解放された空気の塊──無論、充分に手て加か減げんはしてあるが──は、爆発にも似た烈風となって草を舞い上げる。

　ついで──にその陰かげに隠かくれていた、不心得者も。

　ごろんと転ころがり白日の下にさらけ出されたその姿を横目で眺めながら……キャロルは冷ややかな口調で言った。

「で……何をしてるの、あなたは？」

「むう。それはこっちの台詞せりふだ」

　そう言ったのは──ユーマ・カスールである。

　彼はその大おお柄がらな身体からだのあちこちに、これでもか、という位たくさんの木の葉や木の枝をくっつけていた。一見すれば巨大な蓑みの虫むしの様にも見える。

　いわゆる迷めい彩さい装しよう束ぞくというやつだ。

　こうした格好は色彩が容た易やすく草木に溶とけ込こむのと同時に、その輪りん郭かくを人間の基本形から微び妙みように逸いつ脱だつさせるため、少し離れた場所から見ればその塊が人間であるかどうかも判別し難にくくなるのだ。軍隊では偵てい察さつ任にん務むをこなす斥せつ候こう兵へいか、もしくは敵を待ち伏せする弓きゆう兵へいがこうした格好をする事が多いのだが──



    

  
    
      「いきなり攻性魔法をかましてくるなどと──まさかお前にそんな趣味があったとは」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめてユーマは言った。

「燃える！」

「好きなだけ燃焼してなさい──消し炭になるまで」

　やはり冷ややかな視線で夫を眺ながめながらキャロルは言った。

「それよりも。そんな格好で我が子を尾び行こうしてどうする積もり？」

「──うむ」

　立ち上がって胸を張るユーマ。

　どうやら意味もなく胸を張ったり腕を組むのは彼の癖くせらしい。

「親にも行き先を告げずに、出ていく子供達。これは不良化の兆きざしだ。親権者としては徹てつ底てい的てきにその行く先を究きゆう明めいする必要がある」

「……本音は？」

「いや。なんか面おも白しろい事ならおとーさんも混ぜてほしいなーと」

「なるほど」

　キャロルはにっこり笑うと──びしりと音がしそうな仕し草ぐさで夫の眉み間けんを指差して言った。

「くそ馬鹿な事言ってないで、さっさと店を開ける準備ッ！」

「う──うむ」

　気け圧おされた様にそう言いながらも、やっぱりユーマは胸を張っていた。





「……さて。どうするか」

　窓まど際ぎわで大きく身体を伸ばしながら彼は思し案あんした。

　わずか一晩の休養ではあったが──充分だ。疲ひ労ろうはあらかた駆く除じよできた。

　街外れで見つけた宿は、その安い宿泊代や、古びた外見に比べれば、驚おどろくほどに清せい潔けつでかつ快かい適てきであった。家具調度品は安物なのだが掃除が行き届いている。シーツから日向のにおいがしたのには彼も驚いた。客がいようといまいと、毎日干ほしているのだろう。

　お陰かげで必要以上にぐっすりと眠ってしまい、普ふ段だんよりも起きるのが遅くなったが──それでもちゃんと暖かい朝食が出てきた。

　地味だが良い仕事をする宿屋だ。

　田舎いなかの、しかも観光地でもない街でこうした良心的な宿に巡めぐり会える確率はあまり高くないのだが──今回は『当たり』だったようだ。

「まずは遠くから顔だけでも確認してみるか」

　彼は窓から外の風景を眺ながめる。

　部屋は決して広くはなかったが、窓から見える湖こ畔はんの光景がなかなかに美しく、開放感がある。森が近い為か、あるいは湖の為か、空気もひんやりと澄すみ渡っており、呼吸するたびに自分の中の疲つかれが溶とけてゆく心地よい感覚を彼は覚えた。

　出掛けるには良い気候だ。

　そんな事を考えながら彼が荷物の中から服を取り出して着替えていると──

「──ふむ？」

　鋭えい敏びんな彼の聴覚に微かすかな音が触ふれた。

　恐らく彼でなければ気付かない様な些さ細さいな音である。普ふ通つうの人間には認識さえ出来なかったろう。たとえ鼓こ膜まくに届いたとしても、風の唸うなりや木々の葉がたてるざわめき、建物の軋きしみなど──賑にぎやかとも言うべき雑音の海の中からそれだけを拾い出すのは至し難なんの技わざだ。

　しかし──

「…………」

　彼は音の源みなもとを探ろうと目を閉じて集中した。

　仕事柄どうしても音の類たぐいには敏びん感かんになる。それが歌声や楽器の音であるならば尚更の事である。たとえある程度の距きよ離りが開いていても、彼は音の種類と距離や方向を正確に把は握あくできる自信があった。

「これは……」

　彼は眉まゆをひそめながらもしばしその音に耳を澄すます。

　微かすかな旋せん律りつ。

　それは──その音はやはり何者かの奏かなでる音楽だった。

　穏おだやかで素そ朴ぼくな音色と歌声だ。ただし上う手まいとはお世せ辞じにも言えまい。基礎は出来ている様だが何ど処こかその流れにはぎこちなさが残っている。

　その事自体は別に珍めずらしくない。初心者にはよく見られる状態だ。

　しかし──

「……ふむ」

　彼は得心の表情を浮かべると荷物の中から一ひと際きわ大きな革かわ製せいのケースを取り出した。

　長年愛用してきた商売道具である。宣伝の都つ合ごう上、商売道具を殊こと更さらに見せびらかして歩く同業者も居る様だが、彼は道具の状態を常に最高に保つため、必要のない時はこのケースに収めている。

　各部を軽くいじって状態を調べ、問題がない事を確認すると彼はその商売道具を片手に部屋を出た。

「自分達から出てきてくれるとは、好こう都つ合ごう」

　呟くと彼は宿を出て音楽の聞こえてくる方向へと歩き始めた。





　さらさらと流れてゆく音の羅ら列れつ。

　朝の清純な空気の中でそれは鮮あざやかに響ひびき渡る。

　拍子リズムという骨組みの上に肉付けされた音色が緩ゆるやかにうねりながら音楽を構成してゆく。贅ぜい沢たくを言えば音に少々厚みに欠ける様ではあったが──こればかりは仕方あるまい。低音部を補おぎないきるには人手も楽器も明らかに足りない。

　とはいえ……

　突とつ如じよ──歌声が引きつれる様に乱れる。

　その瞬しゆん間かんに辛かろうじて保たれていた調和は一気に崩ほう壊かいした。

「──違う違う」

　少し苛いら立だたしげなシャノンの声。

　同時に──和を失い崩くずれ始めていた音楽はぴたりと鳴り止んだ。

「早いってば、ラクウェル。パシフィカも、歌い間違えたからって、もう一度言い直すなよ。伴ばん奏そうはそのまま流れてくんだから」

　笛を膝ひざの上に置きながらシャノンは姉と妹を順番に見回す。

「でもね、でもね」

　ぶんぶん両手を振り回しながらパシフィカが言う。右手に持った鈴がちゃかちゃかと鳴った。

「『でも』はなし。しくじっても、そのまま続けるんだよ。何度も言ったろ？」

「にゅー……」

　パシフィカは顔をしかめる。

　初心者と熟じゆく練れん者などという区別はあくまで相対的なものではあるのだが、音楽という分野に限っての事であれば、これらを分ける明確な基準が幾いくつか存在する。

　その一つが演奏をしくじった時の対たい処しよだ。

　初心者というものは往々にして、失敗を自覚した瞬間、反射的に演奏を止めてしまったり、つい無意識に失敗した箇所をもう一度演奏し直そうとする。独どく奏そうであるのならばそれでも構わないのだが、合奏の場合にこれをしてしまうと他の楽器との足並みが揃そろわなくなり、曲そのものが崩ほう壊かいする。

　対して中級者以上の者は、たとえ弾ひき損そんじてもそのまま何事も無かったかの様に演奏を続けて他の奏者に合わせる事が出来る。聴いているのが素人しろうとならば奏者の弾き損じに気付く事さえない場合が多い。

　これは音楽に限った事ではないが──本当の熟練とは失敗をしない事ではないのだ。

　人間である以上は失敗を犯おかす確率を決して零ゼロには出来ない。熟練とはそれを限りなく零に近づけると同時に、万が一の失敗に相対しても慌あわてず焦あせらず、被害を最小限に食い止めるべく適切な対処が出来るという事なのである。

「でもシャノン……」

　弄いらう様にリュートの弦げんを爪つま弾びきながらラクウェルが言った。

「やっぱり無理があるんじゃない？」

　シャノン達が今居るのは家から徒歩で半時間ほど歩いた湖の畔ほとりであった。

　マヌーリンの街としてはかなり端はしに位置し、近くには古びた宿屋以外に特に民家もなく、多少騒いでも側に広がる雑ぞう木き林ばやしがいい具ぐ合あいに音も吸収してくれる。楽器演奏の練習にはうってつけの場所であった。

　彼等はおよそ一ヶ月ほど前からここで合がつ奏そうの練習をしている。

　担当はシャノンが笛、ラクウェルがリュート、パシフィカが歌と鈴──という形になっている。ちなみにこの分ぶん担たんは別にパシフィカが一番歌が上手いから、という訳ではなく、まだ楽器の基礎をも習っていないパシフィカには他に担当させるべき役割が無かったというだけの事だ。

　シャノンとしては兄姉妹が全員参加する事を前ぜん提ていにした上で一番無ぶ難なんな配置をした積もりなのだが──

「私達は基礎しか知らないもの。やっぱり母様に教わりながらでもないと──」

「それじゃ何にもならないだろ」

　シャノンは口を尖とがらせて言った。

　もっともラクウェルの言う事は間違っていない。事実──密ひそかにこの練習を初めて一ヶ月の時間が経過しているが、彼等の演奏は遅ち々ちとして上達しないのだ。集まっての練習は勿もち論ろん、暇ひまを見つけては個々人も練習をしている筈はずなのだが、何がいけないのか、まともに一曲を演奏しきる事さえ出来ない。

　この事にはシャノンもかなりの焦あせりを覚える様になっていた。

　彼等に赦ゆるされた練習時間はもう残り少ない。

　しかし──

「基礎はもう習ってるんだから、後は練習あるのみ、だよ」

　シャノンはただそう言うしかなかった。

　何がいけないのか──その事も分かっていないのだから仕方ない。現状では他に取るべき手しゆ段だんをシャノンは思いつけなかった。

「でもお……」

　それでもラクウェルは納なつ得とくがいかない様子だが──それも無理は無かろう。

　そもそも基礎の基礎しか習っていない少年少女と、その基礎さえも知らない幼女という組み合わせ……言ってみれば演奏者全員が素人しろうとの域いきを出ていない状態で、まともな楽曲を演奏しようとする方が無茶な話なのだ。

　さらに、リュートの弾き方は知っていても、笛や鈴の奏法に関しては独学の上に楽器そのものが適当な材料ででっち上げた手製の代しろ物ものである。これでまともな演奏が出来てしまうのならば、それこそ本職の楽士の立場が無かろう。

「僕らの小こ遣づかいなんてたかがしれてるから──って言い出したのはラクウェルだろ」

「それはそうだけど……」

　困こん惑わくした様子でラクウェルが言葉を濁にごす。

　その時──

「……音楽の練習かね？」

　透すき通った声がシャノン達の背中に触ふれた。

　歳経た男の声であるが、しわがれてもかすれてもいない。熟成された深みを十分に持ちながら、決して濁る事のない琥こ珀はく色いろの声だ。まるで……ある種の酒の如ごとく。

「……!?」

　びっくりしてシャノンとパシフィカが振り向く。驚おどろいていないのかそもそも反応が鈍にぶいのか……ラクウェルは一拍子テンポ遅れてその声の主に視線を向けた。

　ゆったりした蒼あおい衣装を帯びた男が一人、湖こ畔はんに立っている。

　歳は五十を幾いくつか過ぎた位であろうか。

　潔けつ癖ぺきそうな性格がただ立っているだけでも伝わってくる──そんな印象の男である。一本も乱れる事なく綺き麗れいに撫なでつけられた琥珀色の髪かみなども、その人物の気性をよく表していた。この男と一番縁遠い言葉は『適当』だろう。

「音楽の練習かね？」

　念を押す様に男はそう繰くり返した。

「……そう……だけど」

　見知らぬ人物の登場に戸と惑まどいながらも、シャノンが答える。

　そんな彼とは対照的に、パシフィカがにこにこしながらちゃかちゃかと鈴を振り回して言った。

「練習、練習～」

「…………ふむ」

　男は何かを推おし量はかろうとしているかの様にその鋭するどい碧眼でシャノン達をゆっくりと見回し──そして質問を重ねてきた。

「誰かに教わったのかね？　基礎は知っているようだが」

「……おじさん、吟ぎん遊ゆう詩し人じんか何か？」

　シャノンは反射的にそう尋たずねていた。

　素人がちょっとした演奏を訊きいただけでそこまで見抜ける筈もない。つまり眼前の男はそれなりの熟練者という事になる。

　だが──

「──!?」

　むぎゅ。

　いきなり近寄って手を伸のばした男は、問もん答どう無む用ようでシャノンの鼻をつまむと、強引に上下に振った。

「いふぁふぁ……な──何をすんだよ！」

　慌てて男の手を振り払い、シャノンは鼻をかばいながら言った。

「人に何かを答えてもらおうと思うなら、先に相手の質問に答えるのが礼れい儀ぎだろう。親に教わらなかったか？」

「…………」

「──リュートの基礎は母に教わりました」

　鼻を押さえたまま、恨うらめしそうに男を見上げる弟に代わり、ラクウェルが答える。

　男は厳いかめしい顔に僅わずかな笑みを浮かべてカスール家の長女に視線を移した。

「ほう。お母さんに教わったか。だがそれなら自分達だけで練習するよりも、もうちょっとお母さんに教わった方がいいのではないかね？　基礎はできてもまだ自分達で応用技術を磨みがける段階ではなかろうに」

「それはそうなのですが……」

「おじさんに関係ないだろ」

　ぶすっとした表情で言うシャノンに向き直り、男は言った。

「それはそうなんだがね」

　ここで男は小さく意味ありげな笑えみを浮かべる。

「もし君達に、お母さんに教わる事ができないような、何らかの事情があるならば──代かわりに私が教授してやってもいいと思ったのだよ、坊や。君のお察しの通り、吟遊詩人をしていた頃もあるのでな」

「…………」

　シャノン達の間に困こん惑わく含ぶくみの沈ちん黙もくが落ちた。

　男の言葉が本当だとすれば願ってもない申し出だ。

　しかしシャノンは顔をしかめて胡う散さん臭くさそうに男を見み据すえている。

　男に対してあまり良い印象は持っていないのだろう。名前も素す性じようの知れない相手だからという事もあるが──初対面の相手の鼻をいきなりつまんで振ってくる様な人物をそう簡かん単たんに受け入れられる筈もない。

「おお、そうか」

　そんなシャノンの表情に気付いたからか──男は改めて苦笑を浮かべ頷うなずいた。

「人に礼儀を説とくには、まず自分も礼を尽つくすべきではあるな。失しつ敬けい、失敬、私もまだまだ未熟者だ」

　そう言って男はシャノンの頭をぽんぽんと気安げに叩く。

「…………」

　シャノンは何ど処こか釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべた。

　何か邪よこしまな事を企たくらんでいる様には見えないのだが……それでもこの男は何か不自然な感じがする。何がどう不自然なのかと問われればシャノンにも明確に答えられないのだが。

「私の名は…………ハリスだ」

「ハリス、何？」

「姓はどうでもよろしい」

　シャノンの言葉に一いつ瞬しゆん、苦笑めいた表情を浮かべてハリスと名乗った男は言った。

「君等は？」

「シャノン。こっちがラクウェルで──」

「パシフィカー！」

　手を挙あげてパシフィカが自みずから名乗る。

「なるほど……なるほど」

　ハリスは小さく頷うなずく。それは彼等の名前を覚えようとしているというよりも──それは何かを確認しているかの様な仕し草ぐさであった。

「パシフィカは元気があってよろしい」

　そう言ってハリスは黄金色の頭を撫なでる。

「えへへへ」

　パシフィカは喉のどをさすられた猫の様に気持ちよさそうな表情を浮かべた。





　そもそもどうしてシャノン達は急に楽器演奏などを練習し始めたのか。

　シャノンが渋しぶ々しぶといった様子で──どうも恥はずかしがっていたらしい──語ったところによれば、これは母キャロルの誕生日の為ためなのだという。

　彼女の誕生日はおよそ一週間後。

　生意気にも、この幼い兄姉妹は何かその日に特別なものを母に贈おくろうと考えたのだそうだ。それも今まで毎年贈ってきた『おめでとう』の言葉以上の何かを。

　ところが……いざ何を贈ろうかと考えた時点でシャノン達は行き詰づまってしまった。

　十歳前後の子供の小こ遣づかいなど二人分かき集めてみてもたかが知れている。幼児であるパシフィカなどはそもそも定期的に小遣いを貰もらっている訳でもない。結局のところ何を買うにしてもシャノン達に許された予算では、子供の眼から見てもみすぼらしいものにしか手が出ない。

　どこぞで手伝いなどをして小遣いを稼かせぐという案も在ったのだが、子供を雇やとってくれる様な場所がそうそうあるでなし、街の中で働いていればすぐに両親の耳に入ってしまうだろう。そうなれば何を買う積もりなのかと問い質ただされるのは必ひつ至しだ。

　だがそうなっては意味がない。

　贈り物というものはある種のびっくり箱である。初めての贈り物であるのなら特にそうだ。予想も期待もしていなかったからこそ贈られる側は驚おどろくし、それにも増して喜ぶ。手渡した際の意外性が言ってみればキモなのであって──誕生日前にその存在を知られてしまっては意味が半はん減げんしてしまう。

　そこでシャノン達は一いつ計けいを案じ、母に少しだけ習った音楽で誕生日を祝おうと考えたのである。

　つまりは歌曲の贈り物だ。

　洒落しやれていて経済的……子供にしては凝こった発想と言えた。

「ふむ。感心な事だ」

　ハリスは頷うなずくと、背中のケースを降ろして愛用のリュートを取り出した。

　随ずい分ぶんと使い込んできた為にあちこちに傷や変色した部分が見受けられるが、それがまた風ふう格かくの様なものを醸かもし出している。そもそも使い込まれた道具というものはそれだけ丈じよう夫ぶでかつ必要充分な機能性能を持っている品という事だ。安物ではこうなる前に壊こわれるか、使い勝手の悪さを理由に取り替かえられてしまう。

　もっともシャノン達には一見してそこまで見抜く眼はまだ無かろうが。

「まずだな。そもそも各かく自じの担当をもう一度考えてみよう」

「担当……ですか？」

　ラクウェルが首を傾かしげて尋たずねる。

「合奏の編へん成せいというものは、適当に決まっておるわけではない。指揮者がいる場合は別だが、そうでなければ全体の拍子リズムの基もととなる部分を誰かが担当せねばならん。分かるか？」

「……何となく」

　シャノンとラクウェルが頷うなずき、パシフィカが更に頷く。もっともパシフィカは兄姉の真ま似ねをしているだけのようだが。

「一番拍子リズム感覚に優すぐれているのは誰かな？」

　ハリスは軽くリュートを演奏しながら言う。

　あまり音程変化のない、単純な旋せん律りつ。繰くり返される美しい音ね色いろが、湖こ畔はんに流れた。

　その音を耳で追いながら、シャノンが言う。

「たぶん……ラクウェル」

「確かにそのようだな」

　ハリスは頷いた。

　人間は誰しも音楽に対して無反応ではいられない。その程度には無論差があるが──やはり音の拍ひよう子しや旋律に対して、身体からだや精神が無意識に反応してしまう。演劇などで主要な場面に音楽を使って盛り上げるのはこの為だ。

　一流の料理人は客の顔色を見ただけで相手の体調を読みとって味付けを変えると言われるが……一流の演奏家にも同様の真ま似ねは可能だ。場の空気や音に対する聴きき手の反応を読み取りながら曲の速さや音量を微び妙みように調整してみせるのである。

　ハリスは単純な旋律を繰り返しつつ、微妙にその速さを変えてみる事で、シャノン達三人の反応の差を読み取ったのだ。

　確かにシャノンの言う通り曲の変化に一番正確かつ迅じん速そくに反応を見せたのはラクウェルだ。ただしシャノンとの差はごくごく微妙なものでしかない。恐らくハリス程の奏者でなければこの差は確認できなかったろう。

「うむ。ではラクウェル。お前さんが基礎部分の演奏だ」

　彼は曲を続けながらさりげない口調で説明する。

「で、それに残る二人は合わせて演奏する。ラクウェルは正確に音を刻きざむ事を第一に、他の二人はそれに合わせるのを第一に考えること。いいかね？」

「──はい」

　神しん妙みようそうな表情でシャノンとラクウェルが頷く。

　どうやら、ハリスが自分達には及およびもつかない本職であるとシャノン達は納なつ得とくしたのであろう。

　吟遊詩人の基礎技能とも言うべき弾ひき語りであるが……その地味さに反して、楽器を演奏しながら何かを喋しやべるという行為は非常に高度な技術が要求される。

　普ふ通つうの奏者は頭の中で楽がく譜ふを追いながら演奏をするものだが、この状態で他の事に意識を割さくのはとても難しい。これは言ってみれば誰かと会話しながら本の内容を眼で追う様なもので──つまりは集中力を分散して行こう使しするという矛む盾じゆんにも似た真似をせねばならないのである。

　まして──旋律に載のせた歌詞を口ずさむ程度ならまだしも、演奏中に曲とは何の関係もない雑ざつ談だんを混ぜて喋しやべるとなると、これは身体そのものに演奏感覚が染み付いた様な人間でなければ到とう底てい不可能な作業だ。

　実際に楽器を演奏した経験のある者ならば、この程度の事はすぐに察しが付く。

「ふむ。では次に声だな。先ほどの曲──『星々に捧ぐ祝賛歌』を弾いてみるから、それぞれ歌ってみなさい」

　そう言うと──シャノンとラクウェルが何やら不思議そうに顔を見合わせた。

「どうした？」

「ハリスのおじさま、『星々に捧ぐ祝賛歌』をご存知なのですか？　あまり知られていない曲だとお母さまが……」

「あ──いや。それはな」

　慌あわててハリスは適当な理由を探した。

「一流の吟遊詩人たる者、ありとあらゆる楽曲に通じておらねばならんのだよ」

「なるほど」

　少々動どう揺ようが声に出ていた様な気もするが、素す直なおに納得したらしくラクウェルもシャノンも特にそれ以上の追求はしてこなかった。

「ではまず……」

　そう言いながらハリスは『星々に捧ぐ祝賛歌』を弾き始める。ラクウェルもすぐに彼に合わせてリュートを鳴らし始めた。ハリスはラクウェルに『いいぞ』と頷うなずいて見せてからその隣となりのシャノンに視線を移した。

「シャノン、お前さんから」

「……え？　俺？」

　一いつ瞬しゆんながらも躊躇ためらったのはさすがに恥はずかしかったからか。

　しかしシャノンはすぐに意を決した様子で、姿し勢せいを正し、伸びやかな声を上げて歌い始めた。

　──満天の星々に感かん謝しやを

　　　地にあふるる花々に感謝を──





「──いってらっしゃい」

　連れだって出かける子供達三人の背中にそう声をかけてから、キャロルは首を傾かしげた。

　どうも子供達の行動がおかしい。

　ここ数日──シャノン達は何かと時間を見つけては何ど処こかに出で掛かけるようになっていた。特に非行の類たぐいに走っている様子もないので、細かく問い質ただしたりはしていないのだが──はてさて一体何処で何をしているのか。

　キャロルはシャノン達の姿が見えなくなってから、おもむろに家の側に群ぐん生せいする潅かん木ぼくの方へと向き直り──

「炎の民よ・踊れ」

「──ぐわっ!?」

　溜ため息いきと共に唱となえた連動式起動呪文バツチスペルが起動。

　爆発力により敵の侵しん攻こうを止める能のう動どう防ぼう御ぎよの魔法は、懲こりもせずに子供達の後をつけようとしていたユーマを、物もの陰かげから吹き飛ばした。

　ごろんと目の前に転がってきた夫を呆あきれた表情で見下ろしながらキャロルは言う。

「貴方あなたも懲こりないわね。そんなに子供達の行動が信用できない？」

「いや──」

　ひっくり返ったままの姿勢で鼻の頭を掻かきながらユーマは言う。

「最近は、なんというか……これが癖くせになってきてな」

「炎の民よ・踊れ」

　再度起動した〈炎陣ムスペル〉が、改めてユーマを吹き飛ばす。

　地面をごろごろと転がっていった彼は家の壁かべに当たって停止。痙けい攣れんしつつ伸びた手が、力つきたようにぱたん、と落ちた。

「……やっぱり早まったかしらね、結婚」

　親元を駆かけ落ち同然に出てからというもの、この十年近く──三日に一度は口にし続けてきた台詞せりふを今更ながらに今日もつぶやき、キャロルはため息をついた。





「違う！　そこは半音ずれておるっ！」

　べし、と容よう赦しやなく平手でシャノンのお尻を叩たたくハリス。

「痛いな、もう！」

「口答えは許さん！　ほれ、もう一度！」

　べし、と再び平手が炸さく裂れつ。

「なんで僕ばっかり叩くんだよ！」

「叩きやすい位置におるからだ！」

「おるからだー、おるからだあー」

「あのなあっ！　だあ、もうこんなのやってられるか！」

　シャノンは喚わめいてハリスに突っかかった。別に平手自体はそう痛くはないのだが──剣術修練で父親に模も擬ぎ剣けんでどつかれる方が百倍痛い──だからといって叩かれて嬉うれしい筈はずもない。

「ほほう。そうか。やめるか」

　意味ありげに頷うなずくハリス。

「今までがんばってきたのも全て無む駄だか。可哀かわい想そうにな。お前さんらの母上の誕生日は、きっと地味なものなるであろうなあ。母上はさぞかし寂さびしいであろうなあ。親とはいつも寂しいものよなあ──」

「う……」

　顔をしかめるシャノン。

　よく考えれば別に去年までと同じなのだが、わざとらしい口調でそう言われると、どうにも自分が悪いことをしているような気になってくる。

「やりゃーいいんだろ、やりゃあ！」

「うむ。ではもう一度！」

　更にべし、と平手がシャノンの尻を叩く。

「だからぽんぽん叩くなあっ！」





　……とまあ、いろいろあったわけであるが。

　ハリスの教え方は非常に上う手まかった。

　元々シャノン達に基礎が出来ていたという事もあろうが、ハリスに教わるようになってから六日目にはもう、シャノン達は何とか演奏を形にできるようになっていた。

　ラクウェルがリュートを弾き、シャノンが歌い、パシフィカが跳はね回りながら両手に持った鈴を鳴らす。笛はなくなったが、その分まとまりが出てきたので、曲としての体てい裁さいは整ってきた。

　そして──





　いつもの湖こ畔はん。

　涼すずやかな旋せん律りつに乗って、ぴょんぴょん飛び跳ねる少女。

　その隣となりでは少女の兄が唱うたい、姉がリュートを爪弾いていた。

　ハリスは眼を細めて彼等を眺ながめている。

　恐らく彼からすればシャノン達の演奏は未み熟じゆくもいいところではあるだろう。実際昨日まで彼はああだこうだと口うるさく言ってはシャノンの尻を叩たたいていた。家に帰ってからも各自密かに練習はしているものの、たった一晩でそう上達するものではなかろう。

　だが──

「…………」

　何な故ぜか今日のハリスは何を言うでもなく、むしろ名音楽家の演奏を聴きいているかの様にのんびりとした表情を浮かべて座すわっている。

　やがて曲は滑なめらかに流れ──目立った失敗もなく最後の音を奏かなでて終わった。

　ほっと息をつくシャノン達。

　シャノンとラクウェルは息を詰めてハリスの評価を待った。

　もう時間がない。本番は明日なのだ。今の内に問題のある部分は重点的に練習しておかねばなるまい。

　だが……

「──!?」

　シャノン達に乾いた音が投げ掛かけられる。

　それが拍はく手しゆの音であると気付くのにシャノン達は一いつ瞬しゆんだが時間を要した。

　そして──

「シャノンもラクウェルも、慣れてきた様だな。二人ともなかなか筋すじがよろしい」

　ハリスは柔やわらかな微笑を浮かべながらそう言った。

「…………！」

　シャノンとラクウェルは喜き色しよくの表情を浮かべて互たがいに顔を見合わせた。

　ハリスがはっきりとした褒ほめ言葉を口にしたのはこれが初めてだったからだ。

「パシフィカは？」

　ハリスの前に駆かけ寄り期待満まん面めんの様子でパシフィカがそう尋たずねてくる。

　苦笑を浮かべながらハリスは適当な言葉を探している様だったが──

「パシフィカは……まあ、元気が一番か」

「一番、一番！」

　言いながらちゃかちゃかと鈴を鳴らすパシフィカ。

「まあ、これならもう大だい丈じよう夫ぶだろう。何とか間に合ったな」

「ありがとうございます」

　ラクウェルが子供らしからぬ丁てい寧ねいさで頭を下げる。

　続いてシャノンが跳はね回っていたパシフィカの襟えり首くびをつかんで引き寄せると、二人して頭を下げた。

　礼れい儀ぎ云うん々ぬんというよりも、本当にありがたかったのだ。

　ハリスがいなければ、ここまでやれるようにはならなかっただろう。

　色々叩かれもしたし、理り不ふ尽じんな事も言われた。ハリスは決して優しい教師ではなかったが──しかし今改めて振り返ってみれば、仕事でもあるまいに、この素人しろうと三人によくも辛しん抱ぼう強くつきあってくれたと思う。

「ありがとう、おじさん」

「ありがとーありがとー」

「まあ、こっちとしても愉たのしかった。どういう形であれ、私の技術をほんの一部でも受け継ついでくれる者を遺のこせるのは、喜びだよ」

　それは何なに気げない言い方ではあったが──

「おじさん、弟子とかとらないの？」

　思わずそう尋たずねるシャノン。

　ハリスは苦笑して首を振った。

「昔、一人おったのだがね。私の技術の全てを叩き込もうとしたのだが……これがもうわがままというか、どうしようもない位に、はっちゃけた奴でな。大おお喧げん嘩かの末に出ていってしまいよった。以後、弟子はとっておらん」

　子供の眼から見てもそう言うハリスの姿は──ひどく落らく胆たんしている様に見えた。

「おじさん……」

　どう応じて良いのか分からず戸と惑まどいの表情を浮かべるシャノンに、ハリスは穏おだやかな笑みを見せて言った。

「まあ、それはそれでしょうがない。昔は私もえらく腹をたてたものだが……」

　ハリスは昔せき日じつを懐なつかしむようにして夕暮れ色に染そまる空を見上げた。

「結局、人間は他人の人生に責任を持てない。それが親兄弟でもだ。だからその未来を決めつける権利もない」

「…………」

　シャノンは神しん妙みような気持ちで続くハリスの言葉を待った。

　子供にとっては難むずかし過ぎる話ではあったが──ハリスが何か大事な事を言おうとしている事だけは分かったからだ。

「だからな、シャノン。生きていれば、いつかお前にも選ぶときが来る。一度や二度じゃない。何度もな。その時、お前はお前の信じる事をすればいい。やりたいことをやればいい。それを止める権利は誰にもない。ただし──」

　そう言ってハリスは少年の黒い瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「そういった選せん択たくは誰だれかを傷つける事もある。誰も彼もが幸しあわせになれるなんて魔法はどこにもないんだ」

「…………」

「怒る奴がいる。哀かなしむ者だっている。お前の選択はそういう奴やつ等らの想いを踏ふみにじった上に成り立つんだ。その事だけは忘れてくれるな。だから──それでも胸を張って『俺はこうするんだ』って言えるような選択を、してくれ」

　シャノンはしばしその言葉の意味を考え──

「ごめん。よくわかんないよ」

　とだけ言った。

「ふむ、ちょっと難しかったか。ま、何をどうするにしても、自分で責任をもってやりなさい、という事だよ」

「うん……」

　頷うなずくシャノン。

　正直、ハリスの話は半分も理解出来ていない。だが彼はそれを忘れずに覚えておこうと思った。それはハリスのこの話が大人の立場から見下ろして語られたものではなく、ただ同じ一人の人間から人間へと託たくされた願いであったのだと、心の何ど処こかでは悟さとっていたからかもしれない。

「──ハリスおじさま」

　ラクウェルが声をかける。

「あの、よろしければ明日の母の誕生日、うちにおいでになりませんか？　何もお礼は出来ないのですが、ここまで教えていただいたのですから、せめてご飯だけでも」

　これはラクウェルの思いつきではない。昨晩、三人で話し合って決めた事だ。

　しかし──

「いや──」

　ハリスは首を振った。

「家族水入らずの場にお邪じや魔まする程、無ぶ粋すいではない積もりだよ」

　そういうと、ハリスは腰こしを上げる。

　尻についた土をはたき落としながら、ハリスは立ち上がった。

「ま──何にしろ、お前さん達はよくがんばった。後は母上の前で存分の練習の成果を見せてやれ」

「……うん」

　別べつ離りの気け配はいを察さつしてやや寂さびしげに頷くシャノン。

　その鼻をハリスの指が掴つかんだのは次の瞬しゆん間かんであった。

「ふが!?　ががが！」

　容よう赦しやない上下運動。笑いながらハリスは言った。

「声が小さい！」

「いてえだろ！」

　会ったときと同じようにその指を振り払いながら、シャノンは喚わめく。

「うむ、その意気だ。では最後の授業を終わる」

　そう言ってハリスは自分のリュートをケースに収めると、そのまま振り返る事もなくすたすたと歩み去っていった。

　今までと同じように、あっさりと。

　しかし──

「……ラクウェル」

　ふと思い付いた様にシャノンは言った。

「……何？」

「ハリスのおじさん。前に……ずっと前に、どっかで会った事なかったっけ？」

「あ……実は私もそんな気はしていたの。でも──」

　シャノンもラクウェルも覚えがない。

　一年前か。二年前か。

　あるいは──もっともっと前、物心つく前の事であろうか。

「…………」

　シャノンは無む言ごんでハリスの後ろ姿を見つめる。

　今日ばかりは何な故ぜか……去って行く楽士の背中が、ひどく小さいように見えた。





「──キャロル」

　夫に呼ばれて、キャロルはベッドから身を起こした。

　半日前に立ちくらみを起こしたため、少し横になっていたのだ。

　彼女の場合、体調を崩くずして寝込むのは別に珍めずらしい事ではないのだが、最近はその頻ひん度どが高い。一度詳しよう細さいな診しん察さつと治ち療りようを受けるべきかもしれないが……日々の生活に追われてついつい先延のばしになっているのだ。

「体調は、どうだ？」

「もう、大だい丈じよう夫ぶよ。でもごめんなさい、夕食の用意はお願い」

「うむ」

　ユーマは小さく頷き──そして何を思ったのか、彼はベッドへと歩み寄ると、いきなりキャロルの身体からだをシーツごと抱き上げた。

「ちょっとあなた──何を!?」

　結婚して既すでに十年とはいえ──いや十年も経たって子供達もいるからこそ、小娘の様に抱き上げられるとさすがに恥はずかしさを覚えてしまう。だがユーマは笑いながらも彼女を降ろすことなく、そのまま歩き出した。

「まあまあ──照てれるな照れるな」

　そんな事を言いながらユーマは軽々と妻を運んで階かい下かの食堂へと降りてゆく。

　そして──

「……！」

　居間に運び込まれたキャロルは、目を丸くした。

　食しよく卓たくの上に並べられた、質しつ素そだがたくさんの料理。これは恐らく、ユーマの手によるものだろう。手間のかかる煮に込こみ料理は少なく、焼き料理の数が多い事や、大皿に盛った料理を各々が取り分ける大おお雑ざつ把ぱな形式になっている点が、いかにも彼らしい。

　だが彼女を最も驚おどろかせたのは食卓の向こうに並ならんだ三人の子供達であった。

「あんたたち……？」

　リュートを手にしたラクウェル。

　鈴すずを手にしたパシフィカ。

　二人に挟はさまれながら、顔を真っ赤にして緊きん張ちようしているシャノン。

「俺もついさっき知って驚いたんだがな。いいぞ──シャノン」

　ユーマの声にシャノンは頷うなずき──

　優ゆう美びな旋せん律りつと、元気の良い鈴の音ねと、そしてどこまでも伸のびやかな歌声が、カスール邸にあふれた。





　満まん天てんの星々に感かん謝しやを

　地にあふるる花々に感謝を

　そして我わが最愛の人に祝しゆく福ふくを

　今此こ処こにあなたが在ある事こそが我が喜び

　この時が果てなきことこそ我が望み

　あなたとの出会いを誇ほこりとし

　あなたを愛した事を誇りとし

　声を大にして叫さけぶはあなたの名

　ああ日々に感謝を

　この日々をもたらした天の星々と

　地の花々と

　そしてあなたに祝福を──





　荷物をまとめるのに、意外に時間がかかった。

　リュートと、着き替がえと、その他の細々したものと。楽器の他には大したものなど持ってきていない筈はずなのに、どうも何かを置き忘れているような、そんな気がして何度も何度も部屋を確認してしまった。

　ハリスはそんな自分の行こう為いを苦く笑しよう混じりに振り返ると、部屋を出る。快かい適てきな一週間を提てい供きようしてくれた宿屋の主人に、規定料金よりも二割ほど水増しした金を渡し、宿を出るともう、朝日がすっかり地平線の彼方に昇のぼっていた。

　まだまだほとんどの家々が眠りに包まれているであろう時じ刻こく。ハリスはそっと、宿の主人以外には誰だれにも知られることなく、マヌーリンの街を出ようとしていた。

　だが──

「お久しぶりです」

　無視して通り過ぎようとした相手に──街門の脇わきに立つ男に声をかけられ、ハリスは渋しぶ渋しぶと脚あしを止めた。

　彼が振り返った先に立っているのは筋きん肉にく質しつの大おお柄がらな男が一人。

　ユーマである。

「何も言わずに……会わずに出て行かれるおつもりだったのですか？」

　ユーマは苦笑しながら言った。

　いかつい顔に浮かんでいるのは『しょうがねえな、この親子は』──そんな表情である。

「何を言えと？」

　ハリスは──いや、元もと宮きゆう廷てい楽がく士し・ハリエット・カスールは言った。

「あやつとはとっくに親子の縁えんを切っている。しかも二度だ。宮廷楽士への道を蹴けって魔導士になった時に一度、私の反対を押し切って、傭よう兵へい風ふ情ぜいと駆け落ちした時にもう一度」

「はあ……」

　ユーマが後こう頭とう部ぶを掻かく。

「今回、この街に来たのは、エルマイア妃ひに頼まれて王女の様子を見に来たに過ぎん。跳はね返りのじゃじゃ馬と、得え体たいの知れん元傭兵に、娘を託たくしておられるのだ。その心しん労ろう、いかばかりか──」

「エルマイア妃にはご安心くださるよう、お伝え下さい」

　ユーマは苦笑を深めて言った。

「……ところで、どうして私の事を知った？　一応、見つからぬ様、気を付けていた筈なのだが」

「『星々に捧ぐ祝賛歌』ですよ」

　ユーマは肩を竦すくめて言った。

「何でも、キャロルは最後の繰リりピ返ーしト部分はシャノン達に教えていなかった正式な演奏形式パターンだとかで。素人しろうとに毛の生えた程度のシャノン達が自分で考えつく筈もないですし。そもそも、あの曲を知っている人間は殆ほとんど居ないそうですな。元々はキャロルが生まれた時に貴方あなたが作曲して──」

「分かった。もういい。それ以上喋しやべるな」

　ハリエットは顔をしかめて遮さえぎった。

「で、貴様は何だ。ここで何をしている？　馬鹿親が放ほう蕩とう娘むすめを心配して見に来たとでも思ったか？　それを笑いにでも来たのか？」

「その通りです。わはははははは。やーい、やーい、親馬鹿親父ー」

「…………」

「……冗談です」

　無む言ごんで震ふるえる拳こぶしを振り上げるハリエットに、白々しく真しん摯しな表情を浮かべて見せながらユーマは言った。

「──まあ、なんといいますか。ご挨あい拶さつとお見送りに」

「余よ計けいなお世話だ」

　長々と溜ため息いきをついてハリエットはそう言うと、ユーマの前を通り過ぎて門を抜け、街道へと歩き出した。

　別離の言葉もなければ、再会の約束もない。他人同士がただすれ違うだけのような、そんな素そっ気けない別れ。それが彼等の常ではあった。

　しかし──

　ユーマはため息をついてその背中に声を投げた。

「親というのは、損そんな役回りですな」

「確かにな」

　振り向きはせず……しかしハリエットの声が漂ただよってくる。

「だが最近は……それを誇ほこらしく思えるようにもなってきた」

「…………」

　しばし去ってゆくハリエットの後ろ姿を無言で見送り──そしてユーマは街門の陰かげに視線を向けた。

「……いいのか？」

「いいわよ、別に」

　街門の陰。

　そこに身を潜ひそめていたキャロルは、少女の様にふてくされた表情でそう言った。

「ふむ。ところでキャロル。ここにリュートがあるのだが」

　と、ユーマは傍かたわらに置いてあった袋ふくろからリュートを取り出す。

「一曲演奏願えんか？」

「……ここで？　今？　何を？」

　無む論ろん、聞かずともユーマの要求は分かっていた。分かっていて──しかし敢あえてキャロルは聞いた。

「『星々に捧ぐ祝賛歌』」

　澄すました表情で言うユーマをにらみ、キャロルは言った。

「あなたって昔からそうよね。なんていうか……考え方がべたべた」

「そういうとこに惚ほれたんだろ？」

「我われながら若かったわ」

　ため息をついてそう言うと、キャロルは軽く弦げんを爪つま弾びく。

　朝の冷たい空気の中をその音は優ゆう雅がに駆かけ抜けて行き──





「馬鹿娘が……」

　つぶやくハリエットを包み込むように、やや緩ゆるやかに変調された『星々に捧ぐ祝賛歌』の旋せん律りつが、朝焼けの空に舞った。



　──あなたとの出会いを誇ほこりとし

　　　あなたを愛した事を誇りとし

　　　声を大にして叫さけぶはあなたの名

　　　ああ日々に感かん謝しやを

　　　この日々をもたらした天の星々と

　　　地の花々と

　　　そしてあなたに祝しゆく福ふくを──



    

  
    
      





　手て応ごたえは何ら珍めずらしいものではなかった。

　刃は物ものが皮ひ膚ふを突き破り、肉に突き刺ささり、そして内ない臓ぞうに達してその内の生命いのちそのものを破は壊かいする感かん触しよく。必ひつ殺さつの一いち撃げきは常に同じ。筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい断だん末まつ魔まの感覚が刃やいばを遡さかのぼって掌てに食い込んでくる。

「あ……」

　無む論ろん、人を手にかけるのは初めてではない。

　任務に就ついてからだけでももう三十人は殺している。あの凄せい惨さんな訓練生時代まで含ふくめればもう数え切れない。恐らく三み桁けたにも達しているだろうがそれをいちいち数えて誇ほこる様な趣味はない。

　罪ざい悪あく感かんはない。そんなものが介かい入にゆうする余よ地ちなど彼にはなかった。そのように育てられていた。老ろう若にやく男なん女によ区別する事もなくただただ殺した。

　誰だれを殺しても同じだ。大人も子供も男も女も。いちいち個別の感かん慨がいなど抱く筈はずもない。一面めん識しきさえもない他人を殺すとはつまりそういう事であった。それは任にん務むであり単なる作業でしかない。それは感情などとは無む縁えんの行為であった。

　だから。

　その日もいつもと同じように殺して──それで終わりだった筈なのだ。

　だが──

「ジョ……」

　彼の前に一人の少女がいる。

　ひたすらに平へい凡ぼんな一般人だった。特筆すべき点のない、どこにでもいるような──美しくも醜みにくくもない、ただ少女の一語のみで語れるかのような……それだけの人間。彼にしてみれば任務遂すい行こうの際に生じた取り除のぞくべき夾きよう雑ざつ物ぶつであり、それ以上でもそれ以下でもなかった。

　長い黒くろ髪かみが揺ゆれる。

　華きや奢しやなその体たい躯くの胸むな元もと──二つの膨ふくらみの左側に一本の短剣が深々と突き刺さっていた。

　彼が刺した。

　いつものように──さしたる感かん慨がいもなく。

「……ジョシュア……？」

　その黒い瞳ひとみに彼の姿が映うつっている。

　灰色の外がい套とうに身を包んだ殺人者の姿が。

「わた……し……の……」

　彼女が何を言おうとしていたのか。

　それはもう分からない。永遠に分からない。

　呆ぼう然ぜんと──自分の死が理解できていないかのような表情を固こ着ちやくさせたまま、少女は彼に向けて倒れ込む。だが彼はその身体からだを抱きとめる事もなく……少女は彼の身体にすがるようにしてずるずると崩くずれて行った。

　死んだ。

　いつもの様に──彼が任務を遂行した際の、ごく当たり前の結果として。

　そこまでは確かにいつも通りだったのだ。

　珍めずらしくもない任務。

　目の前の死体。

　そして──

「……………………え？」

　彼は瞬まばたきをしながら足元に倒れた少女の亡なき骸がらを見下ろした。

　手の中には少女の心しん臓ぞうを貫つらぬいた短剣が残っている──いつもと変わらぬ感触と共に。

「……………………え？」

　もう一度彼は呟つぶやいた。

　実を言うとこの少女は今回の任務の標ひよう的てきではない。無関係の他人と言っていい。恐らく標的の娘の友人か何かだろう。たまたま暗殺任務遂行時に現場に居合わせたのが、この少女の不ふ幸こうだった。

　目撃者は全て消す。それがこの任務の遂行条件である。これは最初から決められていた事だ。彼の行為は適切な処しよ置ちである。見ず知らずの者を殺あやめる罪悪感などない。とっくに摩ま耗もうして無くなっている。

　何も問題はない。ない。ない──筈だ。

　なのに……

「どうしたんだ？」

　音もなく階下から登ってきた仲間が尋たずねる。

　必要とあれば彼等は影になりきる事もできる。闇やみに溶とけ、音を殺し、ただ忽こつ然ぜんと標的の側に現れ……そして標的の死し滅めつと同時に当然の如ごとく消える。

「どうしたんだ？」

　返事がないのを訝いぶかしみながら仲間が繰くり返す。

　だが彼は無む言ごん。

　一言の言葉を発するでもなく凍こおり付いたように佇たたずんでいる。

「おい、どうした……？」

　仲間は彼の異常を察したらしい。背を向けたまま動かない彼の横へと回り込んで、その表情を見る。

　彼は──その表情はひどく弛し緩かんしていた。

「……これ……誰だろう……？」

　まるで寝ね惚ぼけたような口調で彼は言う。

「何を言ってる？」

　仲間は眉まゆをひそめて問い質ただした。

　彼も仲間も、今更、女子供を手にかけた事で自分を見失うような人間ではない。仲間は彼が呆ほうけている意味が全く分からなかっただろう。

「誰なんだろう……？」

「知るかよ。──もう時間だ。撤てつ収しゆうするぞ」

　仲間が面めん倒どうくさそうに言う。

　油は別の仲間が既すでに撒まいている筈だ。後は火を放てば全ての証しよう拠こは焼しよう却きやくされ、任務は完了する。その後に起こるであろう政治的なごたごたは彼等の知った事ではない。彼等はただ指示された目標を殺し、あるいは潰つぶすだけの存在である。

　だが……彼は動かない。

　俯うつむき加か減げんに足元の少女を見下ろしたまま、彼は身じろぎさえしようとしなかった。

「おい……おい！」

　仲間は少女の死体を蹴けり飛ばして除よける。

　遺体は既すでに物体そのものといった鈍にぶい音をたてて仰あお向むけになった。

　最も早はや意志の光を宿すことのない硝子ガラス玉だまの様な瞳が無表情に彼を見つめる。だが仲間はそんな骸むくろには露つゆ程の注意も払わず、ただ彼の肩を掴つかんで言った。

「馬鹿か、おまえ。なに死体なんぞに見とれて──」

　ぞぶ。

　鈍にぶい音が仲間の台詞せりふを中断させた。

　仲間は一いつ瞬しゆん呆ほうけた様な表情で自分の腹ふく部ぶを見下ろした。余よ程ほど以外だったのだろう。痛みよりも何よりもまず驚きが勝っていたに違いない。

　仲間の腹部には短剣が突き刺さっていた。

　少女の胸を貫つらぬいたのと同じ武器が、今、その刃を根ね本もとまで仲間の腹に埋うずめている。

　短剣の柄つか頭がしらにつながれた鎖くさりが、仲間の動どう揺ようを代だい弁べんして、じゃらりと揺れた。

「お……おま……え……!?」

「誰だろう……分からないよ……」

　彼は仲間の方を見ていない。彼の視線は少女に固こ定ていされたままだ。

　ただ手だけが別の生き物のように動いて、仲間の腹に短剣を突き刺していた。

「分からないんだよ……」

「こ……この……!?」

　混乱と激げき痛つうに表情を激はげしく歪ゆがめながらも、仲間は自分の武器を──小剣フアルシオンを持つ手を挙げる。

　彼は半なかば放心状態だ。斬り付けるのはひどく簡単な行こう為いに見えた。

　だが……

「げ……ぐけ……!?」

　喉のど元もとにまで跳はね上がってくる激痛に仲間は思わず濁にごった声を漏もらす。

　痛みがせり上がってくる。

　仲間は呻うめきながら再び自分の腹部に視線を降ろした。

　短剣が上昇していた。

　ゆっくりと──だが確実に仲間の腹部を切り裂き大量の血を噴ふき出させながら刃が上へと登って行く。

　上へ。上へ。傷を広げながら──

「や……やめ……」

　懇こん願がんの声が二つに分かれる。

　一気に──信じ難い程の力で跳ね上がった短剣は、腹部から頭頂に向けて切り裂さき、そして解放された。

　仲間が、まるで両開きの扉とびらに施ほどこされた彫ちよう刻こくのように、驚きよう愕がくと怨えん嗟さの表情を左右に開きながら──倒れる。半なかば二つに切り開かれた骸むくろは、ひどく滑こつ稽けいでどこか現実味を欠いていた。人間の死に様としては異常と言う他あるまい。まるでそういう仕掛けが最初から組み込まれていた人形の様にさえ見える。

　一瞬遅れて、これが紛まぎれもない現実であると想い出したかの様に……血と内臓とが、緩ゆるんだ泥どろのように断だん面めんからこぼれ落ちた。

「分からないのに、どうして……僕は……」

　彼はただただ呟つぶやきながら立ち尽つくしていた。

　その蒼あおい瞳ひとみは少女の亡なき骸がらを見つめたままである。一度たりとも彼の眼は、仲間の方を向きはしなかった。その顔には仲間の噴いた血がべっとりと付いていたが、それを気にする様子もない。ひょっとしたら……彼は自分が仲間を殺害した事にさえ、気づいていないのかもしれない。

「どうして……」

　顔を紅い斑まだら模も様ように染めながら、彼は呟く。

　その横顔はひどく凄せい惨さんで、同時にひどく幼くも見えた。

　そして──

「どうして……僕は……」

　幾いくつもの死に満たされた屋や敷しきの中で、殺人者の少年は呟き続けていた。





　悪魔のような男だった。

　冷れい酷こくを通り越して残ざん忍にんでさえあった。

　あの男の計画の犠ぎ牲せいになった子供の数は、恐らく五百人を下るまい。生き残りはたったの四十余よ名めい。素そ質しつがあると判断された上で集められた数である事を思えば、それがいかに熾し烈れつな生存競争であったかが分かろうというものだ。

　だがその結果として、あの男は王国でも屈くつ指しの戦闘力を誇ほこる集団を手に入れた。

　五年に及およぶ徹てつ底てい的てきな戦闘訓練と弱肉強食による峻しゆん別べつ。生き残った少年少女達は、一人で通常兵士一個小隊にも匹ひつ敵てきする戦力と、単独行動の身軽さを併あわせ持つ怪かい物ぶつとなった。

　しかし。

　あの男がその力を実際に使う事は一度としてなかった。あの男がそこまで強力な私兵部隊を組織して何をする積もりだったのかも、結局は分からないままだ。

　ドロモス・バイラッハ男だん爵しやく。

　彼はその戦闘集団〈オブスティネート・アロウ〉と〈クリムゾン・ソード〉の実戦投入を待たずして、死んだ。公式には病死となっているが、毒殺であったとする説もある。敵の多かった人物だけにその説はかなりの信しん憑ぴよう性せいを伴ともなって宮きゆう廷ていや軍の内外で囁ささやかれていた。

　何にせよ──バイラッハ男爵は死亡した。

　そして後には、その目的も定かではない強力無む比ひな人間兵器達が遺のこされたのである。





　闇やみに閃せん光こうが咲さく。

　鋼はがねと鋼の噛かみ合いが生む火花が、闇の中で争う者達の横顔を照らしては、消える。まるで次々と絵かい画がを掲かかげては隠かくすかのように──断だん続ぞく的な一いつ瞬しゆんの情景が、現れては闇に沈む。

　その間を繋つなぐものはない。足音を殺し、息いき遣づかいさえ殺し、その姿さえ闇に溶け込ませながら、全力をもって争う者達。

　彼等が姿を現すのは、互いの武器と武器が打ち合う一瞬のみだ。

　一撃。二撃。三撃。

　幾いく度どとなく火花は咲いて散る。咲いて散り──続ける。決着がつかない。争あらそう者達の実力が伯はく仲ちゆうしているのか、それとも……

「──止め！」

　叫びが闇を震ふるわせる。

　同時に窓という窓を覆おおっていた黒いカーテンが引かれ、室内に光が雪な崩だれ込んできた。

　偽いつわりの暗あん夜やは千ち々ぢに切り裂かれて一瞬にして消しよう滅めつする。ほぼ完全な闇に塗ぬり潰つぶされていた室内の様子が一転して陽光の下に晒さらし出された。

　そこは──殺風景な広間だった。

　何もない。床ゆか。壁かべ。そして天てん井じよう。他にあるのは窓と、そこに付属するカーテンだけである。部屋というより、そこは一定の空間を切り取っただけの箱だった。

　練技場──この広間はそう呼ばれている。

　文字通りに戦闘に関する技を磨みがき術を練り上げる為の、その為だけの場所だ。こうした場所そのものは別に珍めずらしいものではない。軍の施設から市し井せいの格かく闘とう技ぎ道場まで質や種類を問わねば無数に存在する。

　ただし……この場を通常の訓練施設と同様に考えるのは大きな間違いだろう。

　実を言えばこの訓練施設の基本的な規き模ぼや構こう造ぞうは、ラインヴァン軍が定めた規格に準じゆんじたものだ。

　この練技場がそれらの標準的な訓練施設と明らかに異ことなる点は、床にも壁にも衝撃吸収の為のマットが一枚もない事であった。床に敷しき詰つめられているのは路ろ面めんと同じく石いし畳だたみであり壁は煉れん瓦ががむき出しになっている。

　投げられて受け身をしくじれば、簡単に骨こつ折せつするだろう。そもそも固い地面に倒れるという事は中ちゆう途と半はん端ぱな拳けん打だを受けるよりも遥はるかに危険性が高い。打ち所が悪ければそのまま死に至るだろう。だからこそマットは必要なのだ。

　だが──利用者の身体的安全に対する配はい慮りよが、ここには全くなかった。

　死ねばそこまで。

　その程度の人間だったという事。

　恐ろしい程の割り切りが、この場を造つくったのだろう。だが、それに対して今更に不満を感じる者など、練技場利用者の中には一人として居なかった。

　今……練技場の中央には二つの人影がある。

　その手に握にぎるのは共に長剣。

　訓練用として用意されたものだが、重さも造りも実戦用と同じだ。布も巻かれていない。さすがに刃は落とされているが、それでも技が入れば骨は砕くだけるし、刃は筋すじさえ立っていれば斬きれる事もある。

　訓練──その語の持つ甘さを根こん本ぽん的てきに欠いた事実上の実戦。問もん答どう無む用ようの潰つぶし合い。ここで行われているのは、それだった。

「……すごいね」

　右側の──栗くり色いろの髪かみの少年が言う。

　非常に美しい少年といえるだろう。貴族的な隙すきのない顔立ちに、何か刃物のような鋭するどさを秘めた容よう貌ぼう。繊せん細さいなその姿はある種の硝子ガラス人にん形ぎようをも想わせる。

　この少年が常人などは及びもつかぬ屈くつ強きような兵士なのだと告げられても、即そく座ざに信じ得る者はごく少数だろう。

「そうかな」

　対するのは金きん髪ぱつの少年だ。

　美しいという意味ではこちらも相当なものだ。つぶらな瞳と滑なめらかに伸びる鼻はな筋すじは、計算に計算を重ねて造られた、優ゆう美びな仮面のようである。

　穏おだやかな表情をしている。微笑もよく似合う。だが、その裏側に潜ひそんでいる鋭するどいものが、ほんの少し透すけて見えている……そんな雰ふん囲い気き。

「さすがに──」

　わずかな距離を隔へだてて向かい合う二人の少年。

　細かい容姿は無論違うのだが──この二人には何処か非常に似に通かよった雰囲気があった。

「『最強』といわれるだけある」

　皮肉でも世せ辞じでもない。

　栗色の髪の少年の声には、素直な感かん嘆たんの響ひびきが合った。

「それでも三本に一本は君に殺とられるよ」

　そう言って金髪の少年は肩を竦すくめた。こちらにも謙けん遜そんの響きはない。ただ事実を事実として確認し合っている──それだけの事だ。

「それでも三本に一本さ。二本は僕が負ける」

　栗色の髪の少年は左手で首筋に触ふれた。肩と首との境さかい目め──そこに薄うすくではあるが血が滲にじんでいた。

「紙一重で防ふせいだ積もりだったんだけどね……」

　たかが紙一重。されど紙一重。

　刃の無い模も擬ぎ剣けんでこの結果だ。これが、もし刃の付いた実剣であるならば……致ち命めい的てきではないにしろ、相当な出血を伴ともなう傷となっていたであろう。

「数字の上ではね。でもその一本が最初に来ないとも限らないよ」

　殺し合いに次はない。もし──という可能性を論じる事も意味がない。死という現実は論議を越こえたところに厳げん然ぜんと存在する。まだ十代半ばという年齢ながら彼等の語っているのはそういう世界の理ことわりであった。

「文字通りに『最強』というなら、『もし』なんて言葉が介かい入にゆうできてはならないんだよ。違うかい？」

「三本ともとるって？　欲よくが深いね」

　そう言いながらも栗色の髪の少年は笑う。

　分かっている。金髪の少年の気持ちは非常によく分かる。彼等にとって、強くある事は存在理由であり、存在価値であり、生きる目的そのものであったから。

　だから彼等はより強い事を志し向こうする。生きている限りにおいて、より高い戦闘力を目指して技術を磨みがく。そのためなら、他の如い何かなる物事をも犠ぎ牲せいとして省かえりみない。

「まあね」

　金髪の少年も笑みを返す。

「ジョシュア対クリストファ、想定状況『暗夜ブラインド』──第二戦、用意！」

　それまで練技場の端はしで黙だまって二人を見み据すえていた教官が、声を上げる。

　二人は改めて武器を構えて戦闘態勢をとった。

　金髪の少年──ジョシュア。

　栗色の髪の少年──クリストファ。

　この時、共にわずか十一歳。

　歴れき戦せんの兵士にも匹ひつ敵てきする戦闘力をその成長しきらぬ体に詰つめ込んだ少年達。人の姿をした最強兵器たる事を己おのれに課して……疑うたがわぬ子供達。

　カーテンが引かれる。再び仮かり初そめの闇やみが彼等を覆おおう。

　そして──





　闇を無ぶ遠えん慮りよな声が叩いた。

「──クリス！　起き床しようしなさい！　クリストファ・アーマライト！」

　追つい憶おくの夢が揺ゆらいで消える。

　それを惜おしいとは思わなかったが──

「起きろ、クリス！　クリ坊！　クリクリ！」

　彼は──クリストファはゆっくりと眼を開ける。

　白くまばゆい視界の中で、枯葉色の長い髪かみをした少女が、腕うでを組んで立っていた。

　やや痩やせ気味で女としての柔やわらかさはあまり望めそうにないが、その反面で、奇妙に余よ裕ゆうと愛あい敬きようのある顔立ちをしている。

　ファファル・アーマライト。

　それがこの少女の名前だ。

　クリストファと同じアーマライト姓だが、別に血がつながっている訳ではない。

　共食いの様な訓練を終え、〈オブスティネート・アロウ〉に正式採用された特務戦技兵には、等ひとしくアーマライト姓が与えられる。それは名前というより、一種の『品質保証』であった。

「ようやく起きたね、クリス」

　ファファルは呆あきれたような口く調ちようで言った。

　彼女もクリストファと同じ十三歳のはずだ。ただ、精神的に早そう熟じゆくなのか、むしろ未熟さの裏返しなのか──とにかくクリストファに対して、この少女は姉のような振る舞いを示す。確かに特務戦技兵への正式採用の時期としては、半年ばかり先せん輩ぱいではあるのだが──

「君ね。特務戦技兵がよくもまあ、そんなにぐーすか寝れるもんだわ。思わずちょっくら寝ね首くびかいてやろうかとか思ったわよ」

　いつの間に手にしていたのやら……くるくると手の中で短剣を回しながらファファルが言う。短剣はこの部屋──クリストファの個室にあったものだ。ファファルにその気があれば確かにクリストファは為なす術すべもなく殺害されていたかもしれない。

　だが──

「──クリス？」

　反応のないクリストファを訝いぶかしんでファファルは声を掛ける。ついでに左手を彼の目の前で広げて上下に振ってみたりもした。

「起きてる？」

「……夢を見てたよ」

　ぼんやりとクリストファが言った。



    

  
    
      「昔の夢。訓練生時代の──」

「ふうん」

　ファファルは興味を示さず、ただ何かを待っているような様子でクリストファを見詰めている。クリストファは何度か瞬まばたきし──そして彼女が待っているものを悟さとった。

「おはよう、ファファル」

　ベッドから身を起こしながら言うクリストファ。ファファルは短く頷うなずいて短剣をベッド脇わきの机に置くと、両手を腰こしに当てて告げた。

「よろしい」

「ところで──」

　言いながらクリストファは欠伸あくびをかみ殺す。

「君が僕の個室にまでわざわざ乱らん入にゆうしてきて、安眠を妨ぼう害がいした理由について、説明を受けたいのだけれど」

「夜よ這ばいン」

「今、朝だよ」

　クリストファは即そく答とうした。

「少しは動どう揺ようしなさいよ。普ふ通つうなら煩ぼん悩のうもてあましてるよーな年頃なんだからさ。ま──それはともかく〈バロネス〉が呼んでるよ」

「……僕はまだ第三種待機期間中なんだけど」

　クリストファは部屋の戸口に貼り付けてある待機種別表を見ながら言った。

　第三種待機期間、などともっともらしい言葉を使っているが、実質は単なる休暇である。クリストファは昨夜遅おそく、任務を一つこなして、帰ってきたばかりなのだ。ベッドに潜もぐり込んでからまだ四時間も経たっていない。

「『至急』って言われたの。この意味が分かる程度には、眼、醒さめてるよね？」

「……分かった。すぐ行くよ」

　そう言うとクリストファはベッドから降りた。





〈クウィーバ〉。

　ラインヴァン王国軍第五特殊部隊〈オブスティネート・アロウ〉の兵士達にあてがわれているのは、そう呼ばれる屋や敷しきだった。

　元々は部隊の創設者たるバイラッハ男だん爵しやくの所しよ有ゆうしていた邸てい宅たくの一つだ。

　一般兵士用宿舎と違い、部屋は全て個室、しかも貴族の屋敷らしく贅ぜいを凝こらした造つくりにはなっている。狭せまい部屋の三段ベッドに、まるで在庫商品の如ごとく押し込まれる一般兵士達からすれば、とても恵めぐまれた環境と言えるが……それを喜んだり尊んだりするような人間は、此こ処こにはいない。

　此処にいるのはただ、己おのれの身に備そなわった戦闘能力の高さにのみ価値を見出す少年少女達だけだ。彼等に一般的な人間の価か値ち観かんや常識など通用しないし、当てはめても意味がない。

　最も高効率の兵器たる事を望まれ、自らも望んだ者達の住まう館やかた。

　それがこの〈クウィーバ〉なのである。

　そしてその屋敷の最奥。

　背骨のように屋敷を貫つらぬく廊ろう下かの突き当たりに、〈バロネス〉の部屋はある。

「……彼が脱だつ走そうしたわ」

　黒く大きな執しつ務む机の向こうでクリストファ達の上官──〈バロネス〉が言った。

　本名アイリス・バイラッハ。

　特殊部隊〈オブスティネート・アロウ〉及および〈クリムゾン・ソード〉を創設し、クリストファ達を比ひ類るい無なき殺人兵器に仕立て上げた〈冷血男爵〉ドロモス・バイラッハ──〈男バ爵ロ夫ネ人ス〉はその呼こ称しよう通り彼の妻であり、そして現在は遺のこされた二つの特殊部隊を統とう括かつする指揮官でもある。

　小さな眼鏡めがねと大きく結ゆい上げた黒くろ髪かみが彼女の姿を特とく徴ちよう的てきに見せている。いかにも貴族的な上品さと派は手でさを併へい存ぞんさせている初老の婦人だが……ただそれだけの人間でない事は、特務戦技兵であれば誰もが知っている。

「脱走？」

　問い質ただすのは──彼女の正面に立つクリストファである。

　彼は意味不明の単語を聞かされたように、眼を瞬まばたかせて言った。

「ジョシュアが……ですか？」

「任務遂すい行こう中、一緒に行動していたギリアンとミュシャを殺してね。原因は不明」

〈バロネス〉は溜ため息をつくように言った。

「ジョシュアが……？」

　はっきりとそう告げられてもなお、信じられないといった表情を浮かべてクリストファはその名前を繰くり返した。

　ジョシュア・アーマライト。

　彼は『最強』と呼ばれた特務戦技兵だ。

　少なくとも訓練時の成績や、実際の任務遂行率から計はかれば、彼以上の実績を持つ者はいない。

　実のところ、クリストファも相当な使い手である自じ負ふはある。〈オブスティネート・アロウ〉の中においても屈くつ指しの実力を誇ほこる立場に彼はいた。

　しかしジョシュアは明らかに頭一つ分、クリストファよりも抜きん出た実力の持ち主であった。相手がジョシュアである場合、結局、クリストファは訓練では夢の中の回想通り、三本に一本という勝率を変える事はできなかったからだ。

　強さこそが全てという特務戦技兵達の中にあって、ジョシュアは文字通り頂点に君くん臨りんしていた。それは彼等にとって最高の栄えい誉よであり、幸福であった筈なのだ。

　そんなジョシュアが──どうして脱走などをしたのか。

「他の特務戦技兵では彼の処しよ分ぶんは無理」

〈バロネス〉は言った。

　処分。壊こわれた兵器は処分される。処分とは即すなわち廃はい棄きであり、それはクリストファ達にとって破は壊かいの同義語であった。

「だから君に頼たのみたいのよ、クリス。訓練成績を見る限り、彼とまともに渡り合えたのは君くらいのものだから」

「三本に一本しかとれませんでしたよ。まして訓練と実戦は違います」

　クリストファは肩を竦すくめて言った。自じ嘲ちようでも何でもない。事実だ。

「そうね。訓練と実戦は違うわ。三本の内の一本目が最初に来る事だってあり得る」

「…………確かに」

「無論、複数の特務戦技兵を投入するのも手だけれど……あまり動く人数が多いと、どこからか嗅かぎ付けてくる連れん中ちゆうもいるでしょう。

　本来であれば、彼の特務戦技兵としての身分を公式剥はく奪だつの上、軍法会議にかけるべきなんでしょうけども、下へ手たに事が公おおやけになると面めん倒どうな事になるわ。

　知ってるでしょうけど……元々非公開部隊である〈オブスティネート・アロウ〉には、軍の一部からも風当りが強いのよ。やれ『虐殺人形部隊ジエノサイド・ドールズ』だの『吸血軍団ブラツドサツカー・バタリオン』だの」

「事実、その通りですからね」

　平然とクリストファが言う。

　ラインヴァン王国はここ十数年、戦争らしい戦争を行っていない。故ゆえに一部の古こ参さん兵へいを除いて現在軍の大半を占しめる兵士達は、人を殺した事のない者ばかりである。彼等の目から見れば〈オブスティネート・アロウ〉は忌いまわしき殺人狂の集団なのだろう。

　だがクリストファ達にしてみれば、実戦を知らず、ままごとの様な軍事訓練をただ重ねているだけの『綺き麗れいな』兵隊達にどれほどの存在意義があるのか甚はなはだ疑問ではあった。有事の際には真っ先に逃げ出すか、さもなくば恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいってろくな作戦行動もとれないにちがいない。

「だからって開き直るわけにもいかないのが軍人の辛つらいところよ。とにかく、できれば内密の内に彼を処しよ分ぶんできるのが理想だけれど……それが無理でも、『狩る』側に回る事で、彼があくまで例外であり、〈オブスティネート・アロウ〉や〈クリムゾン・ソード〉が制せい御ぎよ不能な殺人狂の集団ではないという事を、見せておきたいのよ」

「なるほど」

　クリストファは頷うなずく。

　つまりは昨日までの仲間を暗殺してこいという命令であるのだが──〈バロネス〉の立場と考え方からすれば、至し極ごく当然の結論だ。クリストファとしても特に異い論ろんはない。仲間殺しに躊躇ためらいを覚える様な繊せん細さいさを持ち合わせていては、あの地獄の如ごとき訓練所を生きて出る事など出来なかったろう。

「任務の背景は理解できたわね……では具ぐ体たい的てきな話に入りましょうか」

　机の上に資料を広げながら、〈バロネス〉は言った。





　少年は暗がりで独ひとり武器を磨みがいていた。

　酷こく使ししている訳でもないが、暇ひまがあると彼は武器の手入れをする。些さ細さいな武器の状態差が勝敗を分ける戦いもあるのだと、彼は何度も何度も教え込まれた。

　だから、武器の手入れは彼にとってほとんど無意識の内に実行できる作業だった。心がどれだけ乱れていても、彼の両手は自動的に動いて所しよ定ていの作業を行う。そういう風に彼は訓練──いや調教されていた。

「……僕は……」

　暗闇に向かって無意味に視線を注そそぎながら少年はつぶやく。

「何のために……」

　無論、その言葉を聞く者はいない。少年の潜ひそんでいるのは空あき家やである。

　長い歴史を持つ王都ザウエルにおいては、大だい規き模ぼな区画整理が行われたのも一度や二度ではない。その際にできた区画の狭はざ間まや、権利関係が複雑化したために放置してある区画というものもあり……そこには何軒かの家屋が、住む者もないままに残っているのだ。

　これらの場所は少しでも王都の事情に通じた者ならば、簡単に見つける事ができる。

「僕は……っ！」

　脳のう裏りをかすめる情景。遠い遠い日々の幻まぼろし。

（……じゃあ約束、よ）

（うん！）

　木こ漏もれ日の中で交わされた約束。

　果たされる事のなかった約束。

（強くなって、誰よりも強くなって、ずっとずっと、僕が守ってあげるよ──）

　あの笑顔。彼の言葉に、はにかみながらも微笑ほほえんだ幼い少女の顔。

　それがひび割れて行く。

　激げき烈れつな訓練の日々が彼女の笑顔を削けずり取り、虚きよ無むに変えて行く。

　そして。

　強く。強く。どこまでも強く。

　その想いだけが残る。手段と目的が入れ替わる。

　やすりのような訓練の日々。自じ我がさえもが曖あい昧まいになるほどの疲ひ労ろうと苦痛。その中で削られて行く感性と記憶。

　より強く。さらに強く。もっと強く。

　効率よく確実に殺す。誰だれであろうと躊ちゆう躇ちよなく殺す。如い何かなる状況においても怯ひるむ事なく殺す。全ての障しよう害がいを乗り越えて絶対に殺す。

　そのために。そのために。そのために。

　消えて行く少女の笑顔。削られ、研とぎ澄すまされて行く自分。

　広がる暗闇。

　無意味の……暗闇。

「ああ……」

　少年は悲鳴とも溜ため息いきともつかぬ声を漏もらす。

　今更、父と母を恨うらむまい。

　彼等が何を思って我が子をバイラッハ男だん爵しやくに売ったのか──それはもうどうでもいい。何の感かん慨がいも湧わかない。名前どころか彼等の顔すらもう思い出せなくなっているのだ。あの任務さえなければ、自分にも両親という存在が居た事実さえ忘れたままだったろう。

　けれど。

　あの少女。幼なじみ。

　五年の歳さい月げつを経へて──それでも彼の名を覚えていた少女。彼の名を呼んだ約束の人。

「僕は……」

　思い出せない。

　彼女の名前がどうしても思い出せない。

　ひどく歯がゆい。焦あせりだけが脳のうを焼く。

「思い出せないよ……！」

　だが……そんな彼の内心とは裏うら腹はらに、両手は黙もく々もくと武器の手入れを続けていた。まるで彼とは別個の生物であるかのように。

「僕は……僕は……」

　人間兵器は泣かない。

　泣く必要がないから。だから泣けない。泣く事を教わっていない。その心に叩たたき込まれたのは、ただ──ありとあらゆる感情を越えて、最強たらんとする志し向こうのみ。

　だがそれは──

「何のために……」

〈オブスティネート・アロウ〉最強と呼ばれた少年の精神と身体からだには、決定的な亀き裂れつが生じていた。





　午後の王都。

　その東部区画に位置する繁はん華か街がいの片かた隅すみ──道に置かれた公共のベンチに、クリストファはぼんやりと座すわっていた。

　平日の昼間という事もあって、混み合っているという程ではないが……さすがに王都でも一、二を争う規模の商店通りは、人通りが途と切ぎれる事はない。親子連れ、恋人同士、友人同士、その他諸もろ々もろ。老若男女様々な人間がクリストファの前を行き交かう。

　平へい凡ぼんで平和な光景だ。

　どうしようもない位に他た愛あいない事で彼等は笑い、怒いかり、喜び、悲しみ……そうしてクリストファの前を通り過ぎて行く。

　そこはクリストファからは最も縁えん遠どおい世界とも言えた。

　それはすぐ目の前に在りながら、遥はるか彼方かなたの蜃しん気き楼ろうのように……現実味がなかった。

　特務戦技兵は街に馴な染じまない。馴染めない。

　徹てつ底ていして強さだけに特化した彼等は、根本的に常人と違うのだ。物心付いた時より、一般社会から隔かく離りされ、特殊環境下で血みどろの訓練を行ってきた彼等にとって、街は決して安あん息そくの場ではなく、不ふ可か解かいな異世界に過ぎない。任務でそこへ赴おもむく事はあっても、そこに同化はできない。浮いてしまう。そこへ逃げ込む意味がない。彼等は一般社会にとって永遠の異い邦ほう人じんだった。

　その事をクリストファは知っている。〈バロネス〉もファファルや他の特務戦技兵達も知っている。ジョシュアも当然、心得ていたろう。

　ならば何な故ぜ──

「さて、どうしようか……」

　正直言ってクリストファは困こまり果てていた。

　彼は捜そう査さ向きではない。壊こわし潰つぶしが彼の専門だ。〈執拗な矢オブステイネート・アロウ〉の名の示す通り、目標を定められれば地の果てまでも追ってそれを刺さし殺すのが彼の専門だが……そもそも照しよう準じゆんを定めるべき目標の位置が分からないのでは動きようがない。

　無論、〈バロネス〉からジョシュアに関する資料は与えられているし、彼の行動予測もたてられている。だがそれでも圧あつ倒とう的てきに少ない情報の中で彼を追うのは困こん難なんだった。

　まして……相手は同じ特務戦技兵、しかも最強と呼ばれたジョシュアだ。

　クリストファとしては、彼が何を考え、何を思って行動しているのか──それを推すい測そくとしてでも把は握あくしておきたかった。何も知らずに闘たたかうにしては、ジョシュアは強すぎる。

　そんな事を考えていると……

「ごめん。待った？」

　かけられた声に振り返ると──そこにはファファルが立っていた。

　一いつ瞬しゆん、クリストファは言葉に詰つまり……そして笑顔を作ると、ファファルと同様に白々しくも甘ったるい声で言った。

「いや、全然。今来たところ」

　言葉に詰まったのは……一瞬ながら目の前に立つ少女が誰か分からなかったからだ。

　いや、近づいてくるのがファファルだという事は気け配はいで知っていたが、それが目の前の少女の姿と合がつ致ちしなかったのである。

「……何？」

　ファファルが声を落としながらベンチに腰こし掛かける。

「そういや私服姿は初めて見るね」

「見とれた？」

　ファファルはわざとらしく──あらかじめ予定されていた通り、傍はた目めからは幼い恋人同士に見える様に──身体からだをクリストファに擦すり寄せながら、笑った。

　薄うす手での茶色いコートに、白いセーター、そして長い髪かみを後こう頭とう部ぶで束たばねる白いリボン。地味だが清せい楚そな装よそおいである。無論、普ふ段だん、〈クウィーバ〉で着ている特務戦技兵の制服と比べれば、遥はるかに華はなやかなのだが。

「単に珍めずらしい、と思っただけだけど」

「あっそ」

　つまらなさそうに言ってファファルは折りたたまれた一枚の紙を懐ふところから取り出して、クリストファに渡した。

「読後要焼却ユア・アイズ・オンリー──了りよう解かい？」

「了解。で──何なの？」

　その場で読むような真ま似ねはせず、クリストファはそのまま紙を懐に入れる。

「ジョシュアの行動に関する予知。詳くわしい中身は私も知らされてないけど」

「予測資料はもらったよ？」

「予知。予測じゃなくて」

「……占うらないでもしたかな？」

「かもね。〈クリムゾン・ソード〉の連中を呼び出してたみたいだけど」

　ファファルは肩を竦すくめて言った。

　同じ〈バロネス〉配はい下かにありながら、〈オブスティネート・アロウ〉と〈クリムゾン・ソード〉に相そう互ごの交流はなく、その能力もお互いに知らされてはいない。まして〈クリムゾン・ソード〉は滅めつ多たに実戦に投入される事がないため、その正体はクリストファ達にも見当が付いていなかった。

　ただ、クリストファ達とは別の方向から戦闘能力を追求した集団であるという事は、噂うわさに聞いた事がある。

「まあ、他に資料がないよりはましかな。正直、どうしようか困ってたんだ」

「唯ゆい一いつ、ジョシュアと渡り合えた使い手が何をおっしゃいますやら」

　ファファルが笑いながら言う。

「…………」

　ふと──クリストファは改あらためて傍らの少女を眺ながめた。

「何よ。ボクに惚ほれた？」

　気楽に笑ってファファルが言う。

　ある意味でこの少女は、特務戦技兵の中でも特別だった。

　その力量に目立った点はないのだが、どこか──何かを吹っ切ったような、飄ひよう々ひようとした言げん動どうが目立つ。無論、それが彼女の本性とは限らないが……とにかく何か、他の特務戦技兵達のように、張り詰めた気配がない。

「君達、よく似てるよ。いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくって風なくせに、変に生き真ま面じ目めなとことか。自分がジョシュアの立場になったと考えてみたら案外、楽に推測もつくんじゃない？」

「似てる？　似てるかな」

　クリストファ本人にしてみれば意外な言葉ではあった。

「何となくね。案外、その似てる部分が強さの秘密なのかもしれないけど。ボクはとっくに君達に追いつく努力は放ほう棄きしちゃったけどね」

「……そうなの？」

　強くある事は特務戦技兵の絶対条件だ。

　それはある種の強きよう迫はく観かん念ねんといってもいい。

　彼等は弱い自分に価値を認めない。弱い自分を許せない。だから、彼等は自分よりも強い者の背中を追う。是ぜが非ひでもそこに追いつくために。

　だが──

「なんていうか。馬鹿馬鹿しくなっちゃって」

「何が？」

「全部」

　あっけらかんとファファルは言った。

「クリス。君は強いよね。これからもっと強くなると思う。でもさ──強くなってどうすんの？」

「……どうするって」

　クリストファは返答に困った。

　彼にとって強くある事は呼吸するのと同じ事だった。疑問を差し挟はさむ余よ地ちなどない、当然の事であった。

　だがファファルにとっては──同じ特務戦技兵である筈はずの彼女にとっては違うらしい。

「別に強くなくてもいいかな、なんて思ったり。強くなりたい理由が特にあるわけじゃないしね」

「それは……しかし、強くなければ任にん務むも遂すい行こうできないし、途と中ちゆうで命を落とすかもしれないじゃないか」

「それがどうかしたの？」

　苦く笑しようしながらファファルが言った。

「死ぬ事なんて誰だれも恐おそれてないよ、特務戦技兵はね。ボク達には何もないもの。今この瞬しゆん間かんに死んだとして……君、何か不ふ都つ合ごうな事でもあるの？」

「……それは」

　問われれば──確かにない。

　何かやり残した事がある訳わけではない。離はなれ難がたい知ち己きがいる訳でもない。今この瞬間に自分が消しよう滅めつしたとしても──それを悔くやむべき理由は特にない。

　ただ強く在る事。その事にのみ価値を見出してきた彼等にとって、死は単なる結果の一つに過ぎなかった。

「なんかさあ。それ考えると、妙みように馬鹿馬鹿しくなっちゃって。結局、何のためにボク達、強くなろうとしてたのかなあ、とか思っちゃうわけよ」

「…………」

　クリストファは答えない。答えられない。

　そんな疑問──考えた事もなかった。

「だからって他にボク達の生きて行く場所なんてないけどね。取とり柄えっていえば人殺しの技術だけだし。だからまあ、ボクは適てき当とうにする事にしたの」

「君は……変わってるね」

「そう？」

　ファファルは初めて童どう女じよの如ごとき素す直なおな笑顔を示すと、話は終わったとでも言うように、ベンチから立ち上がった。

「ま、がんばって。ボクは折せつ角かくだから、ちょっと街を見物して帰るね」

「……分かった」

「じゃあね」

　ファファルはそうしてクリストファに背を向けると、通りの向こうへと消えていった。

　その姿は……街の中に違い和わ感かんなく溶とけ込こんでいるように、クリストファには見えた。

　強さへの飽あくなき志し向こうを放ほう棄きして──しかしそれでもなお、彼女にはある種の力強さが見えるような気がした。

「何のために……何のために、か」

　クリストファは呟つぶやく。

　分からない。分からないままに──彼は懐ふところから紙を取り出し、読み始めた。





　予感はあった。

　強く在あろうとする事はある意味で簡かん単たんだ。それは方向であり、目的になり得る。その事だけを考えていればいい。他の事を省かえりみず、悩なやむこともなく、ただ邁まい進しんすればいい。それはとても、楽な事だった。

　だが。

　強く在り続ける事は難しい。その先に意味を見つけるのは、難しい。とても難しい。

　頂上にまで辿たどり着いた時点で、山を登らんとする者はその目的を失うしなう。その先は──ない。虚きよ無むが頭上からのしかかるだけ。

　だから。

　強い者はいつの日にも倒たおされる宿命さだめを負おう。

　より強い者に──ではない。

　強く在る事に疑問を持たない者に。

　だから……

「……来たね」

　王都ザウエルは眠らない。

　建国以来数千年の時を数える古都でありながら、今なおラインヴァンの政治・経済・文化の中心たる街。新しん陳ちん代たい謝しやにも似た大小様々な変へん革かく──変革という名の破壊と創そう造ぞうを繰くり返すこの街は、決して眠らない。

　港は朝日も満足に出ぬ内から騒そう然ぜんたる空気に包つつまれるし、歓かん楽らく街がいはそもそも日が暮れてからが商売時間である。武器や盗とう品ひん、麻薬の密売は昼ちゆう夜やを問わず人々の生活の間かん隙げきに潜ひそみ、それを追う官憲組織もまた、休む事なく動きつづける。

　しかし……それでもこの巨大な街には、宿しゆく命めい的てきによどみのような場所が生しようじる。どれだけ巨大な河であろうと、むしろその巨大さゆえに、どこかに流れから取り残される止し水すい域いきがあるように。

　そして。

　そこは時に──平へい凡ぼんな社会に馴な染じむ事のできない異い端たん者しや達の、孤こ独どくな戦場となる。

「やっぱり君が来たか」

　ジョシュアは──どこか憔しよう悴すいした表情で、薄うす暗ぐらい街路の奥おくを見詰めた。

「──クリス」

「ジョシュア。一つ聞きたいんだ」

　クリストファは外がい套とうのボタンを外はずしながら言った。

「何だい？」

「何な故ぜ、脱走したの？」

　ジョシュアは目を瞬まばたかせた。

　まるで自分が脱走したのだという事実を今始めて知らされたかのように。

　そして──

「……思い出せないんだ」

　短い逡しゆん巡じゆんの後──ジョシュアは弱々しく笑って言った。

「……何だって？」

「僕があの任にん務むで殺した女の子。あの子の名前が……どうしても思い出せないんだ……」

「何を言ってるんだ？」

　クリストファは困こん惑わくする。

　だがクリストファの様子になどさして関心を払はらうそぶりも見せず、ジョシュアは他人には意味不明の言葉を淡たん々たんと呟つぶやき続けた。

「僕はね……守ってあげるよって言ったんだ……ずっとずっと守ってあげるよって……あの子、すごく泣き虫で……僕よりも三つもお姉さんのくせに……いつもいつもつまんない事で泣いてて……」

　だから彼は強くなろうと思った。

　誰だれよりも強くなって、あの子の側そばでずっと守ってあげるために。そのために彼は強くなろうと思った。

　五歳の少年の決意。

　けれど──運命は容よう赦しやなく幼い二人を引き裂さいた。少年は意識さえも混こん濁だくするような激げき烈れつな訓練の中で、日々強さを増して行った。五人に一人しか生き残れない地じ獄ごくのような世界で、彼はそれでも生き残った。

　けれど。

　そのために彼はごっそりと何かを失うしなっていた。それとは気づかずに幾いくつもの大切なものを捨て去ってきたのだ。

　それに気づかずにいられたら──今のジョシュアは痛つう切せつにそう思う。

　気づかずにいられたら、彼はそのまま生きていけたろう。

　だが……

「僕は忘れたのに……忘れてしまってたのに……あの子は覚えてたんだ、僕の名前……最さい期ごに僕の名前、呼んでくれたよ……僕はもう思い出すこともなかったのに……どうして強くなりたかったかも、思い出せなくなっていたのに……強くなったのに、誰よりも強くなったはずなのに!!　今ならあの子をどんな事からでも守ってあげられるのに！」

　ジョシュアの慟どう哭こくが闇やみの中に響ひびく。

　彼は気づいた。気づいてしまった。

　運命は残ざん酷こくだ。どうしようもない程に悪意に満ちている。それは幼い恋人達を引き裂いただけでは飽あき足らず──最悪の形で再会させてしまった。

「僕は、自分が殺してしまったあの子の名前さえ……思い出せないんだよ……！」

　涙は出ない。泣く事さえ彼は棄すててきた。

　だから──彼は自分が殺したあの子のために泣く事もできなかった。

　最強の人間兵器。

　強さの極きわみ。

　だが……それは何のために？

「ちくしょう……ちくしょうおっ！　何が最強だ！　何が特務戦技兵だ！」

　ジョシュアは拳こぶしを固かためて傍かたわらの壁かべを叩たたく。何度も何度もまるで幼い駄だ々だっ子の様に彼は壁を叩き続けた。そうしないではおれない。そうしていなければ自分の中の苛いら立だちが全身を突き破ってあふれ出しそうだった。

「ジョシュア・アーマライト」

　対するクリストファの声はひたすら静せい謐ひつだった。

　最早、言葉は無力だ。万言を費ついやしてもジョシュアは救われない。その事だけは、クリストファにも分かったのだろう。

　右手を振るクリストファ。

　鋭するどい金属音をたてて、折りたたまれていた長柄戦斧ハルヴアードが組み上がった。

「君を──処しよ分ぶんする」

　ジョシュアが呆ぼう然ぜんとした表情でクリストファを見詰める。

「君の『最強』を……僕が否ひ定ていしてやる」





　闇やみの中に火花が咲く。咲き乱れる。

　奇くしくもそれは、クリストファが夢に見たあの夜間戦闘訓練の再現であった。

　だが今──繰くり出される技わざは共に必ひつ殺さつ。刃は共に本物。そして共に命はただ一つ。

　故ゆえに──第二戦はない。

「──っ！」

　声にならない呼こ気きを迸ほとばしらせながらクリストファは戦せん斧ぷを振る。甲かん高だかく鋭するどい音をたてながら、ジョシュアの武器──短剣は跳はね返った。

　短剣と長柄戦斧ハルヴアード。

　単純に考えれば、間ま合あいが長い分、クリストファに有ゆう利りだろう。

　だが……

　──しゃん！

　音をたてて短剣が闇やみ夜よに舞う。跳ね飛ばされたはずの短剣は、途中で軌き道どうを変え、ジョシュアの手に戻った。

　ジョシュアの短剣はその柄つか頭がしらに細い鎖くさりがついている。彼はそれを操あやつり、ある時は鞭むちのように、またある時は槍やりのようにして攻撃を仕掛けてくる。鎖の長さを含めた間合いは、むしろジョシュアの方が大きい。

（何とかあの鎖を──）

　そう思うが、ジョシュアの操そう作さは精せい密みつかつ高速だった。

　クリストファがどう短剣を弾はじくかも計算に入れて短剣を投げてくる。投とう擲てきばかりかと思えば、いきなり手に持って襲おそい掛かってくる。投げた短剣を何かに当てて跳ね返らせ、それでクリストファを狙ねらってきた事もあった。

　さすがに最強といわれるだけはある。その技は多た彩さいで、速く、そして無む駄だがない。

　だが、クリストファもそれを紙一重でかわし続けていた。

　ジョシュアは強すぎて他の特務戦技兵では勝負にならない。だから、訓練時はクリストファが最も数多く彼の相手をしてきたのだ。その攻撃の全てを見切るのは不可能だが、ジョシュアの癖くせのようなものは何となく分かる。

　だが、同時にそれはクリストファも動きを半なかば読まれているという事でもあるのだが。

（三本に一本──）

　クリストファは思う。

（その一本を拾うには……）

　闇の中を飛ひ来らいする短剣。

　目ではなく音と気け配はいでそれを捕ほ捉そく。クリストファは戦斧で弾く。

　だが。

（違う!?）

　鎖の音が変化しない。

　それに気づいた瞬間、鎖につながれた二本目の短剣が、クリストファの腹はらに突き刺さった。

「──！」

　一本目は囮おとり。全く同じ方向から一瞬遅おくれて投げられた本命の一撃は、一本目の音と気配に隠かくれてクリストファに接近、彼が囮を弾いた隙すきに彼の防ぼう御ぎよをかい潜くぐったのだ。

　そして。

　近づいてくる気配。

　止とどめの一撃。それを確実に刺すためにジョシュアが来る。

「──ッ！」

　必殺の殺気を込めた吐と息いきが暗闇に迸ほとばしる。

　刃が空を抉えぐり抜いて走った。

　クリストファが咄とつ嗟さに突き出した戦斧は、ただ虚きよ無むの闇を叩たたいただけであった。彼の攻撃を嘲あざ笑わらうかのように──二本目の短剣が伸のび切った肩に突き刺さった。





　長い長い一瞬。

　緊きん張ちよう感かんによって引き延ばされた刹せつ那なの時間。

（──クリス）

　短剣をクリストファの肩に突き刺しながら──ジョシュアは暗闇の中で泣き笑いのような表情を浮かべていた。

（否定──してくれなかったね）

　咄とつ嗟さに身をひねって心しん臓ぞうへの一撃をかわしたのは素す晴ばらしいの一語に尽つきる。だが、二個所もの深ふか手でを負おってしまえば、もう自分と対等に戦う事はできまい。死の瞬間を僅わずかに先送りにしただけの事だ。

　そうジョシュアが思った時。

　金属音。

　それは──長柄戦斧の折りたたみ部分の結けつ合ごうが外はずれる音だった。

「──!?」

　確かにクリスの繰り出した一撃は空から振ぶりした。



    

  
    
      　しかし微妙に横よこ薙なぎの勢いを加か味みされていた長柄戦斧は、振り抜かれる直前、結合を解かれ、斧おのの部分の重さと相まって、折りたたみ部分から急速旋せん回かいした。

　ジョシュアを巻き込むようにして、折りたたまれる長柄戦斧。

　渦うず巻まきのように旋回するその斧の刃は──彼の首くび筋すじを真っ直ぐに狙ねらっていた。

「く──！」

　ジョシュアは短剣をクリスの肩から引き抜いて防ぼう御ぎよ。

　だが……それは彼の利きき腕うでを封ふうじ、完かん璧ぺきとも言うべき動きを乱す結果となった。

　クリストファの狙ねらい通りに。

「三本目は僕のものだよ」

　そう言いながら──自分の腹から引き抜いた短剣を、クリストファはジョシュアの胸元に叩き込んだ。





　決着は常に一瞬。

　それが彼等の流りゆう儀ぎではあった。

「……なるほど」

　ジョシュアは地面に転がったまま、小さな声で言う。

「三本に一本……それを拾うために、あえて先の二本は受けたのか……ぎりぎりで致ち命めい傷しようにならないようにして……」

「そういう……事……」

　クリストファは荒あらい息を吐はきながら言う。

　単にその口調だけを比べると、クリストファの方が重傷のようだが……ジョシュアの胸には短剣が突き刺ささったままだ。出血も既すでに絶望的な量に達している。

　単に……ジョシュアは苦痛をもう感じなくなってきているのだろう。

「強いな……君は」

「君に……言われるのなら……光栄だよ……」

「でも、いつか来るかもしれない……」

　ジョシュアの声はひどく重かった。

「目的のない強さに耐たえられなくなる時が」

「…………」

　クリストファは答えない。

　もう、何を答えてもジョシュアには聞こえないと分かったからだ。

「……ありがとう」

　ジョシュアはそう言い……そしてふと何かに気づいたかのように、呟つぶやいた。

「ああ……やっと……」

　夢見るような──しかし最も早はや何をも見ていない瞳ひとみが虚こ空くうを映す。

「思い出せたよ……名前……」

　そして。

　眠りに落ちるかの様にジョシュアの身体からだがゆっくりと弛し緩かんする。

　──死んだ。

　側に寄って呼吸や鼓こ動どうを確かめる体力はもうクリストファにはなかったが、直感的に彼はそう悟さとった。むしろあの出血量で今まで生きていた事の方が不ふ思し議ぎではある。

　クリストファはジョシュアに勝ったのだ。

　しかし──

「…………」

　嬉うれしくなかった。

　任にん務む達成の喜びも、最強の使い手を倒してのけた喜びもない。

　ただ、たまらない位に大きな虚きよ無む感かんだけが彼の胸に残った。

「僕にも……そんな日が来るのかな……」

　死体に背を向け、クリストファは歩き出す。

　足あし跡あとのように血けつ痕こんを残しながら。

「強さに、意味が欲しくなる時が……」

　強く在る事の意味。

　目的。理由。必ひつ然ぜん性せい。

　まだ彼にそれは見えない。闇に閉ざされていて、何も見えない。見えなかった。

　クリストファ・アーマライト。

　この特務戦技兵の少年が、その事について一つの回答を得るのは、それから二年も後、タウルスという田舎いなか町での事である。

　だが彼は未まだ、その事を知らない──



    

  
    
      





　コーティエがその男を選んだ事に然さしたる理由は無かった。

　強しいて理由を言えば男が根ね無なし草の様な雰ふん囲い気きを──如い何かにも『通りすがり』といった風ふ情ぜいの者であったからだ。

　村にしがらみを持たぬ者あれば誰だれでも良かった。ただそこに居合わせただけの、何の損そん得とく勘かん定じようも絡からまない全くの他人。なればこそ彼女の言葉を──同じ村の者達には決して聞かせられないその言葉を葬ほうむり去る先として相応ふさわしかった。

　男は……一人で村はずれの広場に佇たたずんでいた。

　肩から提さげた楽器らしい品を見れば、吟ぎん遊ゆう詩し人じんか楽がく士しの類たぐいであろうとも思えたが、男は一向に商売を始める様子もなく、ぼんやりと広場の真ん中で空を見上げている。鳥でも飛んでいるのかとコーティエも視線を頭上に向けてみたが、そこには何の変へん哲てつもない空が静かに広がっているだけだ。

「…………」

　コーティエはふと瞬まばたきをする。

　そういえば、天を仰あおぎ見るのは随ずい分ぶんと久しぶりの様な気がする。

　最後にこうしてのんびりと空を見上げたのは果たして何い時つの事だったか──想い出せない。決して裕ゆう福ふくとは言えない生活の中で、何の得にもならない行こう為いに時間を費やすのは、罪ざい悪あくですらあったからだ。

　空は蒼あおかった。

　どこまでも果てのない透とう明めい感かんを伴ともなう蒼が頭上を覆おおっていた。そしてその中をひどくゆっくりと幾いくつかの雲が流れてゆく。

　見上げていれば、それだけで自分が何ど処こまでも拡かく散さんして空の一部になってしまいそうな──そんな錯さつ覚かくすらも覚える。

　一切のしがらみから解き放たれた虚こ空くう。

　男はただその遠い領域を静かに見上げている。

　羨うらやむでもなく。憧あこがれるでもなく。ましてや憎にくむでもなく。ただ淡たん々たんと彼はその視線を天空の彼方かなたに据すえて立っている。

　その姿はひどく自然な感じがした。

　この重苦しい地上ではなくあの遥はるかな世界こそが自分には相応ふさわしいとでも言う様に。

　だが──

「…………」

　発ほつ作さ的てきにコーティエは男に対して理り不ふ尽じんな腹立たしさを覚えた。

　何を気き負おう風でもなく。何を望む風でもなく。何を悩なやむ風でもなく。ただ男は男として自由気ままに、当然の如ごとくそこに居る……そんな風情。

　それが面おも白しろくない。

　色々と余よ裕ゆうの無い自分の現状と比べると、男の飄ひよう々ひようとした雰囲気は──無論、見ず知らずの男にそんな積もりなど無かろうが──彼女を嘲あざ笑わらっている様にさえ見えたからだ。

　だから……

「そんな風に馬鹿みたいに空を見上げていて楽しい？」

　ついついきつい第一声を男に投げ掛ける。

　初対面の相手に向けるにはあまりに無ぶ礼れいな物言いではあった。男の立場からすれば言いがかりにも等ひとしい。だが男は気にした様子もなく視線の向く先を遥かな蒼そう穹きゆうから自分の傍かたわらへと移す。

「やあお嬢さん。いい天気ですねい」

　陽気な──というよりもへらへらと軽けい薄はくな笑みを浮かべながら男はそう応じた。

　改めてコーティエはその顔を見て確認するが──やはり村の者ではない。少なくともコーティエには全く見み覚おぼえの無い顔だった。

　端たん整せい……ではあるだろう。

　だがコーティエの眼からすれば、全体的に中ちゆう途と半はん端ぱというか何かに徹てつしきっていない様な曖あい昧まいさがその男の容よう貌ぼうには見て取れた。

　痩やせてはいるが病的な程ではない。金きん髪ぱつを伸のばしてはいるが肩にかかる程ではない。いかにも気楽そうな表情が貼はり付いているのだが──しかし脳のう天てん気きとは言えない様な何かがその表情には含まれている。

　とらえどころの無い男だった。

　楽器を携たずさえていなければ、職業の想像さえつかなかったろう。男を示すのに最も相応ふさわしい言葉は──まあ『遊び人』といったところか。

　あまりコーティエの好きな人種ではない。

　無責任。軽薄。自分勝手。いずれもコーティエの大嫌いな言葉だが、この男を見る限りいずれも当てはまりそうな感じがする。

　だがそれでも構わなかった。

　むしろそういった人物の方が気き兼がねなく話が出来る。

「この村じゃ見ない顔ね。旅の楽士？　吟ぎん遊ゆう詩し人じん？」

「はずれー」

　気の短い者が聞けばそれだけで苛いら々いらする様な緊きん迫ぱく感かんの無い声で男は言った。

「まあこの村の者じゃないってのは正解だけどねい。先の仕事が終わったんで休養がてら寄ってみただけ」

「こんな何も無い田舎いなか村に寄っても仕方ないでしょう」

「少なくとものんびりは出来るよ」

　言って男は大きく伸びをした。

「……そう。まあよその人から見ればのんびりした村に見えるんでしょうね」

　敢あえて棘とげを含んだ口調で言ってみる。

　だが男はやはり気にした様子も無かった。軽けい薄はくそうな表情を浮かべたまま呑のん気きにコーティエを眺ながめている。最初からコーティエの言葉など注意も払わず聞き流しているだけなのかもしれない。

　眉まゆの一つでも顰しかめればまだ可愛かわいげがあるのに──などとコーティエは思う。

　これでは自分が馬鹿みたいではないか。

　コーティエが大人げなく一方的に敵意を叩たたき付けているだけだ。この男はそれを真正面から受け止めたりせず──ただゆらゆらと揺れながら受け流しているだけ。恐らくこれ以上コーティエが何を言おうが、この男は怒る事もなく、ただ適当に彼女をあしらうだろう──そんな気がした。

「…………」

　一いつ瞬しゆん──ぶん殴なぐってでもこの男の表情を歪ゆがめてみたい欲求にコーティエは駆られた。

「ところで何か用かな？」

　促うながすように男が尋たずねてくる。

「まあね。大した事じゃないんだけど」

　コーティエは努めて気楽な口調を装よそおいながら言った。

　大した事ではない……そう思わせる為に。

　男に。そして自分自身に。

　緊きん張ちよう感かんから思わず生なま唾つばを飲み込んでしまったのは失敗かもしれないが、少なくとも男には気付かれずに済んだだろう。殊こと更さらに明るい表情を強こわ張ばる頬ほおに貼はり付けてコーティエは言葉を続けた。

「貴方あなた──私を買わない？」

「──はい？」

　小憎らしい程にのんびりした風情のその男が、少し驚おどろいた様子で眼を瞬まばたかせる姿を眺ながめながら──コーティエは密やかな満足感を味わっていた。





　カウレスの村は一言で言えばギアット帝国辺境の貧ひん村そんだった。

　村民達が餓が死しをする程の過か酷こくさは無いものの、決して楽とは言えない暮らしを余よ儀ぎなくされる……そんな所だ。

　特筆するような特産物は無く、観光資源も無く、街道からも遠い。他の土地と比べてみれば決して住み良いとは言えない。

　だが分不相応な希望を抱きさえしなければ──適度な絶望と慣なれ親しんでさえいれば、住めない事はない。そういう土地でもあった。人間は贅ぜい沢たくに溺おぼれ易やすい生き物ではあるが、同時に貧まずしさに慣れてしまうのも早い。

　村人達には他の土地へ移る当ても資金も無い。ましてや領主が移住を許す筈はずも無かった。

　そういう訳で……村人達は漠ばく然ぜんたる不ふ幸こうを互たがいに嘆きつつも、それなりに安定した日々を送ってはいた。

　ただ──





　母が唯一残してくれた財産──鏡きよう台だいの前でコーティエは自分の姿を確認する。

「…………」

　長い黒髪。鳶とび色いろの瞳。白い肌はだ。

　これらは父親譲ゆずりなのだそうだがコーティエにはどうでも良い事だ。顔を見た事もない──少なくとも覚えていない──父親に似ていると言われても然さしたる感かん慨がいは湧わかなかった。まして母と自分を置き去りにした無責任な男に似ていると言われても嬉うれしい筈がなかった。

　だが──そうした事情を忘れて素直に鏡の中の顔を見れば、自分でもそこそこに整っているとは想う。特筆するような器き量りようではないかもしれないが、美女か醜しこ女めかと二に者しや択たく一いつで問われれば誰だれもが前者だと評してくれるだろう──という程度の自惚うぬぼれは在った。

　強しいて欠点を挙げれば目つきが少々きついという事か。

　猫を想わせる彼女の双そう眸ぼうは、充分な愛あい嬌きようを備そなえているが──コーティエ本人にその気があろうとなかろうと、ちょっとした事で容た易やすく相手を睨にらみ据すえる様な眼に変化してしまうのだ。少なくとも媚こびを売るには向いていない眼ではあった。

　コーティエは短く溜ため息いきをついて視線を首から下に向ける。

　今身に付けているのは下着だけだ。どうせすぐ脱いでしまうのだから衣装など着るだけ無む駄だだろう。あの男が自みずから脱がす事にこだわるのならその時に改あらためて着ればいい。

「…………」

　こちらは……我ながらやや貧ひん相そうな身体からだだとは想う。

　胸はそれなりに膨ふくらんできてはいると想うのだが、全体としてはまだメリハリが利きいていない感じである。寸ずん胴どうとまでは言わないが──あまり扇せん情じよう的てきではないのは確かだった。

　十四という年齢を想えば仕方ないのだが、春を売る立場としては少々心こころ許もとない。ここは未いまだ初心者という事で──二度目がある訳でもないのだが──男には我が慢まんしてもらうしかなかろう。

　いや、そんなに気後れする事はない……などとコーティエは自分に言い聞かせる。ひょっとしたら男はこういう方が好みという事も有り得るではないか。

「……よし」

　呟つぶやいてコーティエは立ち上がる。

　さすがに心臓が胸の奥で暴あばれているのを感じるが、『あの男よりはまだマシ』と自分に言い聞かせて扉とびらを開ける。

　そこには彼女のベッドが置かれていた。それだけの部屋だ。母が死んで半年──無くても困らない家財道具は殆ほとんど売り払って生活の足しにしてしまった。

　そして──

「…………」

　男が寝ていた。

　単に仰ぎよう臥がしているのではない。軽いいびきをかいて眠っているのだ。

　革かわの衣装を脱いでも居ない。会った時そのままの格かつ好こうで男はコーティエのベッドを占せん領りようし、気持ちよさそうに寝ていた。

「…………って、こらっ！」

　さすがにコーティエは頭に来て叫んだ。

　こっちが心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなのを何とか堪こらえて来てみれば──相手はぐーすかと寝ているのだ。これが面おも白しろい筈はずもない。

　確かに一時間は待たせすぎかもしれないが、何ど処この誰とも分からない相手に処女の純じゆん潔けつを捧ささげる決心にかかった時間だと想えば、それはむしろ短い時間と言っても良い筈だった。

　まあ……処女云うん々ぬんといった事情は男に伝えていないので、コーティエの憤ふん怒ぬは理り不ふ尽じんと言えなくもないが。

「ちょっと！　起きなさい！」

　コーティエは手を伸ばして男の頭の下から枕まくらを抜き取り、そのまま続けて男の顔がん面めんに叩き付けた。貴族の使う様な羽毛の枕ではない。小さな蕎そ麦ば殻がらを詰めた硬かための枕は、健康的ではあるが、それなりの重さがある。

「──むぐっ!?」

　枕に横っ面つらを殴おう打だされて男は奇妙な声を上げた。

「……何を寝てるのよっ!?」

　さすがに驚いたのだろう。眼を瞬かせてこちらを見つめてくる男に、もう一度枕を振り上げながらコーティエは喚わめいた。

「何をって……お嬢さん、『楽にしてて』とか言わなかった？」

「言ったけど、『寝てなさい』なんて言わなかったわよ！」

　言ってもう一度枕を叩き付ける。

　だが今度はひょいと首を傾かしげるだけで男はその一撃をかわし、彼の傍かたわらを通り過ぎた枕は虚むなしく壁にぶつかって落ちた。

「むう……難むずかしいねい」

「何がよ」

　呻うめく様に言ってから──コーティエは長い溜ため息いきをついた。

「貴方、私を買ったんでしょう？　待たせたのは悪かったけど、買っただけの事をするまで起きて待ってなさいよ!?」

「いや。買ったと言われてもねい。金まだ払ってないし」

　そう言って男は肩を竦すくめた。

　言われれば確かにコーティエはまだ金を貰もらっていない。そもそも金が目的ではなかったので、目の前の事実──初めて男に抱かれる──事に気をとられていて、すっかり忘れていたのだ。

「ああもう……」

「そもそも君、幾いくつ？」

「一四だけど」

「ふむう…………」

　男は首を傾かしげながらも、遠えん慮りよのない視線でコーティエを頭のてっぺんから爪つま先さきまでじろじろと眺ながめる。ただ、劣れつ情じようを以もつて眺めるという感じではなく、珍めずらしい動物を観察している様な邪じや気きの無い視線であった。

　とはいえ下着姿をじっくり観賞されてはやはり恥はずかしい。

「な、何よ。今いま更さら善ぜん人にん面づらして『自分を大切にしろ』とか説教でもしようっての？」

　思わず頬を赤らめながら──コーティエは精一杯表情をしかめて言った。

「いやー。ちょっと発育遅おくれてるねい」

「──！」

　思わず手近な所にあったゴミ箱を掴つかみ──しかしさすがにそれを投とう擲てきせんとする衝しよう動どうは理性で制し、コーティエは男を睨にらみ付けた。

「気にしてる事を……！」

「おや。それは失しつ敬けい」

　言葉とは裏腹にへらへらと笑いながら男は言った。

「ああもう──折せつ角かく一大決心して出てきたのに、台無し」

「それは申し訳ない事をしたねい」

　誓ちかってもいい。賭かけてもいい。きっとこの男は、全然、これっぽっちもそんな事想ってない──コーティエはそんな事を頭の隅すみで考えつつ、憤ふん然ぜんとしてそこに立っていたが……何やら急に馬鹿馬鹿しくなって肩の力を抜くと、男の隣となりに腰こしを下ろした。

「……名前は？」

「娼しよう婦ふは客に名前なんか聞かないもんだけどねい？」

「いいでしょ。別に」

　ふて腐くされた表情でコーティエは言った。

　きっとこの男はもうコーティエが娼婦の類たぐいでない事を──下へ手たをすればコーティエが男性経験さえ無い事も気づいているだろう。何となくそんな気がした。

「困ったねい」

　そう言って男は肩を竦すくめた。

「俺の名前を聞いた人間には死んで貰もらわないといかんのだよねい」

「何よそれ。つまんない」

　男は冗じよう談だんか、あるいは気取っている積もりなのだろうが、面おも白しろくない。

「まあいいか。特別に──キダーフ。キダーフ・ジャイロット」

「ふうん」

　わざわざ勿もつ体たいをつけるので、もっとどこぞの貴族とか王様とか、そんな名前でも騙かたるのかと想ったのだが、男の名乗ったのは何の変へん哲てつもない普ふ通つうの名前だった。

「折せつ角かくだからそっちの名前も聞いていいかい？」

「コーティエ・ロランド」

　言ってコーティエはベッドに寝ね転ころがった。

　見方によっては誘さそっている風に見えなくもない。だがキダーフは特に何かの行動に出る様子も無かった。

「……何もしないの？」

　そうキダーフの背中に尋たずねてみる。

　まさかここまでのこのこ付いてきて、実は不能だとか男だん色しよく家かだとかは言うまいが……

「んー……してほしくなさそうに見えたもんでねい」

　のんびりとした口調で言われてコーティエはぎくりと身を強こわ張ばらせた。

　やはり見み透すかされている様だ。

「そんなに嫌いやそうに見えた？」

　正直に言ってキダーフの不ふ興きようを買っても然さしたる問題ではないが──あの男の前では御ご機き嫌げんを損そこねない様に気を遣つかう必要がある。どういう態度が喜ばれるのかはまだ分からないが、嫌けん悪お感かんがそうそう露ろ骨こつに顔に出てしまってはまずいだろう。

「いや、何となくだけどねい」

　欠伸あくびをしながらキダーフが言う。

　どうでも良い事なのだろう──この男にとっては。コーティエが娼婦であろうとなかろうと。処女であろうとなかろうと。彼女を抱けようと抱けまいと。

　それならそれで好こう都つ合ごうでもあった。

　この男なら何も言わずに自分の身の上話を聞いてくれるだろう。そしてきっと次の日にはそのまま忘れ去っているに違いない。

「……何も聞かないの？」

「その台詞せりふが出るまでは──」

　キダーフは肩かた越ごしに振り返って言った。

「男は女に込み入った事情を聞いてはいけないんだとさ」

「なにそれ？」

「死んだ婆ばあちゃんの口くち癖ぐせ」

　そう言ってキダーフは壁かべに立てかけてあった楽器を引き寄せ、軽く鍵けん盤ばんに指を這はわせる。

　主と同様に何ど処こか軽けい薄はくな音が鳴った。

「で──なんだって？」

　ふと用件を想い出したかの様な口調でキダーフがそう尋たずねてくる。

「……聞きたい？」

「聞いて欲しい？」

　真しん剣けん味みなど微み塵じんも無い顔をコーティエはしばし睨にらみ付け──そして言った。

「……聞いて」

「あい。仰おおせのままに」

　楽器を弾ひきながらキダーフは器き用ように一礼した。





　はっきり言ってよくある話──そう前置いてコーティエは語り始めた。

　コーティエの住む村カウレスはギアット帝国貴族であるホチスキン男だん爵しやくの領内に位置する。ホチスキン男爵家は基本的に善ぜん政せいを敷しいてはいたが、それ故にこそ決して財政的に豊かではなく、質しつ素そな──他の貴族と比較して、ではあるが──生活を続けていた。

　ところが。

　先代ホチスキン男爵が急きゆう逝せいした後、家か督とくを継ついだ現当主──第三十二代目ホチスキン男爵はそれまでの当主達と明らかにその姿勢が異ことなった。

　先代のホチスキン男爵が『後学の為に』と帝都マーブに留学させていた長男は、帝王学や政治学といったものは欠片かけらも学ばず、帝都に住む貴族達の華か美びな──いや、むしろ退たい廃はい的てきな──生活ぶりだけを覚えて帰ってきてしまったのだ。

　こうして現当主は典てん型けい的てきな地元寄き生せい型の田舎貴族となった。

　満足に施し政せいも行わず、税金を吸い上げるだけ吸い上げ、その金で帝都に暮らした日々を再現し始めたのである。

　この事は同じホチスキン男爵家の者達も眉まゆをひそめたのだが、ホチスキン男爵は当主としての権力を存ぞん分ぶんに利用して他の者達を黙だまらせた。

　それでもまだ不ふ平へい不ふ満まんを口にする者はごく少数居たのだが──すぐにそうした者達も口をつぐむ事になった。

　当主の権力にも勝る『力』──恐怖さえ伴ともなった現実的な暴力が彼等に沈ちん黙もくと服ふく従じゆうを強いたのだ。

　それはホチスキン男爵が帝都から連れ帰った一人の男によってもたらされた。

　男が何者なのかは男爵しか知らない。だが噂うわさによれば男は元々軍人──しかも極きわめて特殊な──であったらしい。男の専門は武術や兵法ではなく軍用犬の調ちよう教きよう育いく成せいであった。

　男が帝都から連れてきた犬はおよそ二十頭。

　これに加えて現在、改めて彼が入手し、男爵邸で飼育調教している犬がほぼ同数。

　いずれもがかなりの大型犬種、しかも『猛犬』と呼ぶに相応ふさわしい面つら構がまえで、女子供が見れば腰こしを抜かしそうな怪かい物ぶつ達であったが……男は言葉と笛のみで彼等を自由自在に操あやつって見せるのだという。

　この犬達が放つ威い圧あつ感かんは、領りよう民みんのみならず同じ男爵家の人間達までも恐れさせているとの噂だ。戦闘用に訓練された犬は最も早はや、無害な家か畜ちくではなく凶きよう暴ぼうな力を備えた兵器なのである。

　そして──

「まあそういう領主様だから……あっちの方も大好きでね」

「あっち？」

　首を傾かしげて尋たずねてくるキダーフにコーティエは顔をしかめて言った。

「分かってるのにいちいち言わせないでよ。女遊びよ」

「ははあ」

　コーティエの言う通り──放ほう蕩とう貴き族ぞくの例に漏もれずホチスキン男爵は女好きだった。

　側そく室しつの名目で次から次へと女達を屋敷に連れ込んでは、好き勝手に弄もてあそんだ。女に恋人が居いようが人妻であろうがお構かまいなし。面白がって十歳の少女を誘ゆう拐かい同どう然ぜんに連れ去った事もある。一体、何をされたのか──一年後に帰ってきた少女は親を見ても誰か分からない程に壊こわれていたのだという。

　当然だが、女達の家族は喜ぶ筈はずも無い。

　しかしそれはただ賛成しかねる──というだけの事だった。財力と権力とそして何よりも明確な力──暴力を背にしているホチスキン男爵には誰も刃は向むかえなかった。また、そもそも永ながく貧しい生活を送ってきたカウレスの村の人々は何事も『仕方がない』と諦あきらめる癖くせが染しみ付いていた。

　どうしようもない事に足あ掻がいたりはせず、粛しゆく々しゆくと運命を受け入れる。

　そんな諦め上手な村人達は、ホチスキン男爵の乱らん行ぎようをただ黙だまって耐たえるだけだった。ホチスキン男爵領に在る村はカウレスだけではない。増税云々は別にしても──ひたすら大人しくしていれば災難は実質的に年に一度あるかないかだ。天災だと思えば諦めもつく。

　だから──

「で──今年私に白しら羽はの矢がたった訳よ」

　コーティエは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「まあ正確には……私が生いけ贄にえにされた訳だけど」

「生け贄？」

「一通り女漁あさりはし尽くしたんでしょ、男爵様も──最近は定期的に側室の顔ぶれが変わってれば満足みたい。だから誰かが率そつ先せんして側室に上がれば、他の子は助かるって訳」

「なるほど」

　分かっているのかいないのか──キダーフはさして表情を変えずに平然とコーティエの身も蓋ふたもない話を聞いている。

「村一番の美女、美少女を側室に上げる──なんて言えば聞こえがいいけど。私は母さんが去年死んだからね……他には悲しむ人もいないし」

「なるほど」

　やはりキダーフは平然と頷うなずく。

「…………」

　普ふ通つうの人間なら、ここまで聞かされれば慰なぐさめの言葉の一つも出てくるものだが……まるで他た愛あいない世間話を聞いているかの様に、キダーフの表情には暗さが無い。あまりの薄はく情じような反応に一いつ瞬しゆん、コーティエは表情を険けわしくしたが……すぐに力を抜いて溜ため息いきをついた。元々そういう無責任そうな男を選んで来たのはコーティエだ。文句を言える筋すじ合あいではなかろう。

「みんなも私が側室に上がるのを期待していたみたいだし。仕方なく……ね」

　自分が男爵の慰なぐさみものになれば一番いいのだ。

　そうすれば悲しむ人の数が一番少ない。とても分かり易やすい理り屈くつだった。

　だからコーティエは側室候補に志し願がんした。どうせ村人達は経けい緯いがどうあれコーティエを捧ささげる腹積もりだったろう。泣き叫んで嫌いやがって、その上で連れて行かれるよりは自ら名乗り出た方がまだ格かつ好こうがつくというものだ。

「まあそれは理解できたとして」

　キダーフは相変わらず軽けい薄はくな旋せん律りつを奏かなでながら言う。

「それが俺に声を掛けたのとどう繋つながるのかな？」

「あんな男に私の『初めて』をくれてやるのも嫌いやだしね」

「ゆきずりの男に売るのはいいと？」

「良くないけど。せめてもの反抗っていうか──ささやかな嫌がらせっていうか。まあそんな感じかな」

　コーティエは自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みを浮かべる。

「俺を──村人でない者を選んだのは？」

「こんな事、村の人には言えないでしょ。折角自分から志し願がんしたんだし。ここで愚ぐ痴ちったら格かつ好こうつかないもの」

「そういうもんですか」

「そういうもんよ。だから──ゆきずりの他人、余よ所そ者ものなら、何も言わずに私を抱いて、話を聞いて、そのままどっかに去って行って──忘れてくれるかなって」

「忘れて良いのかな？」

　キダーフがふと演奏を止めて尋たずねてくる。

　改めて旋律が止やんだ事で、コーティエはこの軽薄な音でも、ただ重く澱よどむだけの空気を和やわらげていたのだと知った。キダーフがそこまで気を遣つかって演奏していた様にも思えなかったが。

「覚おぼえて貰もらってたってしょうがないでしょ」

　コーティエは苦く笑しようを浮かべた。

「それとも他に何かしてくれる？」

「そうだねい」

　キダーフは楽器を床ゆかに置くと腕を組んで首を傾かしげ──

「その領主を暗殺するとか」

　まるでちょっとした使いに行くかの様な気安さでそう言った。

「は──？」

　意外な言葉にコーティエは眼を瞬まばたかせて声を漏もらす。

　一瞬、キダーフの顔にこの数時間で見慣れた軽けい薄はくさとは違う表情がかすめた様な気がしたが──恐らくは気のせいだろう。

「ああ、いいわね……そうできたらどんなに良いかしらね！」

　半なかば吐き捨てる様な口調でコーティエは言った。

　ちょっとでも期待した自分がたまらなく愚おろか者に思えた。童話に出てくる英えい雄ゆうや王子様でもあるまいし──ただ通りすがっただけの男が、会って数時間の娘の為ために何かしてくれる筈がないではないか。

「でももし貴方が本当に凄すご腕うでの戦士とか殺し屋だったとしても──無理よ。私には貴方を雇やとうだけのお金がないし。そもそも男爵にはあの男がついてるわ」

「先の話に出てきた犬使い？」

「ええ」

　男爵の使いとしてその男と犬達が村を訪れた際に、コーティエも彼等を実際に眼にしている。あれは単に『犬』などという生なま易やさしい存在ではない。分類上は同じ生物かもしれないが、少なくともそこらの飼い犬や野良犬と同じ単語でくくってしまって良い様な代しろ物ものではない。

　大きさは子牛程もあった。しかも特別仕立ての硬こう革かく鎧よろいで要所要所を覆おおったその黒い軍用犬達は、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい威い圧あつ感かんを放っていた。

　あの眼。あの爪。そしてあの牙……！

　人間など一いつ瞬しゆんで噛かみ殺されてしまう──そう観みる者に確信させるだけの迫はく力りよくを犬達は備そなえていた。

「だからこれは愚ぐ痴ち。単なる愚痴よ。無む駄だと分かってても、そういうの──誰かに言いたくなる時って誰にでもあるでしょ？」

「まあねい」

「明後日には迎むかえが来るわ。だからその前に──って思ったんだけど」

　コーティエは自分の下着の端はしをつまんで言った。

「私──魅み力りよくないかな？」

「どうだろねい？」

　キダーフは肯こう定ていも否定もしない。

　一番卑ひ怯きような物言いだ。本当に苛いら々いらさせられる。

　コーティエは顔をしかめやや語調を強めて言った。

「抱きたいとは想わないの？　そりゃ──もうちょっと豊ほう満まんなのがあんたの好みかもしれないけどさ」

「そういう訳でもないんだけどねい」

　肩を竦すくめてキダーフが言う。

「そうだねい。俺としてはもうちょっと情じよう緒ちよとか欲しいかな」

「情緒……情緒ねえ」

　呟つぶやいてから──コーティエは何やら馬鹿馬鹿しくなってきた。

　どうしてわざわざ自分がそんな事を考えてやらねばならないのか。

　もうこのままあの領主の所に行っても良い様な気さえしてくる。あんな男に純じゆん潔けつを捧ささげるのはやはり嫌なのだが、キダーフと喋しやべっているとどうにも悲ひ壮そう感かんが緩ゆるんでくるのだ。

「ああ、もういいわよ、今日は」

　そう言ってコーティエはベッドの上で寝ね返がえりを打った。

　頭の奥から眠ねむ気けがゆっくりと迫ってくるのが分かる。短い時間に苛いら々いらしたり怒おこったり呆あきれたりしたので、疲れたのかもしれない。

　ただ──

「あ……キダーフ、だっけ」

　彼の背中を眺ながめながらコーティエはふと想い出した様に言った。

「はいな」

「とりあえずは聞いてくれてありがと」

　それだけは言っておこうと思った。

　色々と気にくわない部分も多い男だが、少なくとも目的の半分は達せられたのだから。

「おやすい御ご用ようで」

　キダーフは気き障ざな仕し草ぐさで肩を竦すくめて見せた。

　眼を閉じるコーティエ。

　寝ている間に彼が手を出してこないとも限らなかったが──それならそれで構かまわない。そんな事を考えながら、コーティエは静かに眠りの淵ふちに沈み込んでいった。





「……ふむ」

　すぐに寝息を立て始めた少女をしばし眺ながめ、キダーフはその隣となりにごろんと横になった。

　その表情は相あい変かわらず緊きん迫ぱく感かんや真剣味といったものとは無む縁えんだが──

「『袖そで触ふり合うも多た生しようの縁えん』──だっけかね。婆ちゃん」

　天井に──あるいはその向こうの遥はるかな天に視線を注そそぎながらそんな事を呟いた。

　そのまま眠るでもなくぼんやりと過ごす。

　一時間。

　二時間。

　三時間──

　やがて空が白み始めた頃、不意にキダーフは起き上がって愛用の楽器を手に取った。





　──翌日。

　コーティエが眼を覚さますと既すでにキダーフの姿はベッドに無かった。

　彼が携たずさえていた楽器も見あたらない。一応、狭せまいながらも家の中を一通り見て回ったが、やはり何ど処こにも居ない。どうやら彼は早々に立ち去ったらしかった。

「……薄はく情じような奴」

　コーティエは呟く。

　置き手紙の一枚でもあるかと思ったがそれも見あたらなかった。もっとも置いてあったところでコーティエに読み書きは出来ないのだが。

「挨あい拶さつくらいしていきなさいよね」

　呟きながら彼女はベッドに再び倒れ込んだ。

　明日にはこの家とも──村ともお別れだ。男だん爵しやくがコーティエに飽あきれば放り出される事もあるだろうが、さすがにもう村に戻ってくるような気にはなれまい。男爵の所から戻ってきた女達がどんな眼で村人に観られているのか、コーティエはよく知っていた。

　特にする事も思い付かない。

　わざわざ別れを告げるような相手も居なかった。別に村人達と仲が悪い訳ではないのだが、さりとて別れを惜おしむ程に親しい相手の顔も思い浮かばない。

「……ちょっと残念だったかなあ」

　ふとそんな事を呟く。

　あのキダーフ・ジャイロットという男は彼女の異い性せいに対する好みからすれば全く外はずれた存在であるのだが、わずかな時間でも一緒に居て随ずい分ぶんと気楽になった。単に彼の不ふ真ま面じ目めさが伝でん染せんしただけなのかもしれないが、それでも陰いん々いん滅めつ々めつとした気分で明日を迎むかえるよりは数倍ましだ。

　その礼の意味でも彼に抱かれても良かった──そんな風にも想うのだ。

「まあでも──所しよ詮せん通りすがりだしね」

　自分に言い聞かせる様にそう言うと、コーティエは短く溜ため息いきをついた。





　どことなく淀よどんだ空気に満たされた村の通りを歩きながらフォトレは溜息をついた。

　明日はあの男が生いけ贄にえを──コーティエを連れに来る。それが分かっているから皆も気が重いのだろう。コーティエが自分から名乗り出てくれたお陰かげで、今年は他の娘達は安あん泰たいではあるが……しかしフォトレは決してその事を喜ぶ気持ちにはなれなかった。誰もが同じ気持ちではあるだろう。

　コーティエが生け贄になるのは全まつたく合理的だ。

　彼女が一人居なくなっても、村に実質的な影えい響きようは無い。彼女の親類縁者は半年前に死んだ母親のみだった。表だって彼女の『立りつ候こう補ほ』に反対する者は居なかった。

　しかし。

　誰だれもがやはり後ろめたさを感じずにはおれないのだろう。それが村を覆おおう空気の重さに顕あらわれているのだ。彼女に全てを押しつけて自分達は逃げたのだ。その事を誰もが分かっている……

「くそ……」

　フォトレは家に戻ると、台所に直行し、顔見知りの家から分けて貰もらったパンと簡単な料理を皿さらに盛もりつけた。妻が逝いってから三年──食事の用意は彼の役目だ。

　フォトレは重い脚あしを引きずって娘の部屋の前に立った。

「ミレーネ。ご飯──ここに置くよ」

　声を掛けるが返事はない。

　一年前に男爵の屋敷から帰ってきた彼の一人娘は、極きよく度どの対人恐怖症──特に男性──に陥おちいっていた。

　男爵の屋敷でどんな目に遭あわされたのかはフォトレにも分からない。

　きっと想像も出来ない程に過か酷こくで忌いまわしい扱あつかいを受けてきたのだろう。父親である自分でさえもミレーネは寄せ付けなくなっていた。男が近付くと、それだけで彼女は発ほつ作さを起こしてのたうち回るのだ。

　だから彼は娘に近づけない。

　同じ家に住みながら娘と顔を合わせる事さえもが出来ない。

　情けなかった。無む性しように情けなかった。

　三年前に娘が連れて行かれるのを見送った。

　そして今また彼は、コーティエ・ロランドが連れて行かれるのを、何もせずにただ見送ろうとしている。

「ミレーネ。父さん、畑に行って来るから──」

　そう言い置いてフォトレは逃げるようにして家を出た。

　だが彼は畑に向かう事なく立ち止まる。

　一人の男が彼の行く手を遮さえぎる様に立っていたからだ。

「えーと。ちょっと聞きたい事があるんですけどねい」

　見るからに軽けい薄はくそうな口調で男はそう言った。





　その日──ルネ・ファブナルは愛する『子供達』と共にカウレスの村に到着した。

　馬車から降りた彼は御ぎよ者しやにその場で待っている様に命じると、馬車の後部に回り込み、貨物室の扉とびらを開け放つ。

　待ちかまえていたかの様に黒い塊かたまりが幾いくつも飛び出してきた。

　言うまでもなくそれはルネの『子供達』だ。ルネが何かを命じるまでもなく、彼等は素す早ばやい動きで更さらに地を蹴けると、瞬しゆん時じに彼の周囲に展てん開かい、一定の『陣じん』を敷しくとそのまま待たい機きの姿勢で静せい止しした。

　声一つ上がらないのは、徹てつ底ていした調教の賜たま物ものである。

　ルネは満足げに頷いてカウレスの村を振り返った。

「さて──」

　彼の今日の仕事は娘を一人ホチスキン男爵の屋敷まで護ご送そうする事だ。いや──名めい目もくはともかく事実上の行為は『連行』であったが。

　ルネは密ひそやかに笑った。

　男爵が新しい女を補ほ充じゆうするという事は、それまで侍はべらせていた女に飽あきたという事だ。飽きていなくても新しい女が来てそちらに目移りすれば同じ事だ。そしてお役やく御ご免めんになった女はルネに払い下げられるのが常つねであった。

　ルネは外見の貧ひん相そうな男だった。

　ただ痩やせているだけならばともかく……彼の場合はその狡こすっ辛からい性格が顔にはっきりと出ていた。目つきに。口元に。ちょっとした仕し草ぐさに。

　矜きよう持じだけは人一倍高いのだが、それを維い持じするための努力は嫌い──ルネはそういう男だ。そしてそれが彼の容よう姿しをひどく卑いやしいものに見せていた。

　そんな男に寄ってくる女は居ない。

　故にルネは男爵から払い下げられる女達を嬲なぶるのが何よりの楽しみであった。

「コーティエ・ロランド──か」

　渡された紙に記き載さいされた名前を改めて読む。

　どんな娘か知らないが、一年も待てば彼の所に回ってくるだろう。その時の事を想うと、この退たい屈くつな仕事も俄が然ぜん、楽しくなってくる。

　ルネは『子供達』を引き連れて歩き出した。

　その時──

「──ん？」

　ふと立ち止まって彼は周囲を見回す。

　何やら先程から視界の隅すみを黒いものがよく横切るのだ。どうやら虫の類たぐいの様だが──素す早ばやく飛び回っているせいか、はっきりとした姿は見えない。

「この時期に……？」

　季節は秋も深まり、そろそろ冬の気配が空気にも混じり始める時間だ。蜂みつ蜜ばちや蚕かいこといった養よう殖しよくされている虫ならばともかく、野生のものがそうそう眼に付く筈はずもないのだが──

「やあ。良い天気ですねい」

　不意にそう声を掛けられてルネは怪け訝げんそうに振り返った。

　いつの間に近付いてきたのか──一人の男がルネと『子供達』の側に立っている。

　歳は二十代の半なかば辺りか。飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きで何ど処こかとらえどころのない気配を放ほう散さんしている。

　肩から提さげているのは楽器の様だ。恐らくは吟ぎん遊ゆう詩し人じんか楽士なのであろうが──

「──そうだな。良い天気だ」

　ルネは慎しん重ちように頷いた。

　目の前の男が何者かは無論、分からない。

　ただ楽器を持っているだけで人はその人物の職業を勝手に想像して納なつ得とくする。格かつ好こうから職業が判断し易やすいという事は逆に言えば──つまりその分、他人の眼を『騙だまし易い』『欺あざむき易い』という事になる。

　ルネの知る限り吟遊詩人とは最も職業的殺人者や密みつ偵ていが扮ふんし易い職業でもある。

　この男が見た目通りにただの吟遊詩人ならそれでよい。

　だがもし万が一敵であるのならば、こういう手合いが一番危ない。ふらふらと軽けい薄はくで何ど処こか頼りない雰囲気は、接する者にあまり脅きよう威いを感じさせないが──

（弱い犬ほどよく吠ほえる──）

　それをルネは過去の経験から知っていた。それが人間であろうと獣けものであろうと、本当に致ち命めい的てきな『力』を持っている──支配している者は、その長所短所を知り得た上で効果的に使う。必要もないのに威い圧あつ感かんを振りまいたりはしないものだ。

「何か用か？」

「いやあ、噂うわさに聞くホチスキン男爵の『犬』を一度見物してみたいと想いましてねい」

「…………素人しろうとが見てそう面おも白しろいものではないと想うがな」

　そう言ってルネは『子供達』を振り返った。

　黒い体毛の大型犬が十二頭。

　いずれも普通の犬よりも一回り──いや、二回りは大きく、しかしその一方で鈍どん重じゆうそうな雰囲気は全く無い。ただ無む駄だに大きいだけではなく、見た目にも高度に均きん衡こうのとれた体たい躯くをしているのが分かるのだ。

　しかも彼等には硬こう革かくで作った簡単な鎧よろいを付けさせている。軽さを重じゆう視しした、防御力そのものはそう高くない装そう甲こうであるが──その滑なめらかな曲面は、敏びん捷しような犬達の動きと併あわせれば、ちょっとした刃物の攻撃などは弾はじいてしまう。

　これが彼の手塩に掛けて育てた『子供達』である。いずれも彼が軍人時代に培つちかった軍用犬育成技術で調教訓練した個体であり、程度の差こそあれ、普通の人間では決して敵かなわない戦闘能力を誇ほこっていた。

　しばしば誤解されがちだが、犬は基本的に人間よりも強い。少なくとも一対一、共に素手の状態で闘えばまず人間は勝てない。訓練された軍用犬なら尚なお更さらだ。

　永らく家か畜ちくとして飼かい慣ならされている事から、その凶暴性は普段影を潜ひそめているが、だからといって彼等を脆ぜい弱じやくな愛あい玩がん動どう物ぶつとして一括くくりにしてしまうのは早そう計けいというものだ。

　強きよう靭じんな脚きやく力りよくと豊富な体力。更さらに忍にん耐たい力りよく。高い動どう体たい視し力りよく。本能的に直結するが故ゆえに迷いのない攻撃衝動と精度。更には家畜としてはずば抜けて高い知能──

　戦闘用として調教された犬は、人間の兵士よりもはるかに高い戦闘能力を持った精せい鋭えいとなるのだ。よく訓練された戦闘犬は人間の兵士が振り回す剣を容た易やすくかいくぐって、相手の喉のどに牙きばを突き立ててのける。

　軍用犬によって編成された部隊というものがギアット軍には存在し、これが奇襲戦、偵てい察さつ戦、暗殺戦などで多大な戦果を上げているのは軍関係者なら周知の事実である。

「いやいや……なかなかに壮そう観かんですなあ」

「普通は怯おびえるものだが」

　興味深そうに犬たちを眺める男にルネは言った。

「いや、よく躾しつけられてますねい。微び動どうだにもしない」

　そう言って恐れる様子もなく男は手を伸ばすと、あろう事か──手近な場所に居た軍用犬の頭を撫なでたのである。正確に言えばその頭部に施ほどこされている装甲を、だが。

「…………」

　ルネは眉まゆを顰しかめた。

　この男は余よ程ほどに度胸が据すわっているのか、それとも単なる阿あ呆ほうか。

　正直、判断に苦しむところだ。この男は自分が何に触さわっているのか分かっていないのだろうか。

　ルネが一声発すれば、犬の牙は瞬時に男の頚けい動どう脈みやくを噛かみ切る。この体勢ではどんなに優秀な戦士とてこれをかわす事は出来まい。

「もう良かろう。行くぞ」

　ルネは短く口笛を吹く。

　一瞬の停てい滞たいも無く、軍用犬達がまるで行進する軍隊の如ごとく一斉に歩調を揃そろえて歩き始める。そこには観る者に有無を言わせぬ迫はく力りよくがあった。

　あった筈──なのだが。

「いやあ、本当によく躾しつけられてますねい」

　男はへらへらと笑いながらついてくる。

「…………」

　ルネは一いつ瞬しゆん不ぶ気き味みなものを男に感じたが──男が素す手でである事を改めて確認し、そのまま放置しておいた。

　楽器の中に何か武器でも隠かくしているかもしれないが、それにしてもそれを取り出しているより犬達が飛びかかる方が早い。

　しばしルネと男と、そして犬達の奇妙な行進は続いた。

　だが元々がカウレスなど小さな村だ。すぐに目的の場所にルネ達は到着した。

「…………」

　振り返るとやはり、軽薄な笑みを浮かべたままでその楽士風の男はそこに立っている。

　一瞬、追い払おうかとも思ったが──別に見物人の一人や二人居ても仕事に支し障しようはないと思い直し、ルネは問題の娘の住む家に視線を戻した。

「コーティエ・ロランド！」

　ルネが声を張り上げる。

　待つ程の事もなく──小さな家の扉とびらはすぐに開いた。

　元々覚悟を決めていたらしい。彼が連れてゆく娘は躊躇ためらう様子も無く、意外にしっかりとした足取りで家の中から出てきた。

　だが──

「ホチスキン男爵の命により貴様を──」

「──え？」

　ルネの口上は少女の驚おどろきの声に遮さえぎられた。

　一瞬、ルネは怪け訝げんに思って表情を歪ゆがめたが──すぐに気付いた。コーティエの目は自分達ではなく先程から彼につきまとっている楽士風の男に向けられていたのだ。

「あんた……」

　目を瞬まばたかせて呟くコーティエ。

「……知り合いか？」

　ルネは男を振り返って尋たずねる。

「ええ」

　男は屈くつ託たく無なく頷うなずく。それがどうかしましたか、とでも言いそうな風ふ情ぜいだ。

　どうしたものか──一瞬悩なやんでから、ルネは心持ち声を低くして告げた。

「念のために言っておくが、この娘が男爵の側室に迎むかえ入れられるのは、極きわめて名めい誉よな事だ。努ゆめ々ゆめ逆さからおうなどとは想わぬ事だな」

「いやいや。俺はそんな積もりはないッスよ。全然。これっぽっちも」

　両手を振って男は言う。

「ならばいいが」

「ああ、でもこのお嬢さんにはちょっと借りがありまして。少し話をさせてもらえませんかねい？」

「…………」

　ルネはこれまた一瞬、考え──そして頷いた。

　反抗は無論の事、逃亡も企くわだてるだけ無む駄だだ。素手の人間がこれだけの数の軍用犬に敵かなう筈もなし、まして逃げるにしても人間の脚では犬の脚きやく力りよくを振り切る事など出来はしない。

　ルネが短く口笛を吹くと、犬達は一いつ斉せいに待たい機きの姿勢をとった。

「五分だ」

「充分ですよ」

　そう言って男は気楽に笑った。





「……なんであんたが、あの男と一緒に来るのよ？」

　コーティエはキダーフを睨にらみ付けながら言った。どうやら会話からしてキダーフはホチスキン男爵の関係者ではない様だが──ではそもそもあの犬使いと共にやってくる意味が分からない。

「いやあ。一晩泊とめて貰もらった御礼と──」

　キダーフは笑いながら言った。

　見知った少女が今から誘ゆう拐かい同どう然ぜんに連れて行かれるというのに、この男の表情には悲ひ壮そう感かんなど欠片かけらも漂っていない。事件現場を眺ながめに来た野や次じ馬うまの風ノ情リだ。

「あとはちょっとした忠告かな」

「忠告……？」

「嫌いやな事は嫌とはっきり言えばいい。誰だれにはばかる事もなく」

「……え？」

　コーティエは思わず目を丸くして眼前の男を眺ながめた。

　思っても見なかった言葉だ。

「『皆の為に』なんて言ってたけど──そんなのは言い訳わけだよねい。あんたは別に誰かの役に立ちたくて犠ぎ牲せいになるのを買って出たんじゃない」

「なにを──」

　割り込もうとするコーティエの言葉を聞かず、キダーフはそのまま一方的に話を続けた。

「お母さんが死んで。お父さんは最初からいなくって。あんたは面めん倒どうくさくなったんだよ。自分で努力して生きていくのが。

　だから状況に流された。で──あんたは『皆の為に犠牲になる』って言い訳で、自分の流されっぷりを言い繕つくろった訳だ。不ふ幸こうになるのは自分が怠たい慢まんだったせいじゃない。皆の幸しあわせの為に仕方なく自分が不幸になってやったんだ──って」

「…………」

　コーティエは言葉に詰つまった。

　どうしてだかは分からないが、言葉が出てこなかった。

「あんたは単に逃げたんだよ。『皆の為に犠牲になる私、ああ、なんて健けな気げで可哀かわい相そうなの』……ってな感じでそれで体たい面めんを取り繕つくろってはいるけどもねい。何の事はない──ただ頑張らずにあっさり諦あきらめただけ」

「…………」

　コーティエは親の敵かたきでも見る様な眼でキダーフを見み据すえる。

　まさか──こんな事を言う為にこの男は自分の所に戻ってきたのか。私を嘲あざ笑わらう為にわざわざ最も残ざん酷こくな瞬しゆん間かんを狙ねらって──

「それを『皆の為に』なんて言い繕っちゃいけない。誰かの為に自分を『殺す』ってのは──そんなに生なま易やさしいもんじゃない」

「な……何よ」

　コーティエは自分の声が震ふるえるのを感じた。

　まずい。これではキダーフの物言いを認めている様なものだ。しかしそれが分かっていても──しかしコーティエは自分の声が哀あわれな程に震えるのをどうする事も出来なかった。

「何を分かったような事を──何を……あんたなんか、何も知らない癖に。なんの責任も無い、ただの通りすがりの癖くせに！　偉えらそうな事言わないでよ！」

「だからさ」

　キダーフは肩を竦すくめて見せながら言った。

「ゆきずりだから見えるものもあるさね」

　キダーフの細い指がコーティエの胸を向く。

「別にあんたは悪くない。それも一つの生き方だよ。そうする事であんたが『皆の役に立った』という満足を得て幸せなら、それは俺の口を挟はさむべき事じゃない。だがもしそうなら愚ぐ痴ちも垂たれなさんな。それは他の誰でもない、あんた自身が望んだ事なんだから」

「──！」

　コーティエは言葉に詰まった。

　腹が立った。どうしてこんな男に偉えらそうに説教じみた事を言われなければならないのか。

　自分がどんな想いで、今から連れて行かれようとしているのか──この男には想像も出来ないのか。あるいは想像出来てもこの男にはどうでも良い事なのか。

　情けなくて腹立たしくてもう泣き出したい気分だった。

「何よ──何よ……」

　コーティエは譫うわ言ごとの様に意味の無い言葉を繰り返す。

　そして──

「──嫌いやかい？」

　キダーフが囁ささやくように言った。

「──え？」

「連れて行かれるのは、嫌かい？　本当に──嫌かい？」

　彼は静かに繰り返した。

「それは──」

「本当に嫌なら俺が助けてやろう。見み栄えも体てい裁さいも無なく嫌だと叫さけべばいい。ならば俺があんたの未来を変えてやろう」

　一瞬。

　コーティエは叫びそうになった──『嫌だ』と。

　嫌だった。当たり前だ。幸せになりたい。不ふ幸こうになどなりたくない。自分だけが犠牲になって楽しい訳がない。これは仕方がないから──苦く渋じゆうの選せん択たくの筈なのだ。好きでもない男の慰なぐさみものになりたい女など居る筈がないではないか。

　しかし──

「はっ──」

　コーティエはキダーフを睨にらみながら言った。

「何をふざけたことを……」

　腹が立った。

　何もかも見み透すかして遠く空の彼方かなたから自分を見下ろしているかの様な、この男に屈くつするのが嫌だった。

「逆さからえばいい。格かつ好こう悪くても、体てい裁さい悪くても、誰かに馬ば鹿かにされても、誰かに恨うらまれても、とにかくそれが嫌なのなら声を大きくして叫さけべばいい。状況に流されたまま、『可哀相な自分』の幻げん影えいで周囲を塗ぬり固かためるよりはマシだとおもうけどねい」

「……どうして」

　コーティエは呻うめくように言った。

「どうしてそんな事言うのよ……あんたになんか関係ないでしょ……！　私がどうなろうと、あんたには──」

「御お節せつ介かいは俺の悪い癖くせでねい」

　キダーフはこの期に及およんでものんびりした口調で言った。

「ま──一晩泊めて貰もらった恩おん義ぎってのもあるし」

「…………」

　コーティエは唇くちびるを噛かんだ。

　馬鹿にしている。この男は自分を嬲なぶって楽しんでいる。自分が懊おう悩のうする様を見て笑う積もりなのだ。

　だからこそこんな出来もしない、ましてや不公平極きわまりない取引を持ちかけている。夢物語の様な条件をちらつかせて、浅ましく飛びつく自分を笑いものにしようとしている。

　悔しかった。

　こんな男に馬鹿にされる理由が何ど処こにあるのか。皆の為にこの身を捧ささげる自分が、どうして──

「…………」

　ふと胸を突かれた想いがした。

　ミンナノタメニ。

　ミンナノタメニ。

　ミンナノタメニ。

　ミンナノタメニ……

　甘かん美びな言葉。

　でも──ただそれだけの言葉。

「どうする？」

　キダーフは静かに尋ねてくる。

　強要はしない。嘲ちよう笑しようもない。ただ純じゆん粋すいに彼女の意志を問う言葉。

　しかし──

「……私は」

　コーティエは射い抜ぬく様な視線でキダーフを見据えた。

「あんたなんか大嫌い！」

　叩たたき付けるようにそう言うと、コーティエはキダーフに背を向けて歩き出した。





　コーティエを乗せて走り去る馬車を見送りながらキダーフは腕うでを組んだ。

「うーむ。ちょっと言い方がキツかったかねい？」

　あくまで彼の口調は気楽だ。

　確かにその様子は薄はく情じよう者もの、人にん非ぴ人にんと罵ののしられても仕方のないものであったが──

「まあとりあえずは……」

　そう言って彼はふと思い付いたかの様に背後を振り返った。

　キダーフからやや離れた所に数名の男女の姿が在ある。

　言うまでもなくカウレスの村の住人達だ。彼等は複雑な表情を浮かべてコーティエを連れ去ってゆく馬車を眺ながめている。

　そして──

「──あの」

　住人達の中から一人の中年男がおずおずと歩み出た。男は野の良ら仕事で日焼けした浅黒い顔に何処か苦く悩のうの色を滲にじませてキダーフに近寄る。

　その顔には見覚えがある。昨日の朝にキダーフが話を聞いた村民達の一人だ。

　フォトレである。

　彼は喉のどの奥から絞しぼり出すような声で言った。

「ちょっと話があるんだが──」

「はいな」

　キダーフは愛想良く頷うなずいた。





　コーティエは馬車の中で懊おう悩のうしていた。

　キダーフが憎い。

　だがそれ以上に──彼に反論できなかった自分が憎かった。

　そうだ。

　確かに自分は『皆の為に犠牲になる可哀かわい相そうな自分』に酔よっていたかもしれない。だからこそそれを再確認するための相手を必要としたのだ。村の人間ではなく、部外者が必要だったのだ。犠牲になる事を愚ぐ痴ちる様な、恩おん着きせがましい娘になってしまわない為に。『健けな気げな人柱』たる自分の印象を崩くずさない為に。

　分かっていた。

　自分は逃げたのだ。それは確かにキダーフの言う通りだ。ホチスキン男だん爵しやくの慰なぐさみものになる未来を全ぜん身しん全ぜん霊れいで拒きよ否ひはしなかった。

　だが──それがどうして悪い？

　自分一人が見苦しくもがいた所で未来は変わらない。彼女一人にどうこうできる問題ではない。だからせめて──『皆の為に犠牲になる健気な少女』を演じる事で自分を慰めようとした。

　その事の何が悪いというのか!?

　どうしてその事をあんな軽けい薄はくそうな男に見み透すかされ、説教じみた事を言われなければならないのか。

「私は……」

　どうすれば良かったというのか。

　皆に迷惑がかかるのを承知で、自分以外の誰かが犠牲になるのを承しよう知ちで、嫌がれば良かったのか。

「馬鹿っ……」

　拳こぶしを握にぎりしめてコーティエはそう呟つぶやいた。





　ルネはじっくりと時間をかけて──自分を落ち着ける為にも──犬舎を見回った。

　今夜も異常なしだ。

　満足げに頷くと彼は次に正面玄関の方へと回った。

　今夜も二十頭余りの猛もう犬けんがホチスキン男爵邸の塀ほりの中をうろついている。予あらかじめ教え込んである人間──ホチスキン男爵やルネ自身──以外の人間を見かければ問もん答どう無む用ようで噛かみ殺す様に犬達には命じてあった。

　この為、連れてこられた女達は無論の事、同居するホチスキン男爵の血けつ縁えん者しやや住み込みのメイド達でさえ、夕方以降は屋敷の外に出ようとはしない。

　此こ処こは屋敷の形こそしているが、その警備は殆ほとんど監かん獄ごくのそれであった。

　内からは無論、外からも入り込む事は出来ない。軍用魔法に通じた一流の魔法使いでも連れてくれば別かもしれないが。

「…………」

　庭の真ん中で立ち止まってホチスキン邸の二階を振り返った。

　その中央に男爵の寝室が在る。

　どうにも興こう奮ふんしてしまう。

　今夜は『初夜』だ。今頃少女はあそこに呼び出されているだろう。

　自分があの少女を抱ける訳ではないのだが、どういう事が行われているのか想像するだけでルネの心しん臓ぞうは激しく高たか鳴なる。見るからに気の強そうなあの少女が、男爵の前に屈くつして弄もてあそばれるのだ。さぞかし面おも白しろい事になるだろう。矜持プライドさえ許せば、土ど下げ座ざしてでも頼み込んで同席させて貰もらいたい位だった。

　そんな事を彼が考えていると──

「…………ん？」

　ルネはふと眉み間けんに皺しわを刻きざんで振り返った。

「気のせいか……？」

　昼間に、カウレスの村で見かけた様な何か──視界を過よぎる小さな影をまた見かけた様な気がしたのだ。

　いや。

　気のせいなどではない。満月が出ているせいで比較的今日は視界が明るい。見間違いなどである筈はずがなかった。

　無論、虫など別に珍めずらしいものではないのだが──何かがおかしい。

　ルネはまるで小動物の様に勘かんの鋭するどいところがある。特に自分に危険が及およびそうな場合は彼の神経は敏びん感かんに反応する。だが特に錬れん磨まされてきたわけでもないその感覚は、正確さを伴っていない曖あい昧まいなものだった。

　ルネは素早く懐ふところから小さな笛を取り出した。

　正確には幾いくつもの笛を横に並ならべて枠わくで固定したものだ。この笛は人間には聞こえないが犬の耳には聞こえるという、特殊な音波を発する。この笛の音を何種類か組み合わせて彼は『子供達』を手足の如ごとく操あやつるのである。

　念のためにと彼は庭に散ちっていた犬達を自分の所に呼び寄せる。

　黒い装甲犬十数頭が即そく座ざに彼の回りに集まってきて『陣じん』を敷しいた。

　どんな屈くつ強きような戦士でもこの『陣じん』は突破できまい。どうしてもというのなら魔法を使って丸ごとルネを吹っ飛ばす位しか手は無いだろう。

　改めて自分にそう言い聞かせてルネは短い安あん堵どの息を吐つく。

　その瞬しゆん間かん──

「──!?」

　一いつ斉せいに犬達が卒そつ倒とうした。

「な──」

　何の前まえ触ぶれもない。だが犬達はまるで毒でも盛もられていたかの様にその場でもんどり打って倒れ、激しく痙けい攣れんしている。びくんびくんと地面で跳はね回る犬達には最も早はや、戦闘力など微み塵じんも残っていないのは明らかだった。

「なんだとおっ!?」

　一体何が起こったのか。

　毒物によるものとしか思えない反応だが、犬達の餌えさは毎回ルネが自みずから作って食べさせるものだ。毒物を混こん入にゆうされている可能性はまず無い。

　では吹き矢の類か？

　しかし犬達が一斉に倒れた事を想えば……少なくとも十数人の人間が一斉に吹き矢を使った事になる。射しや程ていの短い吹き矢ともなれば屋敷の中にまで侵入して仕掛けねば到とう底てい届とどくまいが……それならばどうして犬達が気付かなかったのか。

　ルネはすぐ側で痙攣している犬を見つめる。

「これは──!?」

　彼は犬の腹を何か黒いものが這はい回っているのに気付いた。

　装甲や犬の体毛と同色な上に、夜である事もあって今まで分からなかったが──

「虫……？　まさか……！」

「こんばんわ」

　呑のん気きな口調でそう告げられ──愕がく然ぜんとルネは背後を振り返った。

「貴様はっ……！」

「やあ──良い月ですねい」

　キダーフ・ジャイロットは冷たい月光を浴びながらも陽気にそう言った。





　紅あかい雫しずくが落ちる。

　床を──床の上に敷かれた毛足の長い絨じゆう毯たんを汚よごすかと想われたその一滴は、しかし白い脚あしの甲こうに落下を阻はばまれてその皮ひ膚ふを濡ぬらした。

「──さあ初仕事だ」

　ワイングラスを傍かたわらの卓に戻しながらその痩やせた男はにやにやと笑った。

　何ど処こか病的な感じさえする色白な肌はだ。歳は恐らく三十代前半。見方によっては端たん整せいとも言える顔立ちだが──その顔の真ん中に灯ともる陰いん湿しつな眼光が男の性質というものを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　ホチスキン男爵家当主──バラレス・ホチスキンである。

「綺き麗れいにしろ。お前の舌でだ」

　椅い子すに腰こし掛かけ、自分の脚をゆっくりと前に──殊こと更さらによく見せつける様に──出しながら、バラレスが言う。

　彼は既すでに全ぜん裸ら同然だ。股こ間かんを隠そうともせず、全裸にガウン一枚を羽は織おっただけという格好である。羞しゆう恥ち心しんが無いと言うよりも……むしろそれを見た処しよ女じよがどう反応するのかを楽しんでいるのだろう。

　そして彼の期待通り、彼の前に立つ下着姿の少女は羞恥と──そして屈くつ辱じよくに顔を真っ赤に染めていた。その首には犬のそれに巻かれるのと同じ意匠デザインの首くび輪わがはめられ、そこからはじゃらりと鎖くさりが延のびている。その端はしはバラレスの手が握にぎっていた。

　少女は言うまでもなくコーティエである。

　彼女は動かない。いや、動けないのだ。

　目も眩くらむような悔しさと悲しさで彼女は嘔おう吐としそうだった。

　甘かった。

　此こ処こは生き娘むすめの自分が想像するような生なま易やさしい場所ではなかった。ただ抱かれれば良いなどというものではない。愛人どころか……ここでは彼女は玩がん具ぐでしかなかった。どう弄いじろうと男爵のお好このみ次第。圧倒的な恥ち辱じよくで以もつて踏ふみ潰つぶし、その苦く悶もんする様を──壊こわれてゆく過か程ていを楽しむ事だって出来るのだ。

「くっ……」

　コーティエは唇くちびるを噛かんだ。

　相手は領主だ。無力な自分はその要望を叶かなえるしかない。さもなくば彼女を今年の側室にと推した村の者達にも迷めい惑わくがかかるだろう。

「どうした？」

　嬲なぶるように男爵は言う。

「できないのか？　困った娘だ。与えられた簡単な仕事も出来ない様ではなあ──」

　言いながら男爵は再びワイングラスを手に取ると、今度は自分の胸にそれを惜おしみなくぶちまけた。

　まるで胸から流血しているかの如く、紅い液体が彼の胸から鳩尾みぞおち、腹、そして更にその下へと流れ落ちてゆく。

「さっさとしないか。このままでは私がワインでふやけてしまうぞ？」

　勝手な事を言いながら男爵は椅い子すから立ち上がり、コーティエの前に立つ。

「さあ、跪ひざまずけ」

　コーティエは震ふるえながらも従したがった。

　目の前の現実から必死で意識を逸そらそうと想うのだが──うまくいかない。

「綺き麗れいにするんだ。隅すみから隅までな」

「…………」

　コーティエは凍こおり付いたようにそこから動けなかった。

「コーティエ」

　むしろ優しい口調でバラレスは言った。

「まさか出来ないなどとは言うまいな？　言うまいなあ……？　そんな事をすればどうなるか──分かっているな？」

「…………はい」

　コーティエは呻うめくように言って、目を閉とじる。せめて目の前の男を見ないで居れば、耐たえられるかもしれなかった。

　しかし──

「駄だ目めだ。ちゃんと眼をあけて綺麗にしろ。丁てい寧ねいにな」

　バラレスの声がそれを許さない。

「…………」

　コーティエは全身が激げき情じようで弾はじけ飛ぶのではないかと想った。

　眼が潤うるんでいるのが分かる。

　泣いてもこの男の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおるだけだとは分かっていたが──それでもコーティエは眼から雫しずくが流れ落ちるのを止める事が出来なかった。

　辛つらい。

　痛い。

　悔しい。

　哀しい。

　忌いまわしい。

　腹立たしい。

　馬鹿馬鹿しい。

　どうして自分がこんな事をせねばならないのか。どうして自分がこんな眼にあわねばならないのか。

　……簡単な話だ。

　どうしてと問いながらも既すでにコーティエには分かっていた。

　流されるままに逆さからわなかったからだ。身にふりかかる不ふ幸こうを誰だれかの責任にして努力をしなかったからだ。その不幸に呑のまれる自分に酔よって、自分を誤ご魔ま化かしてきたからだ。

　分かっていた。

　だが彼女に出来る事などたかが知れていた。ただの村娘に、領主に逆らう術すべなどある筈はずがなかったのだ。まして今いま更さらそれを悟さとったところで彼女にこの状況を覆くつがえす術は無い。

　それでもなお、今彼女に出来る事があるとすれば、それは──

「いや……」

「ふむ。何か言ったかね？」

　男爵が薄うす笑わらいを浮かべて尋たずねてくる。

「まさか『嫌だ』などとは言うまいな？」

「…………」

　俯うつむいて震ふるえるコーティエ。

　駄だ目めだ。いけない。それを言ったら終わりだ。

　分かっている。

　それはもう充分に分かっている。

　しかし──その口だけは滑なめらかに動いて禁じられた言葉を紡つむぎ出した。

「いや……だ……」

「なに？」

「いや……よ──嫌よ！　私は嫌よ！　あんたなんかに……どうしてあんたなんかに！　私は嫌よ！　あんたみたいな下げ衆すに抱だかれるのなんて、誰が何と言おうと、絶対に嫌っ!!」

　そう叫んでコーティエは立ち上がる。

「ほほう」

　男爵はむしろ嬉うれしそうに笑いながら、コーティエを眺ながめた。

「今度の娘は躾しつ甲けが斐いがありそうだな……」

「これも婆ちゃんの言葉だけども──」

　不ふ意いに。

　口調もそれが語る内容も全く場にそぐわぬ声がコーティエと男爵の間に割り込んできた。

「……え!?」

「……な!?」

　愕がく然ぜんと振り返ったコーティエと男爵は、部屋の入り口に立つ一人の男を見た。

「『天は自らを助くる者を助く』──名言だと思わないかい？」

「キダーフ……！」

　有り得ないものを見たとでも言う様にコーティエがかすれた声で言う。

　それは──確かに昨日一晩、彼女が家に泊とめた流れ者の楽士だった。

　いや。

　彼は本当に楽士だったのか。

　単なる楽士が──ただの流れ者がこんな所に居る筈がない。来られる筈がない。

　まして……

「ああ…………」

　コーティエは震えた。

　怖こわい。物もの凄すごく怖い。

　彼は相あい変かわらず軽けい薄はくな笑みを浮かべてそこに立っているだけだ。

　なのに──この圧あつ迫ぱく感かんは何だろう。あの犬達など比べものにならない。コーティエの本能が金切り声を上げて告げていた──この男は怪かい物ぶつだ。そう呼ぶに相応ふさわしい力を持っている。自分などこの男の前では一いつ瞬しゆんで殺せる脆ぜい弱じやくな存在に過ぎない。

　無論、キダーフはコーティエにそれを向けている訳ではない。彼女が感じているのは、彼が男爵に向けているものの余よ波はでしかないのだ。

　本物の殺気というものがどういうものか、コーティエはこの時初めて知った。

　だが。

　同時に彼女は陶とう然ぜんとした想いを抱いた。

　怖い。でも──美しい。とても美しい。

　本当に強いという事は……こんなにも美しい事なのだ。

　自分でそこに立つ。

　状況に流される事なく自分の責任と意志においてそこに居る。

　それはなんと美しい事なのか。

「キダーフ……どうして……」

　呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやくコーティエに、キダーフは──

「嫌だってあんたが正直に言ったからさ」

　ひょいと肩を竦すくめて言った。

　ごくごく当たり前の事を告げるかの様に。

「ば、馬鹿な……」

　バラレスが呻く様な声を出す。

「ルネは──番犬共はどうしたっ……!?」

　その言葉に誘さそわれたかの様に──キダーフの背後から人影が一つまろび出る。

　ルネである。

　だが……犬使いの男は男だん爵しやくを助けるどころの状態ではなかった。彼の表情は哀あわれな程に引きつっていた。どれだけの恐怖にさらされたのか……その表情を見ただけでバラレスはおろかコーティエでさえ戦せん慄りつした。

「男爵様、男爵様、おた、お助け、助け──」

　そう言ってルネは倒れる。

　彼は白目を剥むいて口の端はしから泡を噴ふいていた。

「まあこんな感じで」

　肩を竦めてキダーフが言う。

「そんな、そんな馬鹿な事があるか！」

　男爵が悲ひ鳴めいじみた声を上げた。

　当然だろう。彼にしてみれば絶対の信頼を置いていたルネと彼の調教した軍用犬が、このたった一人の侵しん入にゆう者しやを阻そ止しできなかったのだから。

「たかが一人に──」

「まあ一人なのは間違いないけど──正確に言えばそれだけでもなかったり」

　そう言ってキダーフは肩から提さげた楽器に素す早ばやく指を走らせる。

　音は無かった。少なくともその楽器から漏もれる音は。

　しかし──

「──っ!?」

　最初──コーティエはそれが何の音か分からなかった。

　少なくともそれが虫の羽は音おとなのだとは判別がつかなかった。彼女の知る限り虫の羽音というものはとても小さなものでしかなく──到とう底てい『轟ごう音おん』などと呼べる様なものではなかった筈なのだ。

　だが。

　たとえ一つ一つが小さな音でも数が集まればそれは空気を揺ゆるがす大だい音おん量りようとなる。

　キダーフの傍かたわらをすり抜ける様にして部屋に雪な崩だれ込んできたのは、何十──いや、何百何千という虫だった。

　いや。それは単に虫という言葉で示せる様な代しろ物ものではなかった。

　形としては甲こう虫ちゆうという事になるのだろう。黒く艶つや光びかりする外がい皮ひを備そなえたそれらは、あくまで昆虫として把は握あくするならかなり大型の部類に入る。

　だが……その甲虫には何か『昆虫らしくない』雰ふん囲い気きがあった。

　何がと問われればコーティエにもはっきりとは答えられない。だがその姿には単に昆虫という言葉で表現しきれない、ある種のいびつさがある。自然物ではなく、明らかに何らかの目的に向けて洗せん練れんされ、作成された人工物に見られる必要以上の鋭するどさと固さ──例えば武器や工具の持つ雰囲気を帯びている様に見えた。

「まさかこれは──」

　男爵が戦おののきに震える声で言う。

「〈魔バ蟲グ〉!?」

「御ご名めい答とう。何にも出ないけどねい」

　キダーフは朗ほがらかな表情で言う。

　だがこの状況でそれは怪物じみた残ざん忍にんさとしてバラレスの目には映うつった事だろう。

「貴様──貴様は一体……」

　部屋の中を飛び回る無数の甲虫に怯おびえながらも、再びキダーフに向けて叫ぶ男爵。

　んー……としばし考えるような表情を見せてから、キダーフは言った。

「〈サイレンサー〉って御ご存ぞん知じ？」

　その言葉に男爵の顔色は蒼白を通り越して真っ白になった。

「〈標的をサイ永遠にレン沈黙させし者サー〉……！　そんな馬鹿な、あの有名な職業的殺人者がどうして──こんな……嘘うそだ、そんな事が──」

「いやまあ、信じる信じないはそっちの勝手だけども」

　言ってキダーフは再び鍵けん盤ばんに指を走らせる。

　その瞬しゆん間かん。

　それまでは無む作さく為いに部屋の中を飛び回っていた甲虫の群れが、一いつ斉せいに動きを変え、男爵に向けて襲おそい掛かった。

「──ひっ」

「はいはい、皆みんなで舐なめて綺き麗れいにしてねー丁てい寧ねいにねー」

　悲鳴を詰つまらせる男爵と、本気なのか悪ふざけなのか、ひどく気楽な口調で言うキダーフ。一瞬後には男爵は無数の甲虫にたかられ、人型の黒い塊かたまりとなってベッドに倒れ込んだ。

「…………！……!!」

　じたばたと暴あばれながら何事かを叫んでいる様だが──最も早はやその声はコーティエにさえ届かない。ぞわぞわと動き回る無数の虫に全身を覆おおわれながら、ひたすら男爵は悶もん絶ぜつするだけだった。

「うわ…………」

　コーティエが呻く。

　恐らく、あの犬使いも、これでやられたのだ。他人事ながらもその感かん触しよくを想像したコーティエはぞっとした。これだけで死にはしないかもしれないが、こんな事を一定時間続けられれば──どんな屈くつ強きような人間でも間違いなく頭の中が壊こわれる。

「さて。帰りましょうか、お嬢さん」

「あ──」

　キダーフに言われてコーティエは我われに返った。

　だが──

「でも、あの──」

　今此こ処こで自分が逃げても何も事は解決しない。むしろ逃げてきた自分を村人達は無責任だとなじるだろう。

　だが──

「あんたはただ嫌いやだと言えば良かったんだよ。誰もあんたに全て押しつけて知らん顔したかった訳じゃない」

「……でも」

「窓の外見てみ」

　キダーフの指し示すままにコーティエは部屋の窓に歩み寄ると、その外を──ホチスキン邸の庭を見た。

　そこには、泡をふいて悶絶している数十頭の犬と、それに──

「あれって……」

　何十人という男女がホチスキン邸に雪な崩だれ込んでくる。

　その中には見知った顔が幾いくつもあった。

　村の者達だ。

「まあみんな元々我が慢まんの限界に来てたみたいだねい？」

　特に先頭に立って走っている男の顔にはコーティエも見覚えがあった。

　確か彼は三年前にこの屋敷に連つれ込まれたミレーネという娘の父親だ。コーティエが自ら『生いけ贄にえ』役を買って出た際に『何か私に出来ることがあれば遠えん慮りよ無なく言ってくれ』と声を掛けてきてくれたのを覚えている。

　よく見れば、ホチスキン邸の人間らしき者達が慌あわてて応対に出てゆく姿も見える。

　やがてミレーネの父親は一同の先頭に立ってホチスキン邸の者と何事か口論を始めた。

　恐らくはコーティエを返す様に直じき訴そしているのだろう。

「私は……」

　キダーフを振り返り、コーティエは呻く様に言った。

　言葉が出てこない。

　何を言って良いのか分からない。

　下へ手たに何か言おうものならば、格かつ好こうの悪い幼稚な言葉が胸から溢あふれ出てきそうだった。

「まあ結果良ければ全て良しって事で。なんか怒らせちゃってたみたいだけど、勘かん弁べん」

　そう言ってへらへらと笑うキダーフ。

　コーティエは思わず何か怒ど鳴なってやろうと口を開き──

「あ…………」

　我が慢まんできない。泣けてきた。

　コーティエは泣きながら──

「あは……あははははは…………あははははは…………」

　泣きながら──しかし彼女は妙に爽そう快かいな気分で笑った。





　結局。

　ホチスキン男爵はその数日後に代だい替がわりした。

　魔バ蟲グにたかられたのが余よ程ほど恐ろしかったのか──彼や、ルネは最も早はや、普ふ通つうの人間として生活を送るのにも支し障しようが出る程の状態になっていた。種類や大きさを問わず、虫の類たぐいを眼にすると、恐きよう慌こう状態に陥おちいって泣き叫び、床ゆかを転げ回るのだという。

　これでは当主など到とう底てい務つとまらないという事で、ホチスキン家の家か督とくは彼の従弟いとこが継つぐ事になったのだそうだ。一応その人物はホチスキン男爵の様な乱行とは無む縁えんの人物らしいので、とりあえず問題はあるまい。きちんとした施政能力があるかどうかはまた別問題であるが、それは今から心配しても始まらない。

　そして──

「──ふむ？」

　キダーフは脚あしを止めた。

　ホチスキン男爵邸の騒さわぎから一週間目の早朝。

　事の次第を見届け終わり──彼はカウレスの村を出ようとしていた。

　乗りかかった船とはいえ──長居をしすぎた。既すでに休養の予定は大おお幅はばに過ぎていたし、このまま此こ処こに逗とう留りゆうしていては何ど処こから彼の名前が官かん吏りに漏もれるか分からない。特に壊こわれたとはいえ、バラレスは彼の通り名を聞いているのだ。いつ役人が彼を捕ほ縛ばくしに押し寄せても不思議は無かった。

　コーティエには特に何も言わなかったが、殊こと更さらに別れを告げる必要もない──そんな風に彼は思っていた。

　コーティエの言うとおり、彼はただの通りすがりだ。村に何の関係も無い人間がただ気き紛まぐれで御お節せつ介かいな真ま似ねをしただけの事である。

　ならば立ち去るのも気紛れに、ひっそりと消えるのが良いだろう。別れを惜おしんでだらだらと時間や言葉を重ねるのは彼の趣味ではない。

　だが──

「随ずい分ぶんと早いわね」

　どうやってキダーフが出立するのを知ったのか──村の出口に座すわり込んで待っていたコーティエは彼の姿を認めると、立ち上がってそう声を掛けてきた。

「いやまあ──そうねい」

　頬ほおを掻かきながらキダーフは苦笑する。

　コーティエはキダーフのすぐ側まで歩み寄ると、彼の顔を覗のぞき込むようにして言った。

「一つ聞きたいことがあったの」

「なんでしょ？」

「どうして──殺さなかったの？　殺せたんでしょう？」

　コーティエは至し極ごく真ま面じ目めな表情でそんな事を尋たずねてくる。

　ある意味でとんでもない質問だが──

「そうだねい。殺すことは出来たよ」

　キダーフはあっさりとそう言った。

「じゃあどうして……？」

「殺す程の報ほう酬しゆう貰もらってないからねい。一ひと晩ばんの宿泊費で殺されたんじゃ、男爵様やワンちゃん達もたまらんだろし」

「…………」

　予想外の答えだったのか──きょとんとした表情でコーティエはキダーフを見つめた。

「俺の依頼料、意外と高いのよ」

　そう言ってキダーフは笑う。

　それは職業的殺人者という彼の生業なりわいには不ふ似に合あいな程──開けっぴろげに自然で陽気な笑顔だった。

　一いつ瞬しゆん、コーティエは魅み入いられたかの様にキダーフを眺め──

「そっか」

　そう言って彼女も笑った。

「んじゃま。そういう事で」

「うん」

　軽く片手を挙あげて見せると、そのままキダーフはコーティエの傍かたわらを通り過ぎて歩き出す。半日も歩けば街道沿ぞいに運行している駅馬車の停留所に辿たどり着けるだろう。そんな事を考えながら──

「…………もしもし？」

　数歩歩いたところでキダーフは眉まゆをひそめて振り返った。

「コーティエさん？　何をしてますか？」

「荷物背せ負おってんの」

　そう言うコーティエは──近くの茂しげみから取り出した布包みを、夜逃げよろしく背中に背負っている所であった。

「荷物？」



    

  
    
      「旅行の」

　平然とそう言うコーティエにキダーフは黙だまり込こんだ。

　そんな彼の反応をどう思ったか──コーティエは何かを吹っ切ったかの様に、さばさばとした口調で言った。

「なんだかんだいっても……やっぱりこのまま村の中に居るのも気まずいしね。それにこの際さいだからまあ、ちょっとあちこち見てみようかな──とか想ったの」

「はあ──」

「まあ、だからしばらく、よろしく」

「──俺？」

　自分を指差してキダーフが言う。

「そうよ。さすがに一人旅じゃ心許もとないし。それに──」

　言ってからコーティエはにんまりと笑って言った。

「まだ仕事も果たしてないしね」

「契けい約やく？」

「あんた、私を買ったでしょ？」

「それは……」

　さすがにキダーフが絶ぜつ句くする。

　その様子を見て満足そうに頷うなずくと、コーティエは彼の横に並ならんだ。

「きちんと助けられた報ほう酬しゆうは支払うわよ」

「……いや。それはいいから。何というか考え直して──」

　コーティエを抱くのはやぶさかではないが、だからといってこんな少女を連れて職業的殺人者として動き回れる筈がない。というか──それはきっと端はたから見ていればとても間抜けだ。

　キダーフは珍めずらしく困り果てた表情を浮かべてコーティエを見るが──

「イ・ヤ・よ」

　一言ずつはっきりと区切るように言うと──コーティエは舌したを出した。



    

  
    
      





　圧あつ倒とう的てきな力がそこには在あった。

　観みる者に足元が崩くずれ落ちるような無む力りよく感かんを叩たたき込こまずには置かないような──そんな恐おそろしく強大な力である。

　それはただただそこに在った。

　純じゆん粋すいな力とは常にそうしたものだ。方向性もなければ善悪の区別もない。継けい続ぞくする爆発、あるいは定点を決められた渦うず巻まきの如ごとく、ただただそこに在る。在りながら、近づかんとするものを例外なく蹂じゆう躙りんし、触ふれんとするものの全てに等しく破は壊かいをもたらす。

　その問答無用の激しさの前では、如い何かなる努力も抵抗も、一方的に徒と労ろうとして蹴け散ちらされるだろう。

　それが……さも当然の結果であるといわんばかりに。

　──そう。

　それは予想された結果だった。

　予め警告された事態であった。

　だが──

「とうとう……」

　物もの憂うげな声が呟つぶやく。

　長い黒くろ髪かみと鋭するどい黒こく瞳どうを備そなえた青年は、荒あれ狂くるう轟ごう音おんに圧おされたかのように、その長身痩そう躯くを折り……そして地に伏ふせた。

「とうとう俺達は触ふれてしまった……」

　青年は──シャノン・カスールは、無力な虫のように地に這はいながら、呪のろいを紡つむぐかの様に言葉を続けた。

「分かっていた事だ……それが禁きん忌きなのだと。あいつの中に大いなる災わざわいの種が在ると……分かっていたはずなんだ……！」

　拳こぶしがごり、と音をたてて地面にめり込む。

　やり場のない焦しよう燥そうと憤ふん怒ぬと戦せん慄りつと──後は形にならない感情が渦うず巻まいて、シャノンの端たん整せいな表情を歪ゆがめている。

　その剣技と魔法と、そして何よりも強きよう靭じんな意志力によって死線をかいくぐり、王国最大の禁忌とされてきた〈廃棄王女〉を守護し続けてきた戦士。いかな窮きゆう地ちにあっても、絶ぜつ望ぼうを拒こばみ、生存の道を探し続けてきた青年。

　だが──今の彼の表情に、そして声こわ音ねには、薄うすくも明確な絶ぜつ望ぼうの色がある。

　迫りくる津波や竜巻を前にして、矮わい小しような人の身ならば感じずにはおれない虚きよ無む感かん。それに等しいものが彼の上にのしかかっているのだ。

「分かっていた、分かっていたさ！　だが、俺は──」

　虚こ空くうを熱ねつ風ぷうと衝撃が駆かけ巡めぐる。

　彼の黒髪が怯おびえるかのように揺ゆれた。

「我々は──触れてしまった……この世で最も恐るべき禁忌に……」

　夕暮れ刻どきの朱あかい空を、更に朱々と染めながら、シャノンを嘲ちよう笑しようするように火炎が踊っていた。

　怒る大だい蛇じやの群むれのように、荒れる海うな原ばらのように、焔ほのおは容赦なく全てを焼き、焦こがし、舞まい上げ、そして撒まき散ちらす。その猛もう威いに大気は悲鳴をあげ、光さえもが恐怖するかのように揺ゆらぐ。

　そして──その中心。

　焔の放つ光の中で飄ひよう然ぜんと立つ人影が在る。

　事態の根こん源げん。破壊の中心。

　それは……

「……ええと」

　緊きん迫ぱく感かんのない声がシャノンの横顔に触れた。

「浸ひたっているところを悪いんだけど──」

「浸ってない」

　シャノンはうめくように言った。

「とりあえず現げん実じつ逃とう避ひしてるだけだ」

「そういうのを浸ってるって言うんじゃないの？」

　うんざりした様子でシャノンが少し頭を動かして隣となりを見ると──ずりずりと匍ほ匐ふく前ぜん進しんして一人の少女が彼の傍かたわらに並んだ。

　時折飛んでくる小石だの火の粉こだのを防ふせぐためか、少女は鉄てつ製せいの鍋なべを鎧がい甲こうの様に頭に被かぶっていた。もっとも完全な効果は望のぞめない様で──吹き付けてくる煤ばい煙えんにまみれ、鍋の下からはみ出ている癖くせ毛げの金きん色いろは、どことなくくすんで見える。

　シャノンの妹にして王国最大の禁忌と言われた〈廃棄王女〉──パシフィカ・カスールは、その大きな碧へき眼がんを兄に向けて言った。

「それにしても、どうすんのよ、あれ」

「どうすんのよ、と言われてもな」

　シャノンはしかめ面で再び視線を前方に戻もどした。

　相あい変かわらずの状況である。

　火炎は荒れ狂くるい、轟ごう音おんが空を満たし、時とき折おり雷らい光こうのような閃ひらめきさえ見受けられる。生なま身みの人間が立ち向かえるとは、とても思えない状況である。

　場所が場所だけに延えん焼しようするものがあまりなさそうなのが唯ゆい一いつの救いであろうか。

「あのバケモン親父がどうにもできなかったんだぞ？　俺にどうにかできると思うか？」

「いや、それは分かるけど」

　パシフィカも前方に視線を戻もどして言う。

「だからって、このまま放置するって訳にもいかないでしょ」

「多分、半日もしたら収まるぞ──これは以前の経験からの判断だが」

「……その前に街が壊かい滅めつしそうな気がするんだけど」

　パシフィカの言葉に──シャノンは同意の意味もこめて深々とため息をついた。

「しょうがない。落とし穴でも掘るか」

「鉄てつ条じよう網もうもいるかも」

　真剣な表情で言うパシフィカ。

　だが──

「あのう」

　かけられた声に再び──今度はパシフィカと揃そろって──振り返ると、そこにはさかさまになったでっかい深ふか底ぞこ鍋なべが、まるでそういう生物のようにずりずりと地面を擦すりながらシャノン達の側に寄ってくるところであった。

「騒霊現象ポルターガイストっ!?」

「違います」

　戦せん慄りつの表情で指差して言うパシフィカに、、やや傾かたむいた鍋と地面の隙すき間まから声が応おうじた。

　よっこいしょ……という掛け声と共に、深底鍋が持ち上がり、その内側から顔を出したのは小柄な初老の男性であった。

　短く刈り込んだ灰はい色いろの髪かみ。やや丸っこい顔に、茶色の細い眼。全体的に漂ただよう温おん和わな緩ゆるみ。一見して『あなた善人ですね』と問答無用に断じたくなるような顔つきである。いや──実際に善人なのだが。

「こ、これは……管理人さん」

　シャノンが這はいつくばったまま、少し焦あせったような声で言う。

「ここは危険ですよ。さあ、下がって」

「そうそう。危ないわよ、おっちゃん」

　口を揃えて退たい去きよを勧める兄と妹に、その細い目を向けて、男は──シャノン達が泊まっていた公設旅館の管理人は、言った。

「いや──しかし露ろ天てん風ぶ呂ろが気がかりで気がかりで。いくらなんでもこの場を離れる気にはなれませんです」

　善人は善人でも、やはり我が慢まんというか寛かん容ようというか、そういうものの限界はある。管理人の口調に若じやつ干かんの苛いら立だちを感じ取ったシャノンとパシフィカの額ひたいに、熱によるものとは違う汗が浮かんだ。

「早く何とかしてください」

　最も聞きたくなかった一語。だがいつかは出てくると思っていた一語。それを耳にしたシャノンとパシフィカは、束つかの間ま顔を見合わせて──

『無理です』

　きっぱりと同時に断だん言げんした。

「いや、無理ってあなた──」

「この事態を収拾するには王国軍の一個師し団だんが必要でしょう」

「魔導士もつけて」

　シャノンとパシフィカが言う。

「なんでですか、あれはあなた達の──」

「管理人さん」

　シャノンは可能な限りの意志力を振ふり絞しぼって深しん刻こくな表情を維い持じしながら、管理人に向かって言った。

「世の中には、人間の力ではどうしようもない災さい厄やくというものがあるんです。天の意志に命じられたかのように、絶対的で不ふ可か避ひな破は壊かいと混こん沌とん。人はそれを天てん災さいと呼びます」

「いや、あれって人災──」

「その前では我々はただ無力です。台風。津波。地震……これらの力を前にした人間はいかに無力なことか。その猛もう威いが通り過すぎるのを、ただ伏ふして待つだけしか──」

　常日ごろの言げん動どうを思えば異常なほどに雄ゆう弁べんなシャノン。

　つまり、それだけ懸けん命めいに誤ご魔ま化かそうとしているのであるが──生憎あいにくと、現実に目の前で燃もえている公設旅館の情景について、管理人を諦あきらめさせるだけの効こう力りよくはなかったようだ。

「そんなわけないでしょうが」

　溜ため息半分、苛いら立だち半分といったところで管理人がシャノンの言葉を遮さえぎる。

「このままでは私の火の元の管理責任まで問われます。言い訳はいいです、お願いですから旅館が全ぜん焼しようする前に、いえ、この温おん泉せん街がいが滅ほろび去る前に、何とかしてください──あの人を」

　周囲の全てを睥へい睨げいするかのように、高々と燃え上がり、咆ほう哮こうのような轟ごう音おんを放つ火炎。

　その真ん中に──焔ほのおの一部と化したかのように、ゆらゆらと揺ゆれる人影がある。

　美しい娘だ。

　黒い髪と黒い瞳ひとみ、更には地じ味みな寝ね間ま着きと、色彩的な派は手でさなどは、微み塵じんもないはずなのに──その姿はひどく焔の朱に映はえ、艶あでやかでさえある。漆しつ黒こくさえも、この娘に帯びられれば、虹にじ色いろに勝まさる鮮あざやかさで観る者の感かん嘆たんを呼ぶだろう。

　彼女の周囲を染そめ上げ、そしてその白い肌に映うつりこむ焔の色さえ……この娘を引き立たせこそすれ、その容姿を損そこなう事はない。

　娘の名はラクウェル・カスール。

　シャノンの双子の姉であり、パシフィカの義理の姉である。超一流の魔導士として数々の魔法を操あやつり、その冷れい静せいさと包ほう容よう力りよくで弟と妹を支えてきた娘。王国最大の禁きん忌きたる〈廃棄王女〉を守護せし美び貌ぼうの反逆者。

　……なのだが──

「……ひっく」

　しゃっくりのような声がその唇くちびるからもれる。

　ふらりふらりと頼たよりない足取りで数歩歩いて、ラクウェルは周囲を見回し、そして言った。

「……んご」

　──白い頬ほおに差さす赤味は、必ずしも焔の照り返しによるものだけではないようだった。





　話は数時間前に遡さかのぼる。

　シャノン達は、カラビニクという名の街に在る公設旅館に宿泊していた。

　この街はマウゼル教の定める巡じゆん礼れい地ちの一つに近く、巡礼者や巡回商人、あるいは単なる旅行者など、様々な人間が通つう過かする。そして、彼等をあてこんだ宿屋街の中には、領主が経営している大型宿泊所──公設旅館なども含ふくまれているのである。

　基本的にラインヴァン国内の基き礎そ税ぜい率りつは地方格差が一定以上に広がらないように法定されている。このため、領主といえど、徒いたずらに増税を行うわけにいかず、手っ取り早い増収を望むなら、彼等もそれなりの商売に手を出す必要が生じる。

　この施設──公設旅館も、そういった理由で作られたものの一つであった。故に、基本業務を取り仕切る管理人はいるが、施設の所有者ではなく、あくまで『業務管理』を任まかされているだけの被ひ雇こ用よう者しやに過ぎない。

　それはともかく──

「ごめんなさいねえ」

　シーツの下からちょこんと顔半分と指先だけを出しながら、もごもごとラクウェルは言った。

　いつもののんびりした口調は変わらないが、ベッドに横たわった彼女の声には、どこか力がない。

　風か邪ぜである。

　実のところ──ラクウェルはこうした流行性感かん冒ぼうに弱い。あるいは少なからず母親の体質を引き継ついでいるのかもしれない。

　シャノンと比べるとさすがに劣おとるものの、見た目よりもずっと彼女は体力がある。それ故、そう深しん刻こくな病状にはならないのが常なのだが──

「……黙だまって、養よう生じようしろ」

　ベッドの横の椅い子すに座すわって本を読んでいたシャノンが、顔を上げて言う。

「また、いきなり倒れられたらかなわん」

　ラクウェルは自分の苦痛や疲労には妙に耐たい性せいがあるというか……悪く言えば鈍にぶいようなところがある。たとえば、相当な熱を出していても、普ふ段だんと同様に振ふる舞まってしまうのだ。このためシャノンやパシフィカでさえ、セキや喉のど荒あれ、鼻はな詰づまりといった兆ちよう候こうが如によ実じつに出てこなければ、彼女の風邪に気付かない場合がある。

　逆に言えば──一瞬前まで普段どおり振ふる舞まっておきながら、いきなり限界を越えて倒れたりするのだ。

「もうほとんど治なおってるとは思うのよ」

「いいから寝てろってば。いざって時にラクウェルが動けないと、こっちも困る」

　無愛想な口調でシャノンは言った。

　風邪を引いて集中力の鈍ったラクウェルは、複雑な魔法を起き動どうできない。いや──正確に言えば起動は出来るが制せい御ぎよが出来なかったり、〈塞壁ミズガルズ〉を起動する積もりで〈炎杖レーヴアテイン〉を起動したりする。

　これでは妹パシフィカを護まもる〈守護者〉としては、著いちじるしい戦力減げん退たい──どころか危険ですらある。

　今回、シャノン達が滅めつ多たに利用しない宿やど屋やに泊とまっているのも──普ふ段だんは街や村から離れたところで野の宿じゆくである──早急に彼女の体調回復を図はかるためだ。この街の公設旅館には近くに湧わく温ス泉パを利用した大型浴場なども設もうけられており、シャノン達は自分自身の骨休めも兼ねてここを訪れたのである。

「治りかけが一番危ないんだからな。大人しくしててくれ、頼むから」

「はあい」

　妙に子供っぽい仕草で頷うなずくとラクウェルは微笑ほほえんだ。

　歳が同じなのだが、どうもシャノンに比べるとラクウェルはこういう童女のような部分を色濃く残していたりする。成せい熟じゆくした娘の見せる、少女のような仕し草ぐさ──これがまた男心をくすぐるらしい。双子のシャノンの場合は、自分とよく似た顔だけに、さしたる感かん慨がいも湧かないのだが。

「……シャノン兄」

　小さく扉が開いて、パシフィカが顔を出す。

　基本的にシャノンはパシフィカにこの部屋への出入りを禁じてある。風邪をうつされて彼女にまで寝込まれたら、苦労が倍になるからだ。

　鍛きたえ方が違うせいか、よほどの事がない限り風邪を引かないシャノンであるが……あまり得をした気分になれない。看かん病びよう役をする側に回るばかりで、してもらう側に回った覚えがほとんどないのである。

「退たい屈くつだし、私、ちょっと買い物行ってくるけど。何か買ってくるものある？」

「待て待て、おまえ一人で行かせたらまた余よ計けいなものを、ばかすか買ってくるだろう」

「余計なものって何よ、余計なものって。失礼な」

「前に卵百個買ってきたろう」

「だって安かったんだもん」

「腐くさる前に食い切らにゃならんってんで、三食卵攻ぜめの日が何日続いたと思ってるんだ？」

「ああ……幸しあわせだったあの頃──」

　祈いのる様な仕し草ぐさでパシフィカが明後日あさつての方向を見つめる。

「遠い眼をするな。とにかく俺もついていく」

　シャノンはため息をついて立ち上がり、本を椅い子すの上に置いた。

「ラクウェル姉の看かん病びようは？」

　パシフィカがちらりとベッドの方へ視線を飛ばす。ラクウェルはシーツの下から出した掌をちょこちょこと動かして見せて、微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ──もう熱も引いたから。シャノンが寝てろってうるさいから、お言葉に甘えてるだけ」

「……だそうだ」

　シャノンは肩を竦すくめて言った。

「ま、どうせ一時間もかからんだろ」

「そっか。じゃ、一緒に行こうか」

　そうしてシャノンとパシフィカは、揃そろって買い物に出かけていった。

「ん……」

　残されたラクウェルは二度ほどベッドの中で寝返りをうった後……身を起こし、シャノンが置いていった本に手を伸ばした。退屈しのぎに読もうというのだろう。

　そのとき──

　扉とびらが鳴った。

「調子、どうですか？」

　続けて声が扉越しに漂ただよってくる。一いつ瞬しゆんシャノンかパシフィカが戻ってきたのかと思ったが、全く声が違う。

　声はこの公設旅館の管理人のものであった。

「あ……おかげさまで──」

　ラクウェルは声を上げて応じる。

「入っていいですか？」

「はい、どうぞ。鍵かぎはかけてません」

「どうも」

　そう言って管理人は扉を開き、室内に入ってきた。

「ちょっと、暖かいものを作ってみたんですがね」

　部屋に入ってきた管理人は、盆ぼんの上に載のせて持ってきたカップを、ラクウェルの方に差し出す。陶とう製せいの白いカップからは湯ゆ気げと共に甘い匂においが漂ただよってきた。

　業務を取り仕切っているものの、彼はこの公設旅館の経営には関わっていない。故に損得度外視の親切さで、彼は病身のラクウェルや、旅に疲つかれたシャノン達の世話を焼いてくれていた。無論、たまたま季節外はずれで他に宿泊客がいないという事も理由の一つではあろうが。

「美お味いしそうですね」

　ラクウェルは身を起こして、カップの中身を覗のぞき込む。何かはよく分からないが、匂いは悪くない。

「知り合いに教えてもらったんですがね。なかなかいけますよ」

「すいません、お気き遣づかいいただいて」

「いやいや。こんなものは気遣いのうちには入りませんって。どうぞお気になさらず」

　管理人はそう言って、ラクウェルにカップを手渡す。両手で包み込むようにそれを受け取って、ラクウェルは微笑んだ。

「はあ。では遠えん慮りよなく、いただきます」

「はいどうぞ」

　年とし甲が斐いもなく頬ほおを赤らめながら頷うなずく管理人。

　だが、彼は重大な過あやまちを自分が犯おかした事に、まだ気付いてはいなかった。





　そして半時間後──

「いや、しかしあれはしょうがないだろ。当然の権利だろが」

「だってさあ、シャノン兄も悪いよ。あそこで値ね切ぎったら誰だれだって──」

　などと、何やら買い物の常じよう識しきと作さ法ほう──というか何というか──について議論しながらシャノン達は宿に帰ってきた。

　それを出迎える管理人。

「おや、お帰りなさい」

「あ、どうも」

　そう言ってシャノンは妹共々頭を下げた。

　あまり愛想のないシャノンではあるが、この親切な宿屋の管理人に払うべき敬けい意いくらいはわきまえている。

「良いお買い物ができましたか？」

「まあ、なんとか」

　苦笑してシャノンが頷く。

　実はとある露ろ店てんで食材を買うのに『ぼったくりだ』『嫌なら買うな』と言い争ってきた帰りではあるのだが。

「もう今の季節、外はかなり寒いでしょう。ちょっとラクウェルさんに飲んで貰もらおうと思って作ったんですが──」

　言いながら管理人は奥の厨ちゆう房ぼうに引っ込むと、小さなポットとカップを二つ、盆ぼんの上に載せて引き返してきた。

「お二人もどうです？」

「あ、なんか甘くて美お味いしそうな匂い！」

　好物の匂いを嗅かいだ猫のように、眼を輝かせて管理人に駆け寄るパシフィカ。

　だが──

　シャノンはその場に立ったまま、眉み間けんにしわを刻きざんでいた。

「管理人さん」

「はい？」

　シャノンの声に含まれた緊きん張ちように気付いてか、気付かずにか──管理人が、首を傾かしげてシャノンを振り向く。

「これを──ラクウェルに？」

「ええ。半時間ほど前に……」

　と答えて──管理人は困こん惑わくした。

　シャノンの表情が傍はた目めにもはっきりと分かるほど、一いつ瞬しゆんで青ざめたからだ。

「管理人さん」

　シャノンはやたらと深刻な表情で管理人の両肩を掴つかんだ。

「あんたの無知を責せめはしない。だが場合によっては、あんたはこの街が滅ほろびるきっかけを造った大罪人として、未み来らい永えい劫ごう語かたり継つがれる事になるぞ」

「はあ？」

「あんたはどーしようもなくヤバいものを目め覚ざめさせてしまったんだよ……」

「いや、あの。何を──」

　眼を白黒させて管理人が尋たずねてくるが、シャノンはそれには答えず、質問を返した。

「現在、この宿に他の泊り客は？」

「き……今日のところは、貴方達だけですが……」

　何やらただならぬ雰ふん囲い気きをさすがに感じ取ったのか、思わず生なま唾つばを飲み込みながら管理人が言う。

「パシフィカ。管理人さん」

　シャノンは小さく頷き──そして悲ひ壮そうな表情で二人を見回した。

「逃げよう。地の果てまで」

『──は？』

　パシフィカと管理人が揃って声を漏もらしたその瞬しゆん間かん──轟ごう音おんが宿屋を揺ゆさぶった。





　でもって──時間は現在に戻る。

「ふははははははははははははは！」

　哄こう笑しようが高々と湯ゆ気げの向こうから響ひびき渡る。

　半はん壊かいした風ふ呂ろ場ばからどぼどぼと湯が流れ出て、旅館の露ろ天てん風呂全体を水みず浸びたし──もとい湯ゆ浸びたしにしてゆく中、脳のう天てんを直撃する様な笑い声を垂たれ流しているのは、一人の美しい娘であった。

　ラクウェルである。

　寝間着姿のまま彼女は何を思ったか露天風呂の真ん中に立ち、ひたすらに笑い続けている。その姿は普ふ段だんののんびりした彼女からは想像もつかない程に傲ごう岸がんかつ不ふ遜そん。万民を遥はるかな高みから睥へい睨げいする女帝といった趣おもむきさえあった。

　ラクウェルは破壊された露天風呂の一画を満足げに眺ながめて更に笑い──

「ははははははははははははは……げほげほ」

　……咽むせたらしい。

　まあ病やみ上がりである上に、煙けむりや水すい蒸じよう気きが充じゆう満まんしている場所で高笑いなどするものだから当然の結果ではあるが。

　咽せた拍ひよう子しにするりと寝間着が肩から脱げかける。

　白いうなじから肩、更さらには胸元までが一気に露あらわになる訳で、見ようによってはとても色っぽい姿の筈はずなのだが……本人が恥はずかしがるでもなく馬鹿みたいに笑い続けているので、幸こうか不幸か、あまりいやらしくない。

　おまけにどこから持ち出してきたのか、左手には酒さか瓶びんなぞ携たずさえているものだから、むしろ何というか──物もの凄すごく『アブナい』人に見える。

「──なにやっとんだ、あいつは」

　物もの陰かげからラクウェルの様子を偵てい察さつしていたシャノンは、呻く様に言った。

「笑い上じよう戸ごなのねえ、ラクウェル姉」

「あれを見て言うことはそれだけか？」

　パシフィカの感想に、シャノンは顔をしかめて突っ込んだ。

「ふははははは。時は流れ定めは満ちる。いざ機は熟じゆくした！　今こそ征せい服ふくの時！　世界を我が手に！　全てを我が前に跪ひざまずかせようぞ！」

　言うや否いなや、ラクウェルは口早に何かを唱となえる。

　呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　その終了と同時に彼女の周囲にあふれかえっていた湯の中からむくむくと、幾いくつもの物体が形成されて起き上がった。

「あ──スーピイくん」

　呟つぶやくパシフィカの言葉通り──それは数十体というスーピイくんの群れであった。硝子ガラスで出来ているかの様に半なかば透明なのは、恐らく湯を原材料にしているからだろう。〈海王神エーギル〉という半自律型攻性魔法の応用らしい。

「完成！　スーピイくん！　それもたくさん！」

『んごお』

　スーピイくんズ（複数形）は、その短い手を振り上げ、独どく裁さい者しやに呼応する狂きよう信しん的てきな人民が如く、鬨かちどきの声を──だろう、多分──あげた。

「ふははは！　素晴らしい、我がしもべスーピイくん達よ！　その力、我が野望の為に役立てよ！」

「役立てろって──こんな直立歩行のワニ軍団を造ってどうする積もりなんだか」

　呟くシャノン。

　決して大きな声で言った訳ではないのだが──どうやら聞こえていたらしい。シャノンの言葉を耳ざとく聞きつけたラクウェルは、びしりと彼に人差し指を向けながら言った。

「そこの愚ぐ民みん！　ワニではない！　スーピイくんである！」

「あー、はいはい」

　うんざりした様子でシャノンが言う。

「こ、これってやっぱりあの娘さんが魔法で作り出しているものなんですか？」

　おそるおそるといった様子で管理人がシャノンに尋たずねてくる。

「ええまあ」

「でもシャノン兄──ラクウェル姉にお酒のませたらどうなるか、知ってたの？」

　パシフィカがシャノンとラクウェルを見比べながら尋ねてくる。

　基本的にラクウェルは酒を飲まない。辺へん境きようでは冬場に身体を暖あたためる為に、未成年でも酒を口にする機会がたまにあるが──少なくともパシフィカの記憶にある限り、ラクウェルが酒の類たぐいを口にしているのを見た事は無い。

「ああ、そうか。パシフィカ、お前は覚えてないんだな。まあ五歳位だったから無理もないが。前に一度親父がラクウェルに酒を飲ませた事があってな。その時にえらい騒ぎになったんだよ。あいつ、世界征せい服ふくするとか何とか言い出して」

「世界征服……？」

　十歳の少女が口にするには少々大それた単語ではある。

「酒を飲ませると、ラクウェルはいきなり悪の心に染そまってしまうのだ」

　戦せん慄りつの表情を浮かべ、震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめてシャノンは言った。

「──とか親父が言ってたが」

「染まってしまうのだ──とか言われても。なんでよ？」

「さあな。普ふ段だん、いい子にしてる反動じゃないか、とか。これも親父の説だが。とにかくその騒ぎで俺も親父も半殺しの目にあったんだよ」

「半殺し……」

　パシフィカが知る限り、ユーマは『あんたホントに人類？』と尋たずねたくなる程の、問もん答どう無む用ように強い戦士であった。そのユーマから剣の英才教育を受けていたシャノンも、十歳とはいえ、それなりの力を持っていただろう。

　その二人が半殺し。

　それだけで酔よったラクウェルの恐ろしさというものがよく分かる。十の力を持った相手を確実に制せい圧あつする為には二十から三十の力が必要だと言われるが──その意味では暴走するラクウェルの鎮ちん圧あつには完全武装の一個中隊が必要かもしれない。

　パシフィカは何となくシャノンの慌あわて振りの意味が分かった様な気がした。

　まあそれはともかく。

　問題のラクウェルはというと──

「千里の道も一歩から、世界征服も地元からこつこつと！　というわけでまずはこの温泉町を支配する！　行け、我がしもべスーピイくん軍団よ！　帰りにおみやげも忘れずにな！」

　シャノン達の戦せん慄りつやら不安やらを余よ所そに、拳こぶしを突き上げて叫びながら訳の分からない事をスーピイくん達に命じていたりする。

『んごお！』

　スーピイくん軍団は一声応じると、まるで津波の様な様よう相そうでずどどどどと音を響ひびかせながら容よう赦しやなく露天風呂の塀へいを破壊、そのまま温泉町へと繰くり出していった。

　出入り口から出るのが面めん倒どうくさかったのか、それともそこまで考えを及ばすだけの頭が無いのか。まあどっちにしても旅館にとってはとてつもなく迷めい惑わくな話である。

「ああああああ」

　管理人が頭を抱えた。

　この旅館は彼の持ち物ではないが、あまりに被ひ害がいが大きくなると彼は管理責任を問われて失しつ職しよくしかねない。いや、その前に管理すべき場所そのものがなくなりかねない。

「既すでに支し離り滅めつ裂れつだな。まずい傾けい向こうだ──」

　呟つぶやくシャノン。

「そこ、なんかどっかで見た事あるよーな愚ぐ民みんよ！　いちいち突っ込みが細かいぞ！」

　いちいち耳ざとくラクウェルが文もん句くを言ってくる。

「既に俺の顔も分からないか」

　顔をしかめてそう呟くと、シャノンは改めてラクウェルに向けて声を張り上げた。

「ところでラクウェル。一つ聞いていいか」

「なんだ。申してみよ」

「世界征服なんかして、どうするつもりだ」

「知れたこと……………………」

　豊ほう満まんな胸むな元もとを強調するかの様に反そっくり返って、ラクウェルは──

「……………………………………………………………………………………………」

　……そのまま固着した。

　静せい寂じやくの中で時間が過ぎる。

　たっぷり気まずい沈ちん黙もくを堪たん能のうし、シャノンは冷ややかな口調で言った。

「……今、考えてるだろう」

「そんな事はないっ！」

　左手の酒瓶をぶん回してラクウェルが喚わめいた。

「そ──そうだな。とりあえず福ふく祉しを充実させ、差別問題をなくし、豊かな社会を実現するのだ！　それから後は、高度な柔じゆう軟なん性せいを維い持じしつつ、臨りん機き応おう変へんに世情に対応し、愚民どもに愛される独どく裁さい政権を維い持じするよう努める所しよ存ぞんですー」

「いや、それは良い事かもしれんが」

「うむ。我われは正しい。なので、逆さからうものには死あるのみ」

「それがいかんっつーんだ！」

　よせばいいのに思わず突っ込むシャノン。

「……むう。よく考えたら何な故ぜ我が譲じよう歩ほせねばならんのだ。貴様──敵ながら見事な誘ゆう導どう尋じん問もん」

「誘導してないし尋問もしてないぞ」

「ええい、とにかく世界を征服するのに理り屈くつはいらん！」

「うわ、開き直った」

　頭を抱かかえて呻うめくシャノン。

　だがそんな事をしても何の解決にもならない訳で。

　馬鹿にされたと思ったのか、そもそも酔よっぱらいに道どう理りなど通用しないからか、ラクウェルは顔をしかめて怒ど鳴なってきた。

「愚民の癖くせにいちいちうるさいぞ、愚民！　ええい目め障ざわりな。炎の民よ……」

「バカ！」

　さすがのシャノンも本気で顔色を変えた。

「こんなところで魔法なんか……ええい、くそ、逃げろ！」

　シャノンがパシフィカと管理人を振り返って叫ぶ。

　爆音と同時に猛もう烈れつな水すい蒸じよう気きが公設旅館一階を満たしたのは次の瞬間であった。





　同時刻。

　温泉街は大混乱に陥おちいっていた。

　突とつ如じよ出現した直立歩行ワニ──もとい、スーピイくん軍団は、温泉饅まん頭じゆうや地酒を強ごう奪だつするわ、女湯に乱らん入にゆうして男湯との仕切り壁かべを粉ふん砕さいするわ、露ろ店てんのおっさん相手に『んごんご』と土産みやげ物ものを値切るわ……とにかく傍はた迷めい惑わくな活動をしまくっていたのである。

　当然、最初はいきなり現れた訳の分からない怪生物（？）に戸と惑まどっていた街の住人達も、すぐに気を取り直し、散さん発ぱつ的てきにではあるが対抗しようという動きが出てきた。

　だが──

「このっ！」

　思いあまってよく考えもせず、スーピイくんの一体に風呂場掃除用のモップで殴なぐりかかる住人の一人。

　だが彼はその奇妙な手応えに唖あ然ぜんとした。

　水よりは粘ねん性せいが高く、しかし固体よりは遥はるかに柔やわらかく──何やら大きな寒天ゼリーを叩たたいた様な感かん触しよくである。叩いた掌から力そのものが吸い取られるかの様な、かなり変な感じだ。

　しかもモップの棒に殴おう打だされたスーピイくんはぐにょん、と一いつ瞬しゆん歪ゆがんだが──すぐにその形状を取り戻した。

　元々が力場に支えられただけのお湯なのだから普通に打撃を加えても『割れる』とか『砕くだける』という事がないのだ。

　まあそこまではいいとしても──

『…………んごお』

　スーピイくんは『なにするの？』というような声を上げて自分に殴りかかってきた住人を見上げた。

「……うっ」

　住人は思わずたじろいだ。

『んごお……』

　哀かなしげに身を震ふるわせながら住人を見つめるスーピイくん。見つめるとは言っても、やたらに眼が細いので、実のところその奥に眼球があるのかどうなのかも疑わしいのだが。

「ううっ──」

『んごお。んごお……』

　ふるふるとか弱げに震えるスーピイくんをしばし見つめ──やおら住人はモップを放り出して頭を抱えた。

「ああっ、良心の呵か責しやくがっ！」

「アホかっ!!」

　思わず他の住人一同がそう突っ込む。

　とはいえ、単に殴なぐってもスーピイくんをどうにもできないのは分かる。

　結局──怒ど濤とうの勢いで街を蹂じゆう躙りんするスーピイくんの群れに、人々は何ら有効な対策を持っていない様であった。





　でもって──

「──危なかった」

　何とか脱だつ衣い所じよの床に伏ふせて熱風と火炎と水蒸気をやり過ごしたシャノン達は、再び衣い装しようが濡ぬれるのも構わず匍ほ匐ふく前ぜん進しんしてラクウェルの様子を探りに来ていた。

「ふはははは……我われに逆さからう者は容よう赦しやなく粛しゆく正せいするぞ！　ふははは。愉ゆ快かい愉快」

　ラクウェルはというと、当然の如く露天風呂の真ん中に居い座すわって、高笑いをしていた。

　しかもいつの間に補ほ充じゆうしたのか──新たに数体のスーピイくん達がお酌しやくなどしていたりする。順番に並ならんだスーピイくん達は、入れ替かわり立ち替わり色々な酒瓶を持ってきては、ラクウェルが飲み干した端はしからそれらを注いでゆく。

　酒瓶を逆さまにして地面にぶちまける様な勢いで、ラクウェルの口に大量の酒が消えていった。

「んごお」

「よしよし気が利きくな。もっとつげ。んぐんぐ。

　んはあっ！　敗北者を足下に見ながら飲む酒はなんと美う味まい事か！」

「……な、なんかまた飲んでますけど」

　管理人が震える声で言う。

「これじゃもう酔よいが覚めるのも期待できんな……」

　絶望的な表情でそう呟つぶやくシャノンの肩をぽん──と叩たたく手があった。

　パシフィカである。

　怪け訝げんそうに振り返るシャノンに、パシフィカは妙に朗ほがらかな笑顔を見せ──

「シャノン兄！」

「なんだ？」

「がんばってね！」

「おい、ちょっと待て、おまえは──」

　顔をしかめて何事か反論しようとしたシャノンの両手をパシフィカはがっちりと握にぎり、有う無むを言わせぬ早口と声量で喚わめいた。

「私、信じてる。お兄ちゃんならきっと勝つ、必ず勝つって。だからお兄ちゃん、戦って！　私、お兄ちゃんの事信じてるわ！　という事であとはよろしく！」

　そう言い終わるや否や。

　パシフィカは脱だつ兎との如ごとくその場から走り去っていった。

　見事な逃げっぷりである。もしこの世に逃げっぷり選手権というものがあればまず上位入賞間違いなしだろう。

　そして──

「おい、ちょっと待て、こら、適当な事言って一人だけ逃げるな！」

　叫ぶシャノンの悲ひ痛つうな声が、虚むなしく露天風呂に響いた。





「全くシャノン兄も、大おお袈げ裟さよね。ラクウェル姉が世界征せい服ふくなんてするわけないじゃないの。酔いだって放っておけばそのうち醒さめるに決まってるし──」

　言いながらパシフィカは公設旅館を後にして、温泉街へと繰くり出していた。

　まあなんだかんだでシャノンに付き合って驚おどろいたりはしていたが、ラクウェルはパシフィカにとってみれば長年一緒に暮らしてきた姉である。彼女が世界征服だの何だの口にしたところで冗談に決まっている──とたかをくくっていた。少なくとも人死にが出るような真ま似ねはすまい。

　万が一暴走がひどくても、その時はシャノンが何とかするだろう。面めん倒どうくさいだの何だのとぶつぶつ言いながらでも、結局他人の世せ話わを焼いてしまうのがシャノンという人間である事もパシフィカはよく知っていた。

　という訳で──

「それより温泉卵、温泉卵！　これ食べなきゃ、この温泉に来た意味がないもんね」

　拳こぶしを握にぎりしめてそう呟くと、彼女は大通りに向けて走り出す。

　……結局、彼女の最大の関心事は、公設旅館の被害状況よりも、それなのであった。





　一方……公設旅館の露天風呂。

　相あい変かわらずラクウェルの暴走は継続していた。というか全く収おさまる気配が見えない。

「そうだ──」

　ラクウェルはふと何か思い付いた様子で、両手をぽん、と打ち合わせた。

「とりあえずこの街の名を変えるとするか。ここより永遠なる支配者の伝説が始まる。それに相応ふさわしい名にしておかねばな。展開中の第一軍、第二軍に連絡せよ。これよりこの街の名は『んごんごスーピイくんランド』とするので、看かん板ばんとか全部書き換えるよーに」

『んごお！』

　スーピイくん達が拳を突き上げて呼応する。

「ここより永と久わに！　我が名は不ふ滅めつの支し配はい者しやとして語り継つがれるであろう！　たたえよ、スーピイくん！　歌えスーピイくん！　我こそは完かん璧ぺきなる支配者！　究きゆう極きよくの支配者！」

「（♪ド）んごお～」

「（♪ミ）んごお～」

「（♪ソ）んごお～」

「（♪ハモッて）んごお～」

　感極きわまった様子でラクウェルはスーピイくん達の合唱──だかなんだかよく分からないが──を聞いていたが、また何か思い付いた様子で頷き、言った。

「おお。そうだ。語尾には必ず『んごぉ』をつけて話そう運動を推すい進しん！　従したがわぬ者には粛しゆく正せいあるのみ！」

『んごお！』

「──お、お客さん、お連れの方をなんとかしてください、んごお」

　そう言うのは言うまでもなく、管理人である。

　彼は精も根も尽つき果てた様子で、ぐったりと湯浸しの脱だつ衣い所じよに座すわり込んでいる。まあ無理もない話だが。

「と、言われてもなあ、んごお」

　同じく座り込んだまま応じるシャノンも最も早はや、かなり投げやりな口調である。

「このままでは、この温泉街は完全に潰つぶされてしまいます、んごお」

「うーむ、ひょっとしてあのグレンデルの託たく宣せんって、ラクウェルのことだったんじゃ……んごお──ってなんで一緒になってんごんごいわにゃならんのだ」

「いや、やっぱり粛しゆく正せいされたらイヤですし、んごお」

「……既すでにきっちり支配されとるな」

　シャノンは溜ため息いきをついてそう言った。





　更さらに場面は変わる──

「──え？」

　温泉街の中央大通り。

　土産みやげ物もの屋やから雑貨屋まで、商店の集中するそこに、硬こう直ちよくするパシフィカの姿が在あった。

　全ぜん滅めつ──だ。

　店が閉まっている。それも通りに沿そって何十軒とあった店が、露ろ店てんも含ふくめて一軒残らずであった。温泉卵を買いに出てきたパシフィカであったが、これではどうする事も出来ない。

　自分で作る事も出来たろうが、そもそも手持ちの食材の中に卵がない。そして生卵を買おうにも普ふ通つうの食料品店まで閉店している始末である。

　言うまでもない事だが──スーピイくん軍団の乱らん行ぎようの結果だ。

　まあ人的被害、物的被害はそう大きくない様だが──

「ないって──」

「全部もってかれたよ」

　店の戸をこじ開けるようにして何とか店員を呼び出し、温泉卵を売って貰もらおうと交こう渉しようした彼女は──そんな溜息混じりの言葉を聞かされる事となった。

「そ……そんな……」

　よろめいて地面にへたり込むパシフィカの前で、店の扉とびらがぴしゃりと閉められた。店の人間も、意い気き消しよう沈ちんして客を気き遣づかう余よ裕ゆうもないのだろう。

　人通りの絶たえた通りに冷たい風が吹く。

　その真ん中でパシフィカは一人力尽つきたかの様に座すわり込んでいた。

　見る者の気分まで意気消沈させるかの様な、痛々しい落らく胆たんぶりである。たかが卵一つとはいえ彼女にとっては大問題だ。今の彼女の姿をそのまま模も写しやして額がくに飾かざればそれだけで『絶望』という名の名作絵画が完成するだろう。

　だが──

「…………お」

　ふっとパシフィカの顔が上がる。

「おのれ……」

　地の底から湧わき上がってくる呪じゆ詛その如ごとき低い声で、パシフィカはそう呟つぶやいた。





　で──場面は再びラクウェル達の所に戻る。

「ふはははははは──いいぞ、その調子だ、スーピイくん！」

　完全に出来上がったラクウェルは上じよう機き嫌げんである。

　彼女の周囲にはスーピイくん軍団が持ち帰ってきた戦利品の数々が並ならべられ、やけに賑にぎやかになっている。

　もっとも温泉卵や温泉饅まん頭じゆう、地酒はともかく──中にはどこぞの旅館の看かん板ばんや、木き彫ぼりの玩がん具ぐ、あるいは女性の裸ら体たいが描かれたカップなど、かなりしょーもないものも混じっていた様だが、ラクウェルはあまり気にした様子も無い。

「うむ。素晴らしい！」

『んごお！』

　スーピイくん達が嬉うれしそうに声を上げる。

　ずらりと並んだ彼等を満足げに見回す、ラクウェル。

「これだけ揃そろえば無む敵てき！　既すでに世界の半分を制したも同然である！　数は力！　素晴らしいぞ民主主義！」

『んごお！』

　最も早はや、完全に支し離り滅めつ裂れつであるが、そこに突っ込む様な勇者は居ない。

「素晴らしいぞスーピイくん！　ついでに合体なんかしたりしてっ！」

『んごお！』

　わらわらとスーピイくん軍団は相そう互ごに歩み寄ると、がっちりと互たがいに肩を組んだ。

　彼等の輪りん郭かくがぐにょんと歪ゆがむ。

　次の瞬間、彼等はその境界を失い、一個の巨大な塊かたまりへと変形していた。

「あー……なんか合体してますね」

　シャノンと並んで脱だつ衣い所じよの壁かべ際ぎわに座り込みっぱなしの管理人は、虚きよ脱だつしきった口調でそんな事を言った。

「……そうですね」

　虚うつろな口調で応じるシャノン。

　二人とも半なかば放心状態というか──諦てい観かんが全身に漂ただよっている。何も知らない者が見れば末まつ期ごの重病人かと思うかもしれない。

　そんな彼等の様子を余よ所そに、露天風呂の方からは異様な音が響ひびいてくる。

『んごごごごごごごごごごごご』

　念のために記しるしておくが、轟ごう音おんではない。スーピイくん（合体版）の声である。

　しかもそれは留とどまるところを知らず、次第に大きくなってゆく──

「なんか合体した後も心なしか大きくなってますねえ──」

　管理人がぼんやりとした声で言った。

「……そうですね」

　やはりぼんやりと応じるシャノン。

「どんどん大きくなってますねえ。お湯を吸いまくって」

「……そうですね」

「このまま際さい限げんなく巨大化したら、温泉が涸かれたりして……」

「……そうですね」

「…………」

「…………」

　二人は揃そろって何な故ぜかこの期ごに及およんでも理り不ふ尽じんな程に綺き麗れいな青空を見上げ──

「なんとかしてくださいようっ!!」

　跳はね起きた管理人がシャノンの襟えり首くびを掴つかみながら泣き喚わめいた。

　そんな彼等の様子になど目もくれず、ラクウェルはというと勝手に巨大スーピイくんを前にして盛もり上がっている。

「素晴らしい！　なんと可愛かわいいのだろう！　おお、可愛すぎる！　目もくらまんばかりだ、ああ、可愛さは罪つみ！　その神々しいまでの可愛さは、征服後の世界を隅すみ々ずみまで照らす光となるだろう！」

『んごお』

　もう何がなんだか。

「うむ。おもいついた。スーピイくんランド憲法第17条。朝起きたら手を合わせて目をつぶりスーピイくんの愛らしさを瞼まぶたの裏に思い出すこと！」

『んごお』

　巨大スーピイくんが嬉うれしそうにその手足をぶんぶんと振り回す。ラクウェルはラクウェルで眼を細めてその様を眺ながめ──

　その時。

「憲法制定もそこまでよっ!!」

　破壊された露天風呂の塀へい。

　その向こうに敢かん然ぜんと立つ少女の影が一つ──

「ラクウェル姉！　ラクウェル姉の乱行、天が、地が、管理人さんが許してもこの私が許さないわっ!!　世のため人のためそれから主に温泉卵のため、この私が悪を討うつ！」

「おおっ」

　管理人が表情を輝かせて声を漏もらす。

　それは闇やみよりも深い絶望の最中さなかに一ひと筋すじの光こう明みようを見いだした者の表情であった。

「お客さん……！　頑張ってください!!」

　涙さえ浮かべて管理人はパシフィカに声せい援えんを送った。

　……異常な状況に晒さらされ続けて、最も早はやまともな判断力が無いらしい。

「任しといて！」

　びっと親指を拳こぶしから立てて言うと、パシフィカはラクウェルを指差して叫ぶ。

「そういう訳で、行け！　人間兵器シャノン一号！」

「俺かいっ！」

　思わず突っ込むシャノン。

「む──？」

　そうしたやりとりを眺ながめていたラクウェルは──案外付き合いがいいのか、想い出したように身構えて言った。

「またお前たちか！　何故我が野望の前に立ちふさがろうとするのか」

「いや、なんつうか行きがかり上、仕方なく──」

　呻くように言うシャノン。

　だがその台詞せりふの上から被かぶせるようにしてパシフィカが喚わめいた。

「違うでしょ！　温泉を取り戻して、ぜ～～～～～ったい温泉卵食べるんだから！」

「……結局それが目的か……」

「いけ、シャノン一号!!」

「……へえへえ」

　言いながらシャノンは億おつ劫くうそうに立ち上がると、腰こしから刀を抜いた。

「来るか、愚ぐ民みんめ！」

「もうヤケだ。行くぞ、ラクウェル！」

　ラクウェルの叫さけびを突き破る様にして吶とつ喊かんするシャノン。

　そのまま彼は巨大スーピイくんに向かって走り──

「はっ──！」

　剣けん閃せん。

　鋭するどい気合いと共に放たれる手て加か減げん無なしの一撃である。

　見事な軌き跡せきを描いて彼の放った刀の斬ざん撃げきはスーピイくんの左足付け根に食い込み──

「ぬおっ!?」

　そいでもって、そのまま抜けた。

　思わず勢い余ってつんのめるシャノン。

「ふははは……スーピィくんの身体からだは元々が温泉。たとえ貴様の剣がどれだけ鋭するどかろうと、鉄は切れても水は切れまい!?」

「ううっ……なんかそんな風なオチがありそうな気はしてたんだが、やっぱりそうなるのかっ!?」

　たじろぎながら叫ぶシャノン。

　その様子を見てラクウェルは呵か々かと大笑し、そして更さらにたたみかけるかの如く言い加えた。

「貴様の剣ではスーピイくんを斬る事などできん！　どこぞの山奥で滝を斬る特訓でもしてくるがよいわっ！」

「……んじゃそうします」

　言って踵きびすを返すシャノン。

「ああ、こらこら。待て。そこの愚民。折せつ角かくここまで盛り上がっているんだから、きちんと敗北していきなさい」

　ちょいちょいと掌を振ってシャノンを引き寄せるラクウェル。

「ラクウェル……おまえ、実は相当ワガママだったのな」

「黙だまれ！　非ひ力りきな愚民め！　だが……たとえ戦う術のない弱者が相手であろうと、我が前に立ち塞ふさがった者には手て加か減げんせん！　見よ、我等が奥おう義ぎ！」

「奥義、だと？」

　真ま面じ目めになのか、単にやけっぱちなのか、いちいち律りち儀ぎに驚いて尋たずね返すシャノンもまあ付き合いが良いといえば良い。ここらは双子の共通性なのかもしれなかった。

　それはさておき──

「いくぞ、スーピイくん！」

『んごお！』

　両手を天に向けて突き上げながら、巨大スーピイくんが吠ほえる。

　次の瞬しゆん間かんその腹ふく部ぶがまるで花か弁べんの様に四方へと開いた。

「なにっ!?」

　理解不能の出来事に思わず眼を剥むくシャノン。

　そして──

「合体！」

　高らかなラクウェルの叫びと共に激しい水音が露ろ天てん風ぶ呂ろに響ひびき渡る。

　激しい水蒸気が渦うずを巻き、露天風呂は白はく濁だくした空気に包まれる。

　やがてその中から姿を現したのは……

　現したのは…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　沈ちん黙もくが横たわる事──およそ一分。

「──シャノン兄」

　不自然な静せい寂じやくに耐たえきれなくなったのか、塀へいの陰にちゃっかり隠かくれていたパシフィカが声を掛けてくる。

　眼を半眼にしたシャノンは妹の方を振り返り、根ね刮こそぎ気の抜けた声で応じた。

「なんだ」

「なにあれ」

「聞くな。見たくない」

「スーピイくんのおなかにラクウェル姉が首まで埋うまってるように見えるんだけど。なんか生首が生はえてるみたい……かっこわるう」

「いちいち解説せんでもよろしい」

　シャノンは顔をしかめて言った。

　今彼の目の前に在るものは──まあ、概おおむねパシフィカが言った通りのモノだった。

　巨大で半透とう明めいなスーピイくんの中に、寝間着ごとラクウェルが首まで浸つかっている状態である。これでまだ額ひたいとか胸むねとかなら多少の格かつ好こうもついたかもしれないが（希望的比較論）、さすがにぼよんと突き出たスーピイくんの腹部ともなると、何やら突き出たラクウェルの頭部がデベソみたいで激げき烈れつに格好悪い。

　だが当のラクウェルはというと、そんな事は全く気にしていない様子。

「ははは……これで防ぼう御ぎよは完かん璧ぺき！　しかもスーピィくんの身体からだの中は温かくて気持ちいいぞ。これぞ戦いながら温泉でほんのりお湯美人という素す晴ばらしい合体奥義だ！」

「……ふと思ったが」

　ラクウェルの口上を聞き流しながらシャノンはぽつりと言った。

「そのむき出しの顔がん面めんを攻撃したら、どうなるのだろう……？」

「む!?」

　ラクウェルが表情を強こわ張ばらせる。

「貴様……どうして我が究きゆう極きよく奥おう義ぎ唯一の弱点をっ!?」

「自分でばらしてどうするっ!!」

　突っ込みながらもその隙すきを逃のがすシャノンではない。

　彼はその鍛えられた脚力で、湯を跳はね飛ばしながら跳ちよう躍やくした。

　空中で軽く刀を持つ手を動かす。

　刀を返して峰みね打ち──

「これで──眠ねむれ！」

　──をする積もりだったのだろう、シャノンは。

　だが──

「なんちゃってー」

　ラクウェルがそう言った瞬しゆん間かん、身を屈かがめたスーピイくんが、がぼんと口を開いた。

　丁度──それは跳躍したシャノンの真正面である。

　そして──

「げっ──!?」

　次の瞬間、猛もう烈れつな水流がシャノンを直撃した。

　空中で足場の無いシャノンには、避さける方法も、踏ふん張る方法もない。彼はあっさりと吹っ飛ばされて飛んで行き、パシフィカの側にべしゃんと落ちた。

「見たか！　必殺・温おん泉せん 直ちよく流りゆう破は！」

　ひねりの無い必殺技の名を叫びながらラクウェルが勝ち誇ほこる。

　だがさすがのシャノンもそれに突っ込む余よ裕ゆうは無い様だった。

「う──」

「しゃ、シャノン兄──大だい丈じよう夫ぶ？」

「ぱ、パシフィカ……」

　余程、落下の衝撃が大きかったのか、シャノンは顔面蒼そう白はくの状態で台詞せりふを絞しぼり出す。

「俺はもう駄だ目めだ……」

「シャノン兄、駄目よ、頑がん張ばって！」

「いや、もう面倒くさいし……妹よ。俺は信じてる。お前なら出来るってな。だから、後は頼たのんだぞ……ッ」

　……そして気き絶ぜつ。

　がくんと首を垂たれた兄を束つかの間パシフィカは呆ぼう然ぜんと見つめていたが──ふと我われに返ると、彼の襟えり首くびを掴つかんで前後に激しく揺ゆさぶった。

「ちょっとお!!　そんなきらりと白い歯見せて爽さわやかに後を託たくされても、私一人でどうしろっていうのよ!?」



    

  
    
      「ふははははははははは」

　あわてふためくパシフィカの背後に迫せまる、巨大スーピイくん（及およびラクウェルの生首）の影。

「さあ娘。残るはお前だけだ。あれ程の大見み得えをきったのだから、当然、覚悟は出来ているであろうな？」

「え？　いや、あの、えーと。あはははは」

　脂汗を額ひたいに浮かべながら後ずさるパシフィカ。

　前に進んだスーピイくんが、倒れたままのシャノンを踏ふみつけ、彼が『ぐぎえ？』とカエルの潰つぶれたような声を漏もらすが──パシフィカは最も早はやそれを気にしている様な余裕のある状況ではない。

「さあ──」

　最早スーピイくんの猛もう攻こうを阻はばむ者は居ない。

「さあ──」

　邪じや悪あくな笑みを浮かべながら迫る姉。

　怯おびえて後ずさる妹。

　姉妹の間に虚こ空くうさえも弾けさせるかの様な緊きん張ちよう感かんが満ちる。

　嗚あ呼あ。

　パシフィカの運命や如い何かに。そして温泉の運命や如何に。ついでに世界の運命や如何に。

　今此こ処こに全ての希望は潰ついえた。

「──うっ!?」

　…………………………………………かに見えたが。

「ぬ──ぬぬ……」

　不意にラクウェルの表情が強こわ張ばった。

　元々紅かった顔が更さらに赤みを増し、潤うるんだ瞳ひとみが焦しよう点てんを失うしなう。

　それに合わせてふらふらとスーピイくんもよろめきだした。

　明らかに尋じん常じような──いや、元々異常だと言われればその通りなのだが──状態ではない。

「ぬ……ふ……ふあ……ああ……あはああ…………」

　そして──

「ラ……ラクウェル姉……？」

　パシフィカのその声がまるでとどめとばかりに──巨大なスーピイくんが地じ響ひびきを上げて倒れた。ばしゃんと露天風呂を浸していたお湯が跳はね上がり、もうもうと水蒸気が立ちこめる。

　どうやらラクウェルが突然体調を崩くずして魔法の制せい御ぎよを失ったらしい事はパシフィカにも分かった。さもなければスーピイくんが倒れる筈もない。

　見ればラクウェルは眼を回して気絶している。

　つまりそれは当然──

「うにゃ──っ!?」

　スーピイくんの輪りん郭かくがぐにょりと歪ゆがみ──

「にゃあああああああああああああああああああっ!?」

　弾はじけた。

　突とつ如じよ、まとまりを失い、単なる大量の湯に戻ったスーピイくんの残ざん骸がいは、悲鳴を上げるパシフィカとラクウェル、そしてシャノンを容よう赦しやなく押し流していったのだった。

　戦利品も、破壊された塀の残骸も、そしてカスール兄姉妹きようだいも。

　今こそ精算の時とばかりに、全てをお湯は洗い流してゆく。

　こうして悪は滅ほろんだ。一緒にその他諸もろ々もろも滅んだりしたが。

　野望は湯気と共に散り、露天風呂に平へい穏おんが戻る。

　そして。

　後に残ったのは──

「……湯当たり？」

　呆然とその場に立ちつくしながら、事のオチを呟つぶやく管理人だけであった。





　そいでもって更に更に翌日。

「う～～～～」

「うう～～～」

　街道を一台の馬車が進んでいる。

　毎度お馴な染じみ、カスール兄姉妹の乗のる旅装馬車である。

　ただしその御者台に座すわっているのは珍めずらしくラクウェルが一人。そこにシャノンとパシフィカの姿は無く──代わりに客室から、地じ獄ごくの亡もう者じやの如ごとき低い唸うなり声が響ひびいてくる。

　しかも多重ステレオだ。

「うぬう～～～～」

「うぐぬ～～～～」

「シャノン……パシフィカ……」

　ラクウェルが客室を振り返って言った。

「ついてないわねえ。私の風か邪ぜが治なおったとおもったら、今度は二人ともかかっちゃうなんて……」

「…………」

　客室からの返事はない。

　ただじとじとと恨うらみがましい気配が放ほう散さんされているのだが、ラクウェルは全く気づく様子もなく、言葉を続けた。

「やっぱりもう一度あの温泉街に戻った方が良くない？」

「駄だ目めだ……」

　客室に寝ているシャノンが、瀕ひん死しの重病人の如き口調で言葉を絞しぼり出す。

「今戻ったら……殺される……」

「殺される？　誰に？」

　ラクウェルが首を傾かしげて尋たずねるが──さすがに気力はないのか、シャノンはただ沈ちん黙もくを返すだけだった。

「あれだけやって……覚おぼえてないなんて……」

　これまた呪じゆ詛そを呟くかの様な声でシャノンの隣となりに寝ていたパシフィカが呻く。

「俺……双子やめたくなってきた……」

「私も妹やめたくなってきた……」

　ぼそぼそと言い合う二人。

　そんな二人の台詞せりふが聞こえているのかいないのか……しばし何やら思し案あんしていたラクウェルは、ふと表情を輝かがやかせて言った。

「あ。そうだ」

　名めい案あんとばかりに両手を打ち合わせ、彼女は馬車を止める。

　御者台から降りて馬車の後部に回る彼女を気配で察さつし、シャノンはかすれきった声を絞しぼり出した。

「おいラクウェル……何をする積もりだ……？」

「あの公設旅館の管理人さんに、風邪によく効く飲み物を教えて貰もらったのよ。私もそれで全ぜん快かいしたの」

「…………」

「待ってて、二人とも。今作ってあげるから──」

　荷物を開いていそいそと件くだんの『飲み物』の材料を探し始めるラクウェル。

　馬車の客室の中でシャノンとパシフィカが顔を見合わせる。

「卵酒っていうの。これならパシフィカも大好きでしょう？　あ。私も念のためにもう一回飲んでおこうかしらね？」

　ラクウェルは嬉うれしそうにそう言う。元々弟や妹の世せ話わを焼くのは好きなのだ。

　だが当然ながら──

「やめろ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!!」

　間かん髪はつ入れずにシャノンの悲ひ痛つうな叫さけびが街道に木こ霊だました。



    

  
    
      
　あとがき






　番外編。

　それはつまりイレギュラーという事であり、要するに通常でないという事であり、とにかく不ふ規き則そくであるという事である。

　だからしてあとがきが電話ネタで始まらなくても、これはイレギュラーな短編集だからであって、決して電話ネタがもういい加か減げんないのだ──とか、全く架か空くうの会話をゼロからでっちあげるのも問題ある上に面めん倒どうくさいしな──とか、いやネタはあるけど本編のあとがき用にとっておきたい、とかそういう訳ではない。

　決して。断じて。いや、本当に。

　……………





　と……いうわけで。どうも、です。

　ええ、ずっと一つの流れのシリーズとして発刊させてもらってきた『棄てプリ』ですが、事ここに至いたってようやく、『ファンタジアバトルロイヤル』とかで書いた番外編をまとめたものを発刊させていただく運びとなりました。



　これが出る頃には大体本誌では最終回なんぞが載のっているかと思います。ただ、連載終わってやれやれ、やっと一息──とか思っていたらなんか編集部の方から『番外編、いこうか』みたいなお話をいただいてしまいまして。

　という訳で本誌でもなんか番外編始まるよーです（他た人にん事ごとのよーに）。

　このまま番外編が本編より長く続くと笑ってしまったりしそうですが、まあそれはないかと思ったり思わなかったり。





　よく考えたら元々『棄てプリ』の連載って、他の多くのシリーズの連載と違って一話完結のお話ではなく、長編を六分割するような感じだったので、本当の意味での短編集というのは、これが初めてという事になります。

　とはいえ、本誌の連載が前記の様な形であるからして、あまり短編を書く機会というのはありませんで、実際に短編として既すでに発表されているのは今回の収録作の中ではわずかに二本。「短編集か。楽できるな」と思っていたのですが、改かい稿こうに加えて百枚以上も書き下ろすハメになったのでした。あうあう。





　ではまあ個別のネタなど。



「星空に捧ささぐ祝賛歌キヤロル」（月刊ドラゴンマガジン二〇〇〇年７月号掲載）

　いわゆるプレ編というやつですね。なんかろくに出番もない癖くせにやけに読者の方々には人気のユーマ親父とキャロル母さんですが、実はまともに彼等が生きて動いている唯一の話であったりもします。

　確かこれが掲載されたのはドラマガ本誌で「折せつ角かくの特集ですから二本立てに！」とか言われて（掲載号の巻頭特集が棄てプリだったのですよ）ひいひい言いながら書いた覚えがあります。

　とはいえ、割とこの話そのものは手こずらずにすらっと書いた記憶がありますね。個人的にハリエットじーちゃんはお気に入りだったりします。





「闘犬達の挽ばん歌か」（月刊ドラゴンマガジン二〇〇〇年10月号増刊掲載）

　時にパシフィカ辺りの人気を下からつんつん脅おびやかすくらい読者の方々に人気のあるクリストファのお話。確か最初から「本編ではまず書かない様な番外編を」という編集部からの注文で、サブキャラにスポットライトを当てた話にした覚えが。

　実を言えば、棄てプリの登場人物の中で一番扱あつかいやすいというか、作者として書きやすいのが彼であったりもします。割と緩かん急きゆうつけやすい人物というか。

　それから割と狙ねらって登場させ、やっぱりそこそこ読者の方々に受けたのが、この話初登場のファファル。なんかその結果として、本編にも登場してしまい、ちょっと読者の方々を混乱とかさせてしまったり（ファファルがクリスと同じ姓である事の説明とかが、本編ではされていなかったので）。反省してます。

　この話は確か結構展開に悩なやんだ記憶があります。今見ると単純な展開になっているので、何をどう悩んだのかよく分からないのですが、確か初期バージョンではクリストファが町中で筋肉質のおっさん（子持ち）とストリートファイトしてたよーな……

　それがどうしてこうなったのかは最も早はや忘ぼう却きやくの彼方かなたなのでした。





「処女と殺人者の小夜曲」

　完全なる書き下ろし。

　キダーフはなにやらクリスと同等か、ある意味で彼を上回る人気を持つキャラなので、彼を主人公にして一本ネタを考えよう──という事になったのですが、これがまた難なん航こうしまして。

　実はこの書き下ろしの前に全く別の話を書いていたのですが、何度直しても上う手まくいかず。これのお陰かげで連載の方にも影えい響きようが出てしばらくスランプが続き、棄てプリだけでなく私の仕事の予定が全体的に狂う事に。

　それでも上手く行かず、結局、担当のたなぽんに「もう本当に駄だ目めです。落ちます」と言われてから必死に考えまくって一日で書いた代しろ物ものの方が結果的にまとまりがあったので、こっちを収録していただく事となりました。

　なんだかなあ。





「温泉狂想曲」

　これは書き下ろしというかなんというか──微び妙みような話。

　ドラマガ本誌で通つう販はんされた棄てプリのドラマＣＤ用という事でプロットを出していたものを改めて書き下ろしたものです（ドラマＣＤのシナリオそのものはシナリオライターの方が書いてくださいました）。

　いわば逆輸入版ですね。ドラマＣＤでは第三楽章『ラクウェル、暴れる。』がこれに当たります。とにかくこのプロットを考えていた際に、既すでにラクウェル役に有名声優の井上喜久子嬢が決まっていたのですが──井上嬢の『おっとりした癒いやし系のおねえちゃん』イメージはラクウェルにぴったり、と思う反面、物書きのサガというか、なんというか、まあひねくれた感覚が頭をもたげてきまして。

　こういう機会は滅めつ多たにないし、どうせなら本来の傾向とは逆に、とことんキレて高笑いする井上嬢の声を聞いてみたい……という風に思い、前から考えていたラクウェルの酔よっぱらう話というのを入れてみた訳です。

　あまりテーマのない話は書かない（書けない）のですが、なんかこれだけはすらすらとネタが出てきましたね。ちなみにＢＧＭはやはり伊福部マーチか。

　ただしなんだか改稿にはやたら手て間ま喰くいました。

　やっぱコメディって難しいよなあ。

　ちなみに完全なコメディという事、そしてＣＤの雰囲気を残すという事を優先していましたので、作中における魔法の使い方はかなりいい加減です。そこら辺はあまりつっこまないでください。くんからのお願い（笑）。





　まあこんな感じで。

　いつものようにいつものごとく、絵師の安あ曇ずみさんと担当のＴ嬢こと、たなぽん（命名：‥秋田禎信氏）には謝しや罪ざいと感かん謝しやを。

　買ってくださった読者の方には更に大きな感謝を。



　ではまた次の本で!!





　２００２／９／５



　追伸。

　西暦二〇〇二年九月現在、何やらこの「棄てプリ」アニメ化の話が進行しております。

　数年前の素人しろうと時代に「スレイヤーズ」のアニメ化について友人共々大おお騒さわぎしていた身としては、なんだか感かん無む量りようですね。

　詳しよう細さいはまあおいおい知れ渡っていくとは思いますが、私が先日監督さんにお会いしてきた際には、手て応ごたえ十分というか、良いものに仕上げてくださりそうな感じがしました。



　うちのホームページなどを見ていると、皆みなさんメディアミックスには賛さん否ぴ両りよう論ろんある様ですが、まずは期待してお待ちくださいな。

　その方がきっと楽しい。

　万が一つまんなかったらその時暴あばれればいいじゃん（笑）。



    

  
    
      スクラップド・プリンセス サプリメント

さまよう者もの達たちの組くみ曲きよく



さかき　一郎いちろう
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